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広島 きん ぼ 一 本 通 周 辺 


SN 現在 は 広島 市 指定 重要 る 

に NS こ ンジ 文化 財 と な っ て お り 、 

『 見 学 自由 。 市 民団 体 の 

芸術 ・ 文 人 活動 の 発表 

の 場 ] と し て も 活用 さ 
れ て いる 。 


旧 日 本 銀行 広島 支店 


きゅう に っ ぱん ぎん こう ひろ し まし て ん 
爆 心地 か ら わ ず か 380m と いう 近 さ に あり な が ら 、 銀 
行 の 建物 と し て の 堅 宇 性 か ら 倒 壊 を まぬがれ 、 昭 和 
11 年 (1936) の 完成 当時 の 姿 を 今 も ほぼ 残す 。 被爆 
2 日 後 の 8 月 8 日 に は 、 銀 行 の 支払 い 業 務 を 開始 し 、 


広島 電鉄 袋町 電 停 徒歩 1 分 。10 時 一 17 時 ※ イ ベン ト に より 異 
な る 、 無 休 。 広 島 市 中 区 袋町 5-81 人 営業 不能 と な っ た 市 内 金融 機関 の 仮 営業 所 が 設置 さ 


合 082・504・2500( 広 島 市 化 振興 課 ) れ 、 広 島 の 復興 を 支え た 。 


頼 山陽 史跡 資料 館 
人 22CdeL7e2 が ん 
戸 時 代 後期 の 休学 者 ・ 束 山陽 が 幼少 期 を 過ごし た 旧 
宅 訪 を 開放 し た 資料 館 。 閣 山陽 が 21 歳 の と き 脱 流 動 
を 起こ し 屋敷 内 に 閉 され た 部 屋 が 「 束 山陽 居室 」 と 
し て 復元 され 、 国 の 史跡 に 指定 され て いる 。 展示 室 で は 
年 間 7…8 回 の 展示 会 を 開催 須山 陽 や 江戸 時 代 の 広島 
の 歴史 や 文化 に 関す る 資料 を 紹介 し て いる 。 


広島 電鉄 貸 困 電 停 徒歩 2 
分 。 9 時 30 分 17 時 、 月 ( 祝 
の 場合 は 翌 ) 休 、 臨 時 休館 あ 
リ 。 入館 料 300 円 。 広島 市 中 
区 袋町 5-15 
人 き 082・542・7022 


被爆 樹木 の クロ ガ ネ モ チ 。 被爆 で 根株 だ け 残 
し て 焼け た が 、 昭和 25 年 に 株 か ら 芽 を 吹き 、 今 
は 5m を 越え る まで に 成長 。2. 代 表 作 の 歴史 書 
「 日 本 外史 」 の 軌 筆 に 着手 し た 「 頼 山陽 居室 」。 


歴史 の 息吹 を 静か に 後世 に 伝 丸 る _: 、 


を 


袋町 小学 校 平 和 資 料 館 


よく ろ まち し ょ うがっ こう へ いわ し り か ん 
爆 心地 か ら 460m の 位置 で 被 糧 し 、 か ろう じ て 残っ た 西 校舎 は 避 
難 場所 や 救護 所 と し て 使わ れ 、 児童 や 教職 員 還 地域 の 人 々 の 安否 
を 尋ね る 場 に ちな っ た 。 こ の 西 校舎 の 一 部 を 袋町 小学 校 平和 資料 
館 と し て 公開 。 被爆 し て 真っ 黒 に 焼け 残っ た 壁 に は 。 当時 の 披 災 
者 が 安否 を 知ら せる た め に 書い た 伝言 が 残っ て いる 。 


広島 電鉄 袋町 電 停 徒歩 5 分 。 9 時 一 17 時 、 
無休 。 入館 無料 。 広 島 南 中 区 袋町 6-36 
合 082-541-5345. 


迷 


館内 に は 伝言 の 書か れ た 内 壁 の 
一 部 や 残さ れ た 貴重 な 被爆 資料 
を 展示 する と と も に 、 被 爆 後 の 
学校 の 様子 を 紹介 し て いる 。 


本 通 マ ガ ジ ン の 

広島 本 通商 店 街 振 尋 組 合 が 発行 する 無料 の 情報 誌 。 本 通商 店 等 の 楽し い ニ 
ュー ス や お すす め 商 品 、 イ ベン ト な ど 盛 り だ くさ ん の 内 容 で 、 こ れ を 読め 
ば 本 通 ツ ソウ に な れ そ う ! 本 通商 店 街 の 各店 舗 や 市 内 の 図書 館 な どの 公共 
施設 、 近 隣 シ ティ ホテ ル に 置い て ある の で 、 気 軽 に 手 に と っ て みて 。 

日 ・ 祝 休 会 082・248・1518( 広 島本 通商 店 街 振 思 組 合 ) 


し Bs 


定番 か ら レ ア な 文具 まで そろ う 
創業 117 年 の 老舗 文具 店 
| 


た や まさ ん で 


本 通 ヒ ルズ 店 


ん どおり 
事務 用 品 や 学用品 な どの 定番 文 房 
具 か ら 革 製品 の 雑貨 や レア な 文 房 
具 ま で 、 豊富 に そろ う 。 ビー トル ズ 
の ボー ル ペ ン や 名 刺 入れ な ど が 並 
ー ト ルズ コー ナー や 、 羽 根付 き 
ル ペ ン 、 ガ ラス ペン 、 ルー べ な 
ど 文房具 好き に は た ま ら な い 品 が 
並ぶ コー ナー が 人 気 だ 。 

介 広 島 電 鉄 本 通電 停 徒歩 3 分 。10 時 一 20 
時 、 無休 。 広島 市 中 区 本 通 8-23 本 通 ヒ 
ルズ ビル 3F 

人 な 082・248・2221 


日 本 の 食 文化 を 大 切 に し た 
普段 使い の 食器 専門 店 
渡部 陶 苑 


わた べ と う えん 


創業 が 江戸 時 代 と いう 老舗 食器 店 。「 日 本 
の 食 文化 を 大 切 に し た い ] と いう 思い で 、 
普段 使い で きる リー ズ ナ ブル な アイ テム 
が 多数 そろ う 。 特 に 茶碗 や 箸 な どの 和食 
器 、 弁当 箱 の 品数 は 豊富 。 ひと つか ら 購 入 
で きる の で 、 座り 込ん で 一 品 一 品 を 手 に 取 


り 、 じ っ くり と 品 選び する の も 楽し い 。 


全 広 島 電 鉄 本 通電 停 徒 歩 3 分 。10 時 20 時 、 無 
休 。 広 島 市 中 区 本 通 8-23 本 通 ヒル ズ 3F 
合 082・248・4701 


30 年 間 変わ ら な い 味 。 
2 日 間 煮 込ん だ 特製 カレ ー 


ガ り パー 


昭和 59 年 創業 。 2 日 間 弱 火 で じっくり 煮込ん で 1 
が 評判 だ 。 旨 味 と 香り の 決め 
手 は 約 20 種 の スパ イス 。 辛 さ は 子ども で も 食べ 
られ る よう 、 0 一 20 ま で セレ クト で きる 。 ナス や 
チー ズ 、 納豆 な どの トッ ピン グ も 多彩 。 ラム 酒 と 
あわ せ て 味わう と 、 貴 う 世 界 が 体感 で きる か も ! 


広島 電鉄 紙屋 町 東電 停 徒歩 3 分 。11 時 一 23 時 30 分 
LO、 月 ( 祝 の 場合 は 翌 ) 休 。 広 島 市 中 区 本 通 4-1 


日 熟成 させ た カレ ー 


会 082-243・4914. 


広島 の 街 が 360 度 見 わた せる 


回 転 展望 レス トラ ン 


空 庭 Bis と ろ KURUKURU 


く 3 て い と 弄 


昭和 41 年 に 創業 し た trN で の 回 レス トラ ン 。 約 2 
時 間 で 室内 が 1 周 し 、 広島 の 街並み を 360 度 楽し むこ と が で き 
る 。 看板 メニ ュー の ステ ー キ 1280 円 一 は 、 冷 蔵 庫 で 約 3 週間 
寝かせ て 、 肉 の 旨 さ を 最大 限 に 引き 出し た も の 。 単品 以外 に 、 


女子 会 コー ス や 飲み 放題 な ど 多彩 な メニ ュー も 用 意 し て いる 。 


や 広島 電鉄 本 通電 停 徒歩 3 分 。1 1 時 30 分 一 22 時 30 分 LO( ラ ンチ は 11 
時 30 分 一 14 時 ) 、 無休 。 広島 市 中 区 立町 3-13 ひろ し ま 国 際 ホ テル 14F 
合 082-240:7556. 


広島 の メイ ンス トリ ー ト に 


2 階 に 
プン キッ チン を 用 
意 。 夜 の ビュ ッ フェ 
は 3800 円 ー。 ラン 上 
チ は 1026 円 。 


石窯 で 焼き 上 ( 
焼き た て パン が 
アン デル セン 


は 5 つの オー 


約 4000 個 も の レン ガ を 積み 上 げた 日 本 最大 級 の 


並ぶ 店 は 


個性 あふ れる 空間 で 魅力 を 伝え 続け る 


用 


了 較 孤 3 市 了 2 且 2 
1 て | か | 個 | 事 
| で ] 要 」 性 | に 
| れ か | は | 年 
| ぁ 較 SS 本 
較 | | 誠 | 史 
| 人 0 
} ] | 庵 | 
| | 電 和 | て 
| 記 ] る | い 
感 | 人 | る 
| | 更 | ま | を 
| 中 区 | ど | 人 


M 


店 内 は カウ ンタ ー の み 。 チ ー ズ と ビ 
ー フ の カレ ー850 円 トッピング 
に ナス 100 円 。 ター メリ ッ ク ライ ス 
と フル ー テ ィ ー な ルー が 絶 氷 の 相性 。 


< 滞 


いき 慰め 選 記 洛 語 


誠 ぶ | 呼 | 証 | 
| | 量 

| る | | 叶 

| 2 | 6 | 岳 

| 時 | お | な | 

| 代 「 店 1| 財 | 

1 9 1 SS | 呈 
隆昌 馬 間 本 守 | 
人 隊 り 天国 い 
| 球 | 

還 り 請 還 還 佑 | 

| 趣 | 並 | と | 
広島 名 産 な ら ココ ! 

レ Z な お みや いろ いろ 
長崎 屋 

cwed ゃ 

店 25 年 (1892) 割 系 の 、 広 島 
名 産 を 数 多く 扱う みや け 物 専門 


店 』 は っ さく 大 福 な と の 週末 限 
定 品 や カキ の オイ ル 漬 け 、 レ モ 
ン ソ ルト な ど な か な か 手 に 入り 
に くい 商品 も 同店 の スタ ッ 
フ が 考案 し た レシ ピ が 一 緒 に も 
ら え る の も うれ し い 。 幅広 い 商 
品 を カス タマ イズ し た オリ ジ ナ 
ル の 詰め 合わ せ は 贈答 品 に 人 気 
だ 。 

広島 電鉄 本 通電 信徒 歩 』 分 。 9 時 30 


分 ご 19 時 、 無 休 。 広 島 市 中 区 本 通 6-8 
会 082・247-2275 


石窯 を 使い 、 職 人 の 手 で 丁寧 に 焼き 上 げた バン が 
約 120 種 プラ リ と 並ぶ 。 ヨー ロッ パ の 伝統 的 な 食 
事 パ ン や 日 本 で 初め て 発売 し た ペストリー も 人 
気 。 気 に な る バン に ぴっ た り の 食材 や ワイ ン も ス 
タッ フ に 相談 する と 気軽 に 教え て も ら え る 。 
広島 電鉄 本 通電 停 徒歩 3 分 。1 階 は 10 時 一 20 時 (朝食 
は 7 時 30 分 一)・2 階 は 11 時 一 21 時 LO、 不 定休 広島 
市 中 区 本 通 7-1 

人 な 082-247・2403 


地図 マニ ア は 必見 ! 
地形 図 か ら 海 図 まで を ろう 

中 国書 店 

昭和 24 年 創業 の 地図 専門 店 。 国 土地 理 院 の 
地形 図 か ら 海図 まで 各種 地図 を そろ えて い 
る 。 登 山 や 渓流 釣り 好き な 方 の 利用 も 多い 。 
レト ロ な 店 内 に は 地図 だ け で な く 、 山 歩き や 
渓流 釣り に 関連 し た 本 、 観 光 情報 誌 な ども 豊 
富 。 地図 を 求め る と き に 、 山 登り の ルー ト な 
どの 相談 を する 常連 客 も 多い 。 


全 広 島 電 鉄 立町 電 停 徒歩 5 分 。 9 時 30 分 19 時 、 日 
休 。 広島 市 中 区 本 通 9-20 
谷 082・247・0968 


お 過 路 地図 な ど 珍 
し い 地 図 も 。 商品 を 
包む 包装 紙 も 地図 
の 読み 方 や 雑学 が 
番 か れ た オリ ジ ナ 
ル の も の を 使用 。 


「 広 島 の よさ が わか 
る 商品 を 」 と 、 店 
用 が 他 れ 込ん だ 商 
品 を セレ クト 。 マ ニ 
アッ ク な 品 を 探し 
求め る 人 も 多い 。 
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広島 きん ぼ 一 本 通 周 辺 


Minette 


ミネ ッ ト 
「 そ こ に ある だ け で 日 々 の 暮 ら 
し が ちょ っ と だ け う れ し く て 、 
幸せ に な る 特別 な モノ 」 を コン 
セプト に オー ナー 自ら が セレ ク 
ト し た 文房具 や 雑貨 が 並ぶ 。 道 
6 具 箱 や シー ル な ど 音 懐か し い レ 

「 ミ ネッ ト 」 は フラ ンス 語 で Se 
子 獲 の 意味 。「 子 猫 が 心地 よ 眉 褒 の が 必 四 2 p タ ニ の 
く 眼 れる 答 囲 気 を 」 と いう 思 文房具 な ど 、 持 っ て いる だ け で 
い を 込め て いる 。 ほっ こり し た 気持 ち に な り そ う 時 計 台 
ヽ =! 

だ 。 デ ッ ド スト ッ ク の 文房具 な と Vue 


ど は 入荷 し た と きのみ 販売 。 装 町 付近 を 行き 交 う 人 々 を 長年 に わた っ て 、 見 守っ て いる 時 計 

広島 電鉄 本 通電 信人 歩 5 分 。 12 時 一 台 。3 階 建て ビル を 建設 する 際 に 屋上 に 作ら れ て 、 一 時 期 、 テ ナ 
19 時 ( 金 ・ 土 は ー20 時 )、 水 休 。 広島 ント の 入れ 替え 時 に は 止ま っ て いた が 、 平 成 19 年 秋 、 新しい テ ナ 
市 中 区 緒 町 人 -2 林 崎 氏 町 ビル 2F ント が 開店 する と と も に 再び 時 を 刻み 始め て 、 現 在 に 至っ て いる 。 


合 082・259・3666 
広島 電鉄 本 通電 停 徒歩 3 分 。 広 島 市 中 区 袋町 2-19 畑 川 ビル 


や 
EIJIEII3EIEd 
1 だ || あ 1 の 1 を 1 ミ |121 難 | 
多 津 | 語 | 生 | 博 | を | て | 技 | 時 | 和 | 
7 | 折 ) す [と リン | 衣 の |」 ラフ | 
昭和 28 生 創業 の 老 縛 和 子 店 。 抹 茶 と | 多才 | 旧 | る | 全 | 第 | ラ | 
の 相性 を 考え て 作ら れ た 季節 の 生葉 子 | る | 腹 | 本 「 を |[ 革 上 | シン 
は し っ か り と し た 味わい で 、 後 味 の よ さ | れ | ま | 量 | 5| 業 人 | | 
が 特徴 。 豆 か ら 炊い た 自家 製 胎 な ど 、 職 | る | 究 | 豊 | た | も | 上 | 
人 が ー つ ひと っ 了 加 に 手 作り し て いる 。 。 | 人 | 貞 | # | 條 |』 あふ | な | 
看板 商品 の 水 牡 丹 は 地方 発送 も 可能 。 | だ | 気 | な | れ | せ うつ 】 ラプ 1 
黄 味 館 、 粒 倍 、 こ し 館 の 3 種類 あり 、 各 | | を | 者 | 家 | ハ ヽ て | た | 
1 個 238 円 。 
広島 電鉄 立町 電 停 徒歩 5 分 。9 時 一 19 時 、 日 
休 。 広 島 市 中 区 袋町 1-26 
全 082・247・1602 
炭焼 雪 本 店 
T み Yg あ みな BA ん 
濃厚 な 味わい の 攻 麻 知覧 衝 と 県 
内 産 の 高宮 用 を 使っ た 焼き 鳥 が 
自慢 。 遠 火 の 強 火 と いう ベス ト 
な 談 火 で 焼き 上 げ る 加 焼 き 1 本 


150 円 ご は ふっ くら と ジュ ー シ 
ー な 仕上 が り で 、 秘 伝 の タレ か 
塩 か セレ クト で きる 。 名 物 の 血 肝 
は ぜひ 食べ た い 一 品 。 締め に は 、 
オー ダー が 入っ て か ら 炊 き あ げ 
」 る 鶏 か ま 飯 850 円 が お すす め 。 
見 る 者 を 楽し ませ て くれ る 美 広島 電鉄 本 通電 停 徒歩 3 分 。17 時 
し い 季 節 の 上 生菓子 は 5 一 6 ー23 時 30 分 LO( 日 ・ 祝 は 21 時 30 
種 用 意 。 店 先 に は 柏 評 ( 期 間 限 分 LO) 、 無休 。 広 島 市 中 区 袋町 2-25 
定 ) な ども 並び 、 地 元 の 人 た ち 長谷 川 ビ ル 2F 

か ら 愛 され 続け て いる 。 人 き 082-248・0301 


カウ ンタ ー 以 外 に 、 宴 会 
な ど が で きる 座敷 席 も 用 
人 を 。 活 ち 苦い た 店 内 は 、 女 
性 ひと り で も 気軽 に 立ち 
寄れ る 雰囲気 だ 。 


夜 も 昼 と 同額 で 定食 が 楽し 
め る 。 店 内 は 床 も 天井 も ヒノ 
キ を 使用 。 創 業 33 年 、 長 く 
通い 続け る 常連 客 も 多い 。 


常連 が 足 築 く 通 う 、 カ ラダ に や さ し い 洋食 店 

お そら か ん 

山小屋 風 の 肝 囲 気 漂う 店 内 で ハン バー グ や トン テキ な どの 洋食 が 味わえ る 。 人 気 
は 季節 の オム レツ 定食 800 円 。 春 は 菜の花 や タケ ノコ 、 夏 は グリ ー ン アス パラ 、 
秋 は キノ コ な ど 、 季節 に 応じ て 具 材 が 変わ る の も うれ し い 。 小鉢 は カラ ダ に や さ 
し いも の を 、 と 野菜 が 中 心 。 自家 製 ド レッ シン グ 500 円 は 店 内 で も 販売 し て いる 。 
人 広島 電 鉄 立町 電 停 徒歩 3 分 。11 時 30 分 一 15 時 ・17 時 一 20 時 LO、 日 ・ 祝 休 。 


広島 市 中 区 立町 4-16 
谷 082・243・5355 


マヨ ネー ズ や カレ ー の ルー 
まで 既製 品 を 使わ ず 手作り 
し て いる 。 焼き そば や カレ 
ー、 オ ムラ イス は 常連 の 人 気 


メニ ュー。 


サラ リー マン の 強い 味方 。 心 温まる お ふく ろ の 味 

大 衆 食 堂 こがね 

な いし ゅ うし ょ くど う 

40 年 間 に わ た っ て 、 地 元 の 人 に 愛さ れる 老舗 食堂 。 ガラ スケ ー ス に ズラ リ 
と 並ん だ 総菜 を 取り 、 ご 飯 と 汁物 な ど を 頼ん で 食後 に 合計 額 を 支払 う シ ステ 
ム 。 悩 ん だ と き は 日 替わり 定食 650 円 が お すす め だ 。 夏季 限定 (5 月 一 9 月 
末 ) で タワ ー 型 に 盛っ た か き 水 250 円 一 が 登場 。 シ ロッ プ は 4 種類 か ら 選 べ る 。 
人 広島 電鉄 本 通電 停 徒歩 2 分 。1 1 時 30 分 一 21 時 LO、 日 休み 。 


広島 市 中 区 袋町 4-1 
人 な 082・248・3018 


カツ 井 840 円 で うど ん 
付 。 常連 さん の リク エス ト で | 
メニ ュー 数 が 増え 続け て いる 。 


コシ と 忠 ご し が 自慢 の 、 打 ち 立 て 自家 製 麺 
めん 処 栄 家 

遇 上 
そば と うど ん が 楽し め る 店 。 ど ちら も 自家 製 天 で 、 注文 び 入 っ て か ら ゆ が く 
の で 喉 ご し も 抜群 ! うど ん は 、 厳 選 し た 本 鯉 と 昆布 出汁 を 使用 。 そ ば は 、 
鯉 筋 一 本 で 出汁 を と っ て いる 。 麺 類 以 外 に 人 気 な の が うど ん 出汁 を 使用 し て 
作る か つ 井 や 親子 井 。 セ ッ ト メ ニュ ー も 多彩 に そろ う の が うれ し い 。 
人 広島 電鉄 袋町 電 停 徒歩 5 分 。11 時 一 20 時 30 分 LO、 日 休 。 


広島 市 中 区 中 町 4-8 
合 082-247・5553 


地元 民 に 愛さ れる 
本 通 グ ル メ 


街 の 中 心 部 。 平 日 は サラ リー マン や OL な ど で 
に ぎわ う エ リア だ け に 、 
飲食 店 も バラ エ テ ィ に 富ん だ お 店 が そろ う 。 
その 中 に あっ て 、 決 し て 派手 で は な い が 、 
地元 民 に 愛さ れ 続 け て きた 味 を 、 

と く と ご 賞味 あれ 。 


創業 当時 か ら 使用 し て いる ロ 
ー ス ター は 油 汚れ ひと つ 付 い 
て いな い 。2 階 に は ゆっ た り 
くつ ろ げ る 座敷 席 も 用 意 。 


肉質 を 鋭く 目利き し た 、 創 業 50 年 の 老人 焼き 肉 店 
冷 類焼 内 南大 門 

半生 肌 
創業 50 年 の 老舗 焼き 肉 店 。 絶 大 な 人 気 を 誇る と ろ け る よう な 和牛 は 、 需 の 降 
り 具 合 や 脂肪 の 色合い な ど 、 目利き の 主人 が 厳選 し た も の だ け を 提供 し 、 カル 
ビ 焼 1650 円 。 内 の お いし さ を 最 大 限 際 だ た せ て いる 3 種類 の 自家 製 秘伝 ダレ 
の 役割 も 大 きい 。 手打 ち 麺 と スー プ が 絶妙 の 相性 の 冷 麺 1000 円 も 必 食 だ 。 
信広 島 電鉄 立町 電 停 徒歩 2 分 。11 時 30 分 一 21 時 LO、 無 休 。 


広島 市 中 区 立町 5-9 
人 な 082-248-0083 


7 階 に 貸切 OK の パー ティ ー 
ルー ム も 用 意 。 お まかせ コー 
ス 3000 円 に は は お ば ん ざい に 
肉 か 魚の メイ ン 料 理 が 付く 。 


働く 女性 を 応援 する 、 安 心 ・ 安 全 な お ば ん ざい 
AGRI 
ァ クリ 

働く 女性 客 に 支持 され る レス トラ ン 。 手 間隙 か けた お ば ん ざい メニ ュー が 豊 
富 に 用 意 さ れ 、 テ イク アウ ト も OK。 ワ ンプ レー ト で 旬 の 新鮮 な 野菜 が バラ 
ンス よく 食べ られ る 。 広島 和牛 や アナ ゴ 、 ワ ケ ギ 、 キ ャ ベツ な ど 広 島 の 素材 を 
使っ た メニ ュー は アレ ンジ も 様々 で 、 行 く た び に 新しい 発見 が あり そう だ 。 
広島 電鉄 袋町 電信 徒歩 2 分 。1 1 時 一 14 時 LO・17 時 一 21 時 LO、 日 休 。 


広島 市 中 区 中 町 4-18 エス ポア ー ル ビル 1F 
会 082・246・7721 


iP4 


広島 きん ぼ 一 本 通 周 辺 


卵 と 牛乳 が た っ ぷり 入る 、 ふ 


の 


ん わり と し た 手 ご ね の ハン バ て O 
ー グ 870 円 や 、 和 洋 折 表 の 日 【 】 
替わり ラン チ 770 円 が 人 気 。 
@ 
_ へ の 
ョ ュー ズブ 
FI 和 】 
vm し こだわ り の 
( 2 紅茶 で 優雅 な 
レ 4 ロ 時 間 を か け て 抽出 し た ティ ー タ イム を 
| am 奥深 い 紅 茶 の 世 界 を 満喫 
S 間 午前 10 時 午後 3 時 
VA じゅ うじ ここ きん じ 
( + 茶葉 に よっ て 溢れ 方 と 時 間 を 変 
【 】 さ えて 抽出 し た 本 格 紅茶 が 楽し め 
/ @ る 。 完 熟し た フル ー ツ を 使っ た 
ん 、 全 国 各地 の カー 季節 の フル ー ツ ティ ー550 円 
プ フ ァ ン が 拉 店 。 店 \ は 絶品 ! 素材 の 味 を 最大 限 に 
る 3 @ @ 生か し た りん ご の タル ト タ タ ン 
けけ 0 條 。。 や シフ ォ ン ケー キ な ど 、 約 10 種 
ける 人 も 多い 。 | 生生 の スイ ー ツ も 人 気 だ 。 ケ ー キ は 
1 と いう 良心 的 な 値段 で 
カー ブ の 歴史 が 垣 開 史 られ る 、 カー ブ 愛 に 包ま れ た 茶房 5\ @ Au 「 】 
茶房 カー プ L】 うか 2 90 
奈 房 @ 2108S03L0( よ は 1494 中 
カー プ 元 投手 の 故 。 橋 本 敬 包 さ ん が 昭和 53 年 に 開い た 茶房 。 店 内 広島 電鉄 付 町 電信 徒歩 分 人 6824688307 の 
に は 昭和 54 年 に 優勝 し た 当時 の レア な 写真 や サイ ン 約 20 枚 が 飾 や Et B 休 。 午 
Ta 店 当初 か ら フ ァ ン が カー プ へ の 思い を つづ っ た カ aogz-24905so 重 。。 ニ フ ルー ツ の 勉強 を する た め 約 2 年間 青 
ー プ ノー ト 邊 必見 。 サ イフ ォ ン で 1 杯 ずつ 丁寧 に 入れ る コー ヒー 果 市 場 で 働い た 経歴 を も つ 店 主 の 桂 洗 @ 
430 円 を 炎 み な が ら 、 ゆっ た りく つろ ぎ た い 。 人 重 。 了 さん 。 手 作り スコ ー ン 300 円 に は 2 
種 の 手作り ジャ ム と 生 ク リー ム が 付く 。 
【 】 人 の 
@ 
広 電 本 線 ーー 
析 屋 町東 
冷 類 寺内 南大 門 
@ る | 
7 紀 『 
@ nam 人 4 な り 賠 
全 ) 長崎 屋 1 人 條 Bs と ろ KURUKURU 広島 レモ ン を 使っ た さ 
フラ ンス 菓子 。 ガ リバ ー っ ぱり と し た レモ ン ブ 
】 サバ ラン 向 区 ラン 430 円 や 、 お みや げ 
| 多 山 文具 本 通 ヒル ズ 店 に も ぴっ た り の 週末 レ 
アン デル セン -! 』 ひろし ま 夢 ぶら ざ Pse NR 
時 計 台 一 ・ 中 国書 店 
アニタ 『" 
四 店 多 当 源 
大 食 堂 こがね Minettie _- 
H ラム 酒 の 香り 豊か な 、 洗 練 さ れ 7 だ 大 人 の 菓子 
間 | ) 本 碧 行 “全学 校 殺人 フラ ンス 菓子 サバ ラン 
広島 支店 平和 資料 本 * 全 
閣 山 隅 史 中 茶房 カー プ フ ァ ン ^ 甘 い 物好き な 方 に 心 を 込め た お 葉子 を "が コン セブ ト の 洋 穫 子 店 。 看板 メニ ュー は フ 
| ・ 資 料 館 必 ラン ス の 伝統 菓子 サバ ラン 410 円 。 ドー ナツ 型 居 焼い た ブリ オッ シュ に ラム 酒 を た っ ぷ 
| 時 利 上 り 吸 わせ た 生地 は 大 人 の 味わい だ 。 下 蒲刈 の イチ ゴヤ レモ ン 、 ブ ルー ベリ ー な ど 、 な る 
rm10 和 9 ゴ べく 県 内 産 の 素材 を 使っ た ケー キ が 約 20 種 並ぶ 。 
た | 上 時 韻 、 めん 処 栄 家 で 広島 電 半 本 通電 信徒 歩 分 。10 時 一 19 時 30 分 (日 ・ 祝 ほ 肝 19 時 ) 、 水 休 。 広 人 市 中 区 本 通 62 
いい = レビ 族 送 ゅ 合 082-247-3968 @ 
13 L】 


ST や ANKSN ト 和男 へ 征 私 き X 多 紅い 


めぐ 証 定 時 へ 史 遇 
称 慰 握 刀 へ つ 江 更 0 h 計 


広島 さんぽ 一 並木 ・ 地 蔵 通 り 周 辺 
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3 階 で 営業 する 「 じ ご 
や ] の 松岡 進 火 さん 。 へ 
ラ さ ば き に 自信 あり ! 


お 好み 共和 国 ひろ し まね 
2 フロ ア に 、6 店 舗 の お 好み 焼き 店 が 営業 し て いる 、 お 好み 焼き の テー マ バ 
ー ク 。 お 好み 焼き は も ちろ ん 鉄板 焼き 料理 も 充実 し て いる 。 予約 を すれ ば 、 
お 好み 焼き を 実際 に 自分 で 焼く こと が 性 きる. 「 お 好み 焼 体験 学習 ] も 行っ 
て いる 。 思い 出 づ くり に ぜひ チャ レン ジ し て どの 店 も 、 統一 で オタ フク ソ 
ー ス を 使用 し て いる 。 テー ブル 席 が ある の で 、 大 人 数 に も 対 応 し て も ら え る 。 


広島 電鉄 八丁堀 電 停 徒歩 5 分 。 営 業 時 間 、 定 休日 は 店 舗 に より 異な る 。 広島 市 中 区 新 
天地 5-23 谷 082・243・1661 


個性 的 な 較 ル の 3 階 。 
ロフ ト 應 ああ る の で 、 
大 人 数 で も OK。 


koba 


コバ 


「 こ こ は 人 間 交差 点 み た いな も ん じゃ け ぇ 纏 』 そう 語る の は 、 店 主 の 
BOM さ ん 。 地元 の アー ティ スト や 、 国 内 外 の 旅行 者 が 集う 国際 色 
豊か な レス トラ ン & バ ー。 不定 期 で ライ ブ も 行い 、 様 々 な カル チャ 
ー を 通し て 交流 が 生ま れ て いる 。 チ リカ ル ボ ナー ラ と カレ ー ビ ラ フ 
各 880 円 は 、 必 ず 食べ た い 人 気 メ ニュー。 

広島 電鉄 袋町 電 停 徒歩 5 分 。18 時 富 翌 1 時 30 分 LO、 水 価 。 広島 市 中 区 中 町 
1-4 合 082・249・6556 


お 好み 焼き を 焼い て 
50 年 の 河口 富 晴 さん 。 
2 階 奥 の 「 新 ちゃ ん ] 
で 会 うこ と が で きる 。 


お 好み 村 
Eo 65 
戦後 、 広 島 市 中 心 部 の 新天地 広場 に 集まっ た お 好み 焼き の 屋台 が 始ま り 。 昭 
和 38 年 、 屋 台 の 立ち 退き が 決ま っ た こと が きっ か け で 、 現 在 の 場所 に 店 舗 
と し て 入り 「 お 好み 村 」 と 名 付け られ た 。 今 は 、 ビ ル の 2 一 4 階 の フロ ア に 
個性 あふ れる 26 店 舗 が 集まっ て いる 。 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン で お 店 を 決め て 
みる の も お も し ろ い か も 。 お 店 の 人 と の 会 話 も 、 ご ち そ う 。 
広島 電鉄 八丁 電 信徒 歩 5 分 。 営業 時 間 、 定 休日 は 店 舗 に より 異な る 。 広 島 市 中 区 新 


天地 5-13 谷 082・241・2210 


バタ ー ケ ー キ の 長崎 堂 


な が さき ど う 


カス テラ の 技術 を 生か し 


で ミラ クィ > 
た 、 し っ と り と し た 口 当 た ジー 
り の 素朴 な ケー キ 。 心 を こ テン 
め て 、 一 つ ひ と つ 手 で 焼き 2 科 
上 げた 、 長 年 愛さ れる 広島 人 別 
っ 子 の 大 好物 だ 。 ここ で し 6 交 
か 買え な いた め 、 年 末 な ど  。 坦 向 
の 繁忙 期 に は 、 開 店 前 か ら ・ と 
行列 が で きる 。 平日 も 午前 NE ベ オシ 
中 で 売り 切れ る こと が 多い 小 (18cm) 960 円 
の で 、 早 め の 来店 を 。 中 (21mm) 1200 円 。 る 司 還 
広島 電鉄 袋町 電 停 徒歩 5 分 。 厨 人 


9 時 15 時 30 分 (な く な り 次 第 
終了 )、 日 ・ 祝 休 。 広島 市 中 区 
中 町 3-24 

会 082-247-0769 


| 有情 の ぁ る 店 


た ぬき ぎ 


広島 の お で ん と いえ ば ここ 。 し っ 
か り と 味 が 染み 込ん だ お で ん は 
約 30 種 類 。 素材 は 国内 産 の 地産 
品 の み 。 濁り が な く 透 き 通っ た 出 
汁 は 、 毎日 手間 隙 を か け 、 創業 以 
来 つぎ 足 され て きた 伝統 の 味 。 
「 仕 込み あっ て こそ 。 正直 を 重ね 
て 、 信用 を 得る ] と いう 店 主 の お 
で ん を ぜひ 味わっ て ほし い 。 

広島 電鉄 袋町 電 停 歩 5 分 。17 時 一 
22 時 30 分 LO、 日 ・ 祝 休 (10 月 一 2 月 


は 日 休 )。 広 島 市 中 区 中 町 1-7 
合 082・247・3617 


つみ れ 300 円 、 大 根 200 円 、 は ん べ ん 200 円 、 
豆腐 100 円 、 銀 杏 300 円 、 た こ 500 円 。 【 


17 時 まで の ラン チ セ ッ ト 
桃 丘 は 550 円 一 650 円 と お 得 。 
と うき ゅ う 


並木 通り を 歩く と ふっ と 香る カレ ー の いい 匂い に 食欲 を そそ ら 

れる 。32 年 続く 「 桃 丘 ] の カレ ー は 、 ス パイ シー で ボリ ュー ム 

満点 。 ル ー は 17 種 類 の 香辛料 を 合わ せ 、30 時 間 者 込む 。 お 客 

さん か ら 愛 され 、 県 外 か ら の リ ビ ー タ ー も 多い 。 疲れ た 時 は 桃 

丘 の カレ ー で パワ ー 補 給 ! 

広島 電鉄 人 本 志 電 停 徒歩 7 分 。 

11 時 30 分 ご 21 時 30 分 LO、 木 休 。 

広島 市 中 区 袋町 9-4 第 一 田中 ビル 2F 

谷 082・246・0433 温泉 気分 を 味 わ 
える 覧 天 風呂 風 
の 足湯 は 、 疲 れ を 
癒 や し て くれ る 。 
玉 の 井 コ ー ス は 3 
000 円 。 


ゆき か ゃ 
京都 の 旅館 を 感じ さ 世 る お 店 に 入 久 と 、 な ん と 「 足 湯 ] が 。 食 
後に ひと 息 つ く 人 も いれ は 縛 浸 加 り な が ら 1 杯 や る 人 も いる ん だ 
と か 。 情緒 あふ れる 店 内 で くつ ろ ぎ な が ら 、 鍋 や 魚 な ど 四 季 折 々 
の 新鮮 な 食材 を 使っ た 和食 、 広 島 の 地酒 を 楽し め る 。 座敷 の 個 
室 も ある の で 、 子 ども 連れ で も 安心 。 

広島 電鉄 八丁 志井 従 李 10 分 。1 1 時 30 分 一 14 時 LO・17 時 23 時 


L0。 無休 。 広 島 市 中 必 三 川町 10-13 
合 082-545・0123. 


広島 で 緑 提 条 認定 1 号 店 。 


テー ルス ー プ 1200 円 。 も つ 焼 きも ぜひ 食べ て ほし い 。 レ バ 
ー、 ヤ サキ 、 ね ぎ ま 、 こ れ で 700 田 。 新鮮 な 肉 と 絶妙 な タレ に 還 
お 漂 も 進む 。2. 下 井 さ ん 夫妻 の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 最強 ! 


デン スケ 


「 う ち に 来 た ら テー ル を 食べ ん と 」 と 、 店 主 の 下 井 さん 。10 時 間 以 上 
知 込 む テ ー ル は 驚く ほど 柔らか い 。 テー ル を 食 、 ス ー プ を 飲み 干し 
て 終わ り で は な い 。 骨 の 散 の 旨味 が また 格別 な の だ 。「 骨 の 和 蘭 ま で し 
ゃ ぶる 」 と いう の は 、 ま さ に この こと 。 こ りゃ 絶対 食べ ん どい けん ! 
参り まし た ! 

広島 電鉄 作 丁 電電 停 徒歩 8 分 。17 時 一 21 時 30 分 LO。 日 ・ 祝 休 。 広島 市 中 区 


三川 町 10-18 下 井 ビ ル 3F 
人 082・247・3566 


時 を 刻み 、 培 っ た 味 で 
常連 客 を うな ら せ る 


前 葉 盛り 合わ 4400 
円 、 ミ ラグ ラッ ツェ 1390 
円 、 海 の 替 の トマ ト ソ ー ス 
スパ ゲ テ 信 450 円 。 ど れ 
も ワイ ン に よく 合う 。 2. オ 
ー ナ ー の 大 門 さん は 、 広島 
の < 牧 リア ン の 先駆 者 ! 


ポル タ ポ ル テ 


ぜひ 味わっ て ほし い の が 、 イ タリ ア 
か ら 取 り 寄 せ た 石 窯 で 、 職 人 が 一 枚 
一 枚 焼 き 上 げ る ナポリ ピッ ツァ 。 本 
場 ナ ポリ と まっ た く 同 じ 作 り 方 で 
焼き 、 外 は パリ っ と 、 中 は 肉 厚 で 耳 
まで も ち も ち 。 食材 も イタ リア か ら 
取り 寄せ 、 素 材 の いい も の を 厳選 。 
手打 ち 生 パ スタ や ドル チェ も お す 
すめ ! 

広島 電鉄 八丁堀 電 停 徒歩 7 分 。 11 時 一 
15 時 LO・17 時 一 22 時 LO( 土 ・ 日 ・ 祝 
は 11 時 一 22 時 LO ) 。 月 ( 祝 の 場合 は 翌 ) 


休 。 広島 市 中 区 袋町 9-4 
会 082-249・8010 
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@ 
最高 の お も て な し も 
名 物 3 すぎ 負 に 舌 吉 
食事 処 
ろ し ま 八 雲 


創業 51 年 を 迎え る 、 瀬戸内 の 小 魚 
料理 や し ゃ ぶし ゃ ぶ 「 す すぎ 鍋 」 
が 楽し め る 店 。 名 物 す すぎ 鍋 は 、 
和装 姿 の 女性 スタ ッ フ が 肉 を 一 枚 
一 枚 丁 寧 に すす ぎ 、 提 供し て くれ 
る 。 秘 伝 の ゴマ ダレ は 、 ゴ マ と ク 
ルミ が ベー ス の オリ ジ ナ ル 。 行き 
届い た お も て な し と 、 料 理 に 大 満 
足 間違い な し 。 

広島 電鉄 中 電 前 電 何 徒 歩 10 分 。 11 時 
ー15 時 LO・17 時 22 時 LO( 日 ・ 祝 は 


広島 さんぽ 一 並木 ・ 地 蔵 通 り 周 辺 


1. ア スパ ラ の お 浸し や 新 タ 
マネ ギ の テリ ー ヌ な ど 、 径 材 
の 味 を 生か し た 前 葉 が 並ぶ 、 
季節 の 前 葉 1480 円 。2. 季 節 
野菜 の グリ ル 1100 円 。 


少し い - 用 合う こと 21 時 L0)、 火 休 ( 祝 の 場合 は 営業 )。 
珍し い 食材 に 出合 うこ と も 7 但 名 物 すす ぎ 鍋 1 人 前 5076 円 。 広 島 邊 の お いし 広島 市 中 区 富士 見 町 4.9 

店 主 を 味 わ 発 @ | 素 さ が 存 分 に 味わえ る 。 す き 焼 き の コー ス も ある 。 合 082.244・1551 

小 出 家 @ ざさ 


ue L 】 
で 上 た の ブラ ン 
ド 肉 、 素 然 の 魚 な ど 、 厳 選 し た 素材 で 


肉 玉 う どん 700 円 。 値 
段 も ずっ と 変わ っ て い 


手間 限 か け て 作り 上 げた 料理 が 食べ ら 寺井 


L】 
る 店 。 特 に 野菜 に は 強い こだわ り が 年 
【 】 と 長年 愛さ れる 、 
『】 あり 、 目 に も 鮮やか な 季節 野菜 の グリ N 、 計 ュ 
ル 1100 円 は 、 フ ァ ン の 心 を つか ん で 離 町 の お 好み 焼き 屋 さ ん 
さ な い 定番 の ひと 皿 。 一 般 に は 流通 し も り 
な い 珍 らし い 食 材 が 供 され る こと も 。 
気軽 に 店 主 に 相談 し て みて 。 egm 地蔵 通り で 店 を 構え て 53 年 。 先代 か ら 変わ 
広島 人 中 前 人 人 歩 10 分 。 18 時 一 24 ( ら な い 味 で 愛さ れ 続け る 、 も っ ちり と し た 
時 、 日 ・ 祝 休 。 広島 市 中 区 富士 見 町 6-13 2F Cs 「 肉 玉 う どん 」 を ぜひ アツ アツ の 鉄板 で 味 わ 
人 082・246・7009 っ て ほし い 。 ソ ー ス は 創業 以来 変わ ら ず 、 濃 
厚 で 甘 さ 控え め の 大 福 ソ ー ス 。 お 客 さ ん は 
常連 さん が ほとん ど で 、 近 所 の 人 が お 皿 を 
持っ て や っ て くる こと も 。 
信広 島 電鉄 中 電 前 電 停 徒歩 6 分 。11 時 一 17 時 30 
分 、 不 定休 。 広島 市 中 区 富士 見 町 14-11 
重 =082.241.5358 
た > e 。 
こ acAE に 宮 に 6 
創業 66 年 、 品 格 を 大 事 に する 和菓子 の 老 節 
ポル タ ポ ボル テ ュ と る 
名 町 公園 @ 号 
桃 左 よう な どう 
koba  ) 武家 茶道 上 田 軍 流 の 茶席 菓子 に も 選ば れる 風雅 党 
た ee。 | 合い 人 反 の の 和 和 8、[ 品 和 を 大 事 に 、 原 材料 も 本 当 に いい 
[ひろ 柿 」972 円 は 風雅 も の を 選び 、 一 つ ひ と つ 精 魂 込め て 作ら れる 。 店 頭 に 
〒 並 木 通り の 代表 的 菓子 。 @ は 四季 折々 の 美しい 和菓子 が 並び 、 季 節 ご と に お 目 当 
バター ケー キ の 長崎 党 て の 和菓子 を 買い に 来る 人 珍 多 い 。 本 物 の 和菓子 と い 
由 う も の を 味わっ て ほし い 。 
中 区 
5 る 広島 電 人 中 前 電 停 歩 7 分 。 9 時 18 時 、 時 家 休 広島 
一 人 市 中 区 定 士 見 困 6-12※ 店 舗装 の た め 、 平成 26 年 二 
= 定 ) まで 仮 店 舗 広島 市 中 区 宮 士 見 町 6-14 に て 営業 。 
湯 屋 豆 の 井 全 082・241・2325 人 @ 
本 和 ロ @ 
= 【 】 @ 
『 1 
民芸 食事 処 ひろ し ま 員 
3 PO 地蔵 通り の 「 ヘ ー!」 が いっ ぱい ! 
人 講座 か ら 生ま れる フリ ー マ ガ ジン 
(店 舗 改 状 中 の 為 ) 民 ば くだ ん 屋 GZO 
本 店 P1 じ そ うぅ 
| 了 |ー 小 出家 100 以 上 の 講座 を 開講 する 、| 毎 日 文化 セン ター 広島 | が 発行 
一 当 風雅 党 する 地蔵 通り を テー マ に し た フリ ー マ ガ ジン 。 講座 の 一 環 で 、 
広島 中 央 選 平成 17 年 か ら 年 に 4 回 発行 され て いる 。 地 蔵 通り に ある 店 や 
志 前 ・ も り る a082-245.1414 歴史 を 紹介 し て いる 。 地蔵 通り に ある 毎日 文化 セン ター や 、 
5 | (毎日 文化 セン ター 広島 GZO 弁 集 室 ) ” 「 ボ プラ 国泰寺 店 ] な ど に 置い て ある の で 、 手 に 取っ て みて 。 
友人 市 和 所 へ ] 
ーー 人 國 へ ー 補 
LA @ 


汁 な し 担担 燃 と は ? 


混 
ぜ 
る 
ほ 
内 
お 
い 
し 
く 

な 
る 


キー ワー ド は 「 毎 日 食べ て も 飽き 
な い 」。 来店 者 の 4 割 が 約 週 3 回 は 
訪れ る と いう 、 コア な ファ ン が 多 
い 店 。 毎 日 朝 挽き する 山 概 は 、3 
種類 を 相 さ な ど で 3 段 階 に 分 け て 
ブレ ンド し 、 配合 も 季節 ご と に 変 
える と いう 徹底 ぶり 。 相 橘 の 香り 
漂う 爽やか な 後 口 で 、 女 性 か ら も 
支持 され て いる 

広島 電鉄 中 電 前 電 停 徒 歩 3 分 。11 時 
ー15 時 ・17 時 ご 20 時 ( 土 ・ 祝 は 昼 の 
み 営 業 )、 日 ・ 祝 休 。 広 島 市 中 区 大 手 
町 3-3-14 
な 082・249・3646 


汁 な し 担担 麺 
きさく 


広島 で 初め て 汁 な し 担担 疾 を 提 
供し た 店 で あり 、 ここ の 味 に 感銘 
を 受け た 店 主 も 多数 。 トリ ガラ な 
ど 数 種類 の 食材 か ら 出汁 を 取り 、 


大 切 に し た 自家 製 ラ 約 3 種 
類 を ブレ ンド する 山 酸 を 用 い 、 本 
場 四川 の 味 を 再現 する 

広島 電鉄 舟入 幸 町 電 停 徒歩 1 分 。11 
時 一 14 時 ・18 時 20 時 (日 は 11 時 一 
15 時 、 祝 は 11 時 一 14 時 )、 水 休 。 広 
島 市 中 区 舟入 川口 町 5-13 
合 082・231・0317 


ーー 


王 。 骨 寺 革 


mm さき GS 許 


器 


に まつ 本 店 
ほ A て ん 
第 2 次 ブー ム の 火付け 役 と な っ た 
人 気 店 。「 安 い ・ 早 い ・ な る べく 
お いし い ] を モッ トー に 、 提供 ま 
で 約 2 分 、 ビ ジネス 街 近 く と いう 
立地 か ら 昼 時 は 行列 が で きる 。 手 
作り の 調味 料 に こだわ っ た 1 杯 
は 、 キ レ の ある 辛味 が 後 を 引く 
モッ チリ 食 感 の 自家 製 麺 も 納得 
の 味 に ひと 役 買っ て いる 
広島 電鉄 立町 電 停 守 歩 3 分 。11 時 一 
15 時 ・17 時 一 20 時 ( 土 は 時 の み 党 業 )、 
日 ・ 祝 休 ( 土 が 祝 の 場合 は 日 営業 )。 広 
島 市 中 区 八丁 堀 8-10 
人 082・222・5022 


只 


| まそ ば くに まつ 


LZ マ 


ラー 油 、 各 油 ダレ 、 唐 辛子 ほか 


そぼろ 、 ネ ギ 


汁 な し 担担 症 0 一 4 辛 580 円 | 
6 』 
、 オリ ジ ナ ル 句 油 ダレ ほか 


キン グ 四 | 汁 な し 担担 燃 普 580 円 


中 細 ス トレ ー ト 


|、 チ ー マ ー ジ ャ ン 、 醤 油 ダレ ほか 
チ 、 ネ ギ 、 ト ウチ ジャ ン 


内 
場 
し 
麺 
0C 
人 
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オリ ジ ナ ル 


ミン チ 、 和 白髪 ネギ 


チー マー ジャ ン 、 五 香 ラ ー 油 、 衣 油 ダレ ほか 


器 油 ダレ 、 ゴ マダ レ 、 ラ ー 油 ほか 


ミン チ 、 ネ ギ 


鉄板 屋 我 ん が 


て っ ぱん や 
と に か く 麺 が 旨い と 評判 の 汁 な 
し 担担 類 に は 、 原 田 製 閣 の 生 麺 を 
使用 。 ま ず は 、 し っ か り と 20 回 
以上 か きま ぜ 、 挽 きた て の 山 酸 を 
た っ ぷり か け て 。 残っ た 具 に は 、 
ご 飯 を 入れ て 特製 醤油 ダレ と 酢 
を か け て 締め よう 。 同 店 発案 の 
「 オ レ 流 喰い 方 ] は や みつ き に な 
る こと 間違い な し 。 


広島 電鉄 紙屋 町 東電 停 徒歩 2 分 。11 
時 30 分 14 時 ・17 時 30 分 一 24 時 、 
不定 休 。 広 島 市 中 区 立町 3-23 
谷 082249・8688 


花山 概 平塚 本 店 


は な きん し ょ う )。。 ひら つか は ん て ん 
イリ コ や 昆布 な どの 旨味 が 凝縮 
され た 、 魚 介 系 の スー プ が 特徴 。 
さら に 黒 ゴ マ の 香ばし い 風 味 が 
味 を 引き 立て る 。 まず は その まま 
味わっ て 、 辛味 や 味 を 足し た く な 
っ た ら 卓 上 に 並ぶ 調味 料 に 注目 
ネギ 油 や 粉 チー ズ 、 カレ ー 粉 な ど 
9 種類 が そろ い 、 訪 れる 度 に いろ 
ん な 味 を 試し て みた く な る 。 

広島 電鉄 銀山 町 電 停 徒歩 8 分 。11 時 
ー14 時 ( 金 ・ 土 は 20 時 一 翌 1 時 も 営 


業 )、 日 休 。 広島 市 中 区 西平 塚 町 9-25 
人 な 082-246・3892. 


1 
" 加 


1 
8 


中 細 ス トレ ー ト 


チャ ー ジ ャ ン 、 出 汁 器 油 、 オ イス ター ソー ス ほか 


汁 な し 担担 


? PS 
武蔵 坊 横川 店 
Cue> 。 ceec 
安心 ・ 安 全 に こだわ り 、 無 添加 の 
食材 を 央 選 、 調 味 料 も すべ て 手 作 
り 。 数 種類 の ゴマ を 角 選 し 、 作 り 
あげ た チー マー ジャ ン を 使い コ 
ク ・ 番 り ・ 甘 み が す べ て 味わえ る 
濃厚 ゴマ 、 薬 膳 が スト レー ト に 感 
じ ら れ キレ の ある 辛 さ の 芳 酵 醤 
油 、 と 2 種類 か ら 選 べ る の も うれ 

し い 。 女性 ひと り 客 も 多い 

JR 山陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 駅 南口 徒歩 2 
分 。11 時 一 15 時 ・18 時 一 24 時 (日 ・ 祝 
は 11 時 一 20 時 、 材 料 が な く な り 次 第 終 


了 ) 、 不 定休 。 広島 市 西区 横川 町 3-10-16 
合 082-233-3441 


デリ カセ ロリ 


テン メン ジャ ン や トウ チ ジ ャ ン な 
ど 中 華 系 味噌 を 多め に 使っ た タレ 
を 用 い 、 辛 さ の キレ を 抑え コク を 
生か し た 1 杯 。 見 た 目 に も わか る 
通り 山盛り の ネギ が 特徴 だ 。 18 時 
か ら は 麺 ダ ブル 、 温 泉 玉子 と お 替 
わり 自由 の ご 飯 付 き で お 得 に ! 
まろ や か な 辛 さ が クセ に な る カレ 
一 担担 額 550 円 も 好評 だ 。 

広島 電鉄 中 電 前 電 停 徒歩 分 。11 時 
30 分 13 時 30 分 ・18 時 22 時 、 土 ・ 


日 ・ 祝 休 。 広島 市 中 区 大 手 町 3-5-21 
合 082-246・3209 


える 世界 が まっ た く 違 う 


! 
る 
Lu 机 
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@ 
回 時 瑞 語 ES 9 
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回 3 消 さき SS ESS 
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「 ぐ や りり 48voSex 守り 9 装 宮 マロ ン Sxo4N 過 " 
重 、。 持 可 ら い 加 、 の 2 マビ 宗 忠 語り つ 和 性 や 
りく の キシ だ や wo 江 吾 王 補 る s* 
に ば 家財 守 Kec。 ms ら 8 式 四 ちゃ つき を 」 
「 つき 名 SNSK AS 号 と を GS や で 」 
SS 人 還 、S 二 マビ 村 emm 


幸人 に 的 
る) 宗 皿 提 寺 ES 
「 江 台 裳 マビ 氷 菩 和 


SNe 意 倒 補 で Pe w 培 S 
避 鶴 G 式 江 や り G マ ピロ 守 % や 人 
1 
衝 倒 深 の (ー ビ 人 深 の に つら) 
で お りつ の ら 理 肖 生 ve 革 由 羽生 
(ー ゥ ーー の ) 8 く ピ 店 め 王 つり 7 
装 弐 詞 ・ 栄 隙 写 ・ 二 直史 所 人 中 旨 
所 巡 ぐ 噌 直ぐ 難 公 吾 県 つ お 8 
全 / 江 選 や 四 人 PS 回 部 下 「 団 忠 」 
例 SG や りり マロ 了 和 "wo 
S 深 "「 川 入 」 を 「 民 手 財 」 会 半 
Sm こい ES よう 
民 7 條 や 8 KS を 
「 選 8 己 」 で DNSAmA 知 き 
っ ボン AT RMA 所 穴 つる 軸 
つつ りり 多 で PST 6 上 8 の 
KN で ヾ K 加 も op4Q" 李 把 講 
G 刀 詳 全 YSYQ8 全 内 目 央 / 美 
痢 筐 男 係 ぐ 製 や ST 県 包 只 還 を ^ 
了 悩 等 注 さ の 補 理 諾 や 思っ で 
コ ^ 窒 ・ 鶴 志 人 る ぐ 記 ン 朱 幸 宮 全 
誤っ ” 凌 下 め 記 招 和 yo 人 ミ へ H 
トト xpSne" 
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広島 きん ぽ 一 八丁 堀 周辺 


央 選 し た 素材 
を 使用 し た こ だ 。 
= 調 わり の 出 沖 ほ 、 最 
| 後 ま で 飲み 千 せ 

る ほど 後味 スッ 

キリ 。 食 後に や さ 
し い 味 の お は ぎ 


ちか ら 


「 い らっし ゃ いま せ !」 と 元気 な 声 が 
店 内 に 響く 。 広 島 で 知ら な い 人 は いな 
い 、 地 元 に 愛さ れ て いる うど ん と 和 梨 
子 チ ェ ー ン の 本 店 。 歴史 は 古く 、 平 成 
27 年 で 創業 80 年 を 迎え る 。 出汁 も 麺 
も 材料 に こだわ り 、 創 業 か ら 一 綱 し て 
「 ほ ん も の の 味 ] を 提供 し 続け て いる 。 
昔ながら の 広島 の 味 を 楽し ん で 。 
広島 電 角 町 電信 徒歩 1 分 。10 時 一 21 


時 、 不 定休 。 広島 市 中 区 鉄砲 町 9-5 
合 082・221・7118 


江戸 時 代 の 居 小屋 を 
イメ ー ジ 。 ゆっ た り し た 
ソフ ァ シ ー ト は 地元 の 
家具 職人 の 手作り 。 カウ 
ンタ ー 席 や 量 席 も ある 。 

映画 関連 の 図書 や ポス 
ター、 実際 に 使用 し た 台 
本 な ど 数 多く 展示 され 
て いる 。3.1950 年 代 の 
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八丁 座 


は ちょう 
広島 県 が 誇る 唯一 無 二 の 映画 館 。 シネ コン の 影響 で 街なか 
の 映画 館 が な く な っ て いく な か 、 何 と か 残し た いと いう 思 
いで 開館 。 映画 を 愛す る スタ ッ フ が 映像 、 音響 に も こだわ 
り 、 最高 の 環境 が 整っ て いる 。 映画 図書 館 は 、 映画 関連 の 
貴重 な 資料 が 展示 され 、 映 画 好き に は た ま ら な い 。 

広島 電鉄 作柄 電 停 徒歩 す で 。10 時 レイ トシ ョ ー 上 映 終了 ま 
で (映画 図 午 飲 は 11 時 一 17 時 、 入館 料 200 円 )、 舞 休 。 広島 市 中 区 


胡町 6-26 福 請 八 丁 堀本 店 8F 
人 な 082-546・115B 


ここ を 知っ て いた ら 広 島 ツ ウ ! 


メイ ン 通 りか ら 路地 に 入っ て みる と 、 広 島 の ディ ー プ な 味 が そこ に ある 。 


すき 焼き は 、 特 上 ロー ス で 
1 人 前 2900 円 。 精肉 店 直営 
で 、 肉 屋 と 食堂 が 隣り 合わ 
せ に ある 。「 ま す ゐ ] の 肉 を 
県 外 の 人 に 贈る 人 も 多い 。 


長年 広島 人 に 支持 され て きた 肉 の 名 店 
肉 の ます ゐ 


平成 27 年 に 創業 60 年 を 迎え る 、 す き 焼 き と 洋食 の 老舗 。 店 主 が 試行 錯誤 し 
何 十 年 も か け て た どり 着い た 割り 下 は 、 愛 され 続け る 「 ま す ゐ 」 の すき 焼 
き を 支え る 味 。3000 円 以下 と いう 安さ も 魅力 。 洋 食 メ ニュ ー も ボリ ュー ム 
満点 。350 円 の サー ビス トン カツ は 広島 の 働き マン た ち を 支え る ! 

信広 島 電鉄 八丁 堀 電 停 徒歩 3 分 。 レ スト ラン は 11 時 一 20 時 45 分 (2 階 は 21 時 )・ 精 


肉 店 は 8 時 一 19 時 30 分 、 水 ・ 第 2 火 休 。 広 島 市 中 区 八丁 堀 14-12 
全 082・227・2983 


ラー メン と 半 チ ャ ン セ ッ ト 


850 円 は ポ 
0 と 


満点 で 


知る 人 ぞ 知 る 、 老 舘 ラ ー メ ン 店 
上 海 総 本 店 

て (Bm を て 
お 店 の 周辺 に 広がる 肝 骨 の 匂い が た ま ら な い 、60 年 以上 の 歴史 を も つ 老 拓 
ラー メン 店 。 スー プ も タレ も 休む こと な く 毎日 火 を 通し 、 創業 以来 継ぎ 足 
し て きた 。 豚 骨 ペー ス だ が 、 見 た 目 より あっ さり 。 醤油 ダレ が し っ か り 楽 み 
込ん だ 自家 製 チャ ーシュ ー も 味わっ て ほし い 。 
人 広島 電鉄 女学院 前 電 停 徒歩 3 分 。10 時 30 分 一 21 時 ( 土 は ー19 時 )、 日 ・ 祝 休 。 広 島 


市 中 区 八丁 堀 4-14 
全 082・221・0537 


地元 民 に 愛さ れる 
八 堀 グ ル メ | 


1 

| 

1 八丁 堀 に は 、 訓 く か ら 広 
| 生活 する 人 を 支え 、 愛 され 続け て いる “老舗 "が 数 多く ある 。 
| 

| 


鳥 で 働く 人 、 


や わら か い ス テー キ と パス 
タ 1340 円 の 相性 は 抜群 1 
その 日 の 朝 収穫 する と いう 
自家 栽培 の 野菜 は 新鮮 その 
も の 。 ヘル スジ ュー ス は 、 食 
後 だ と 500 円 。 


人 も メニ ュー も 魅力 的 な 洋食 店 
Cupid 

で 
45 年 前 に た サ ラダ ショ ッ プ と し て スタ ー ト し 、 当 時 東京 か ら 取材 が 来る ほど ブー 
ム を 巻き 起こ し た 、 知る 人 ぞ 知 る 名 店 。 ス テー キ は 柔らか く 絶品 ! 食後 は 無 
農薬 ・ 有 機 栽 培 の ケー ル を 使っ た ヘル スジ ュー ス 600 円 を 。 カ ウン ター の み 
で 、 店 内 は レト ロ な 喫茶 店 の よう 。 パワ フル な 店 主 2 人 と の 会 話 も 楽し ん で 。 
人 広島 電鉄 八丁 堀 電 停 徒歩 3 分 。11 時 一 14 時 30 分 LO、 土 ・ 日 ・ 祝 休 。 


広島 市 中 区 八丁 堀 13.9 
全 082・228・2944 


昔 か ら 変 わら な い 家 庭 の 味 。 広 島 の 老 千 大 衆 食堂 


みよ し 食堂 


し ょ くど う 
創業 54 年 。 の れん を くぐる と エプロ ン 姿 の お 母さん が 迎え て くれ る 。 お す 
すめ は 550 円 の サー ビス か つつ 丼 と 、 刺 し 身 や ラー メン な どの メイ ン に 、 ご 
飯 ・ 味 噌 汁 ・ 漬 物 、 さ ら に 小鉢 が 2 つ 付い て 750 円 の 定食 。「 日 本 に ひと つ 
じゃ ! 」 と 店 主 自信 の だ し 巻き 玉子 は 絶品 な の で ぜひ 食べ て みて 。 


全 広 島 電鉄 立町 電 何 徒歩 3 分 。10 時 一 20 時 30 分 、 無 休 。 広 島 市 中 区 立町 1-12. 
会 082-247-9990 
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広島 きん ぽ 一 八丁 堀 周辺 


た 目 も 味 も オリ 
リティ あふ れる 。 議 いい 
oe 


街 の 顔 を 大 切 に 


1. う な 重 3080 円 は 、 炊 き 
た て の ご 飯 と 秘伝 の タレ 


@ 
本 開放 感 あふ れる 
@ 水辺 の オー プン カフ ェ 

広島 駅 と 市 内 中 心 部 の 間 を 流れ る 京橋 川 。7 つ 

テイ デア が 光る 、 の 個性 豊か な オー プン カフ ェ が 並び 、 街 な か で 

な ケー キ 川 風 を 感じ な が ら 、 こ だ わり の 料理 が 楽し め る 。 

開放 感 の ある 水辺 の 空間 は 気持 ちよ く 、 平 日 で 

MUSIMPANEN も 女性 客 を 中 心 に に ぎわ う 。 夜 は ライ ト ア ッ プ さ 
スッ シタ 3 ン 


れ 、 昼 問 と は 違う 大 人 な 夫 囲 
気 に 。 水上 を 走る 座 木 タク シ 
ー で 行く の も お すす め 。 


「 常 に 同じ も の は 作ら な い 」 と い 
う 店 主 の 川本 さん 、 通 称 “ムッ 
チム "さん の 作る ケー キ は 、 ま 
る で ひと つの アー ト 。 音楽 や 写 
真 な ど イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 受 
けた も の か ら " 妄 想 "を 働か せ て 
作る の が ムッ チム 流 。「 ル ー ジ ュ 
ッ ク 」 な ど 、 ケ ー キ の 名 前 
注目 し て みて 。 ど れ も 絶 品 。 
鳥 電鉄 銀山 町 電 停 徒歩 5 分 。10 


20 時 (カフ ェ は 一 19 時 30 分 
火 休 。 広 島 市 中 区 銀山 町 1-16 


Ristorante Fontana( リ スト ラン テ フォ ンタ ナ ) 
43( キ ャ ラン トト ロワ ) 

Ocafe( オ ー カ フェ ) 
MUSIMPANEN( ム ッ シ ム パネ ン )※ 左 記事 参照 
オイ スタ ー コ ンク ラー ベ 牡 基 亭 cafe 
Cafe REAGLO (カフ ェ レガ ロ ) 

ティ ー ガ ー デ ン Pul-Pul( プ ルプ ル ) 


LO) 
合 082-246・0399 


L】 
へ 】 

それ ぞ れ の 個性 で 表現 

人 
@ 
[ 】 

素材 の お いし さ を 、 九 感 使 っ て 味わっ て 
柳橋 こ だ に @ 
weW 
広 人 で うな ぎ と いえ ば と と を 挙げ る 人 あい 、 人 57 年 
の 老 鐘 産地 直送 の 新鮮 な ウナ ギ に スト レズ を 与え な いよ 
うさ ば き 、 先 代 か ら 続く 秘伝 の タレ で 焼き 上 る , 
京 反 川 を 眺め な が ら 、 う な ぎの 肝 し ょ う ゆ 焼 で 
の も いい 。 す っ ぱん 料理 や 、 冬 は カキ 料理 も お すす 
人 広島 電鉄 銀山 町 電 停 徒歩 3 分 。11 時 30 分 一 14 時 ・17 時 一 20 


時 30 分 LO (持ち 帰り は 10 時 一 20 時 30 分 )、 日 ・ 祝 休 (7 月 第 
日 曜 一 7 月 末 は 無休 )。 広 島 市 中 区 銀山 町 1-1 


フル ー ツ の パ 
ン ケ ー キ ドリ 
ンク セッ ト 

1280 円 。 


が 絶妙 。2 店 主 の 小谷 さん 。 谷 082・246・7201 L】 
再 
人 本 短 前 | | 1 較 絶 時 へ 
上 海 総 本 店 ラ 
] * 納 景 固 | 
京 口 門 公 園 p 
圭 電 中 ・ 広 島 県 立 美術 人 
| 株 福屋 食品 館 FRED・ 
P44 ュー 占 > 
JAZZFIVE Pze 広島 で フル ー 彩 と いえ ば 、 
も み じ 銀 行 g + 計 「 タ マル 」 人 @ 
dc まっ Pe Fruit Cafe TA MARU 
* 胡 桃屋 P31 上 いり 
上 和 町 公園 広島 の 専門 店 の カフ ェ 。 名 の フル ー ツ 
八丁 堀 局 〒 ちか ら * を ふん だ ん に 使っ た パフ ェ や パン ケー キ 、 
oue 妖 は クレ ー プ な ど メニ ュー は 豊 宣 。 テ イ 偽 ア ウ 
| = ト の フレ ッシュ ジュ ー ス は 100 円 引き 秋 店 
三菱 UF、 信 託 ーーー デ ンー 頭 で は フル ー ツ の 販売 も ある の で 、 お み 
ラン / 一 旨 困 し っ]1 LM げに も お すす め 。 歩き 療 れ た ら 、 お いし い 
立町 人 pe ハ 了 ae 5 剛昌 hl 天 四 果物 で ほっ と ひと 息 つき まし ょ 。 
LABI 三 { 介 広 島 電 鉄 立町 電 停 徒歩 3 分 。 10 時 一 22 時 、 無 
人 は 休 。 広島 市 中 区 本 通 1-27 
| 会 082・249・8246 
に Fruit Cafe TAMARU 
めい _ se 
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広島 さんぽ 一 流川 ・ 薬 研 堀 通り 周辺 


仕事 後 や 観光 途中 に 
街なか で 天然 湯 を 満喫 


お ん ど お ん せん 
昭和 34 年 開業 。 繁 華 街 に あり 
な が ら 、 天 然 温泉 を 低 価格 で 楽 
し め る こと か ら 長 年 愛さ れ 続 
け て いる 。 泉 質 は ナトリウム 塩 
化物 泉 。 筋 肉 痛 や 疲労 回 復 の 効 


温泉 内 に は 薬湯 や 
サウ ナ も 。 よ く 体 が 
温まる と 評判 の 風 
呂 で の ん びり と 。 


や 観光 の 合間 に 体 を 休 

深夜 まで 営業 し て ポ 

イン ト 高 し 。 邊 

広島 電 角 町 電信 委 6 分 。13 

時 一 末 1 肝 、 第 2 4 昌信 浴 科 
円 広島 市 中 区 田中 町 6.3 


に に 2 @ 


深 


。 課 計 澤 全 で 本 当 当 史生 WE 。 マ さ キ SN きき 人 々 秦 


cin さき 誤 み 三 吉政 評 wo 壁 瑞 桂 1 図 選 ・ 廿 
の 人 本 oe 古 あ と ら へ 思しき 記 装 S 半 GRrrW 叶 


プッ 
三 
ーーー マ 
「 
と 史 ざ 民 


四 
川 8 
2 
27 生 : 
ゃ デ 人 


三 


\ さ 


)82・244・4126 
@ 
の 
人 の 
【 】 @ 
枯 @ 
パパ メメ ィ ァ ィ 7 の ん メタ 々 2 の タメ e 
@ @ の 
B ・ @ 
ア ィ と 銀 の 2 ケプラー グッ 7 2 人 
@ @ 
KN @ 
プ 72 あみ の 
@ 
@ 
人 
@ 川 で と らく ち そ す 城 戸 
通 に の 遊 " 並 の る の 時 
り ぎ 下 興 居 び 通 " 城 代 
の わ ' 施 酒 今 り 運 下 に 
東 い 平 設 恒 の を 河 町 造 年 
側 を 日 まや 形 串 が へ ら 正 和俊 
を 見 休 で パ へ 必 埋 た れ 法 目 較 
並 せ 日 "1 進 こ に ゅ め 流 た 串 < 
行 て 問 財 な 化 た 立 れ 親 9 
し お も だ ど ま て る 景 通 さ 
て る ずく の 発 く 層 彫り 
ン 走 * 多 炊 飲 展 の 河 か 名 
か つて の リ る を そく て 食し 店 た に ら は 
40 軒 近く も あっ た 写真 作 = 京屋 人 店 代 9 の 上 固 す 後 軸 人 年 
広島 仏壇 の プラ ンド 通り 了 
仏 だ ん 通り 開い で 素 素 この て 画 で か の 
8 研 る 夜 し すり 夜 地 を ` つ 
流川 と 薬研 電通 り に 挟ま れ た あたり の 上 西国 衝 道 散 鬼 か の な る ア に 名 指 そ えて っ 
江戸 時 代 、 公 具 職 人 が 集まっ て 商人 の 街 か ら 職 人 委 つ の に に こ 店 は 普 上 す の / 訂 の 
の 街 へ と 姿 を 変え 、 明 治 ・ 大 正 に は 40 電 近く の すま る こう う 導 え 電 
仏具 店 や 関連 業種 が 軒 を 連ね た 。 戦後 、「 広 島 仏 み の に いで いれ む た 蜂 らい を 街 
増 」 と し て 全国 に その 名 を 轟かせ 、 一 帯 を ^ 仏 だ て 違 静 へき デ た に こ “に 寺 面 が 
ん 通り " と 呼ぶ よう に 。 現在 営業 する 7 店 舗 が 活 らら る お る 1 人 も ます 芝 人 を 更 
性 人 委員 会 を 結成 し 、 六 活動 に 取り 組ん で いる 。 楽 返 た 母 プ や で に 知 い 蜂 旨 
で 広島 電鉄 銀山 町 信 徒歩 3 分 。 広 島 市 中 区 電 川 町 1-14 し る め 間 な 朝 き 深 前 る の 衛 
合 082.241・4110( 広 島 仏 だ ん 通り 活性 人 委員 会 事務 選 ) み 流 込 は 広まる 〈 計 が 堀 ひ 5 
な 川 ん ま 島 で こ 広 転 の と お 
が ・ で る を 営 の 人 農 じ 断つ > 
人 
25 


溢 葛 いさ ざさ ヶ rr | 
・ 革 癌 
@ 
人 
* プ 
@ 


創業 昭和 29 年 、 現 店 主 は 三代 目 。 
イン パク ト の ある 看板 は 初代 店 


い w。 主 を モチ ー フ に 。 


自然 食品 に こだわ り 、 本 場 の 家庭 の 味 を 再現 


て ん し ん 
化学 調味 料 を 一 切 使 わな い 、 体 に や さ し い 中 国家 庭 料 理 を 提供 する 。 看板 
メニ ュー の 餃子 510 円 は 、 懐 か し い 味 わい の 焼き 餃子 、 プ リプ リ 食 感 と シ 
ョ ウ ガ が 風味 が クセ に な る 水 餃子 の 2 種類 。 ほ か 、 卵 と 野菜 を 炒め た ムー シ 
ェ イ ロウ 920 円 、 天 津 ミ ソ 豚 610 円 も 根強い 人 気 が ある 。 

介 広 島 電鉄 胡町 電 停 徒歩 5 分 。17 時 一 23 時 、 日 (月 が 祝 の 場合 は 翌 ) 休 。 広島 市 中 


昭和 8 年 (1933) の コッ ク と 
ビー ル サ ー バ ー を 復活 。 


洋 潮 陣 


5 ーー 


疲れ 吹き 飛び 革 笑顔 咲く 。 


と 一 
ン 


り 


区 流川 町 3-5 
容 082・241・7084 


バッ ハ の 調べ と と も に 
感動 覚え る 至福 の 1 杯 
モ シ ク 

934 年 の 歴史 を 感じ させ る 店 内 で 、 
バッ ハ の 旋律 を 耳 に し な が ら 自 
家 千 前 コー ヒー を 味わえ る 。 常時 
80 品 目 以上 の 豆 を そろ え 、 注 文 
ご と に ネル ドリ ッ プ で 丁寧 に 抽 
出 。 果物 の よう な 甘酸っぱ さ が 印 
象 的 な エチ オビ ピア ・ イ ル ガ チ ェ フ 
750 円 な ど 、 今 まで の 概念 を 覆す 
感動 の 1 杯 に 出合 える 。 


人 $ 広 島 電 鉄 胡町 電 停 徒歩 7 分 。16 時 一 
翌 1 時 (日 は 15 時 一 22 時 ) 、 無 休 。 広 


小倉 シュ ー は 食べ 歩き に 
も 。 


博識 な マス ター と の 会 
話 も 楽し み の ひ と つ 。 


や さ し い 甘み の 和菓子 を 
みや げ や 飲ん だ 後 の 締め に 
御 菓子 処 山川 

に やま な 
繁華 街 の 外れ に 倍 み 、 夜 遅く 詩 で 開い 
て いる 和菓子 店 と し て 知ら れる 。 体 に 
や さ し い 素材 と 控 即 め な 甘 さ が うれ し 
い 。 看板 商品 の 素 まん じゅ う 115 円 の 
ほか 馬 ジ ャ ン ボ シュ ー ク リー ム も 隠れ 
た 名 物 。6 種 類 あ る 中 で も 、 和 菓子 店 
な ら で は の 粒 餌 入り 小倉 シュ ー180 円 
は 特に 支持 され て いる 。 
信広 島 電鉄 胡町 電 停 徒歩 8 分 。9 時 一 23 時 、 


日 ・ 月 休 。 広 島 市 中 区 田中 町 6-17 
会 082-241-7418 


mw 因 正 さ 錠 議 つ ござ 計 人 


/ 聞 叶 立 コー 


明日 も 頑張 れる 1 杯 
ビー ルス タン ド 重 富 

四 お 3 
生ビール サー バー を 再現 し 、 本 来 の 旨 さ る 所 求 
る 。 メ ニュ ー は 5 種類 の 注ぎ 方 で 提供 され る 生 ビ 
ー ル 500 円 の み 。 その 注ぎ 方 に よっ て 味わい や 喉 
ご し 、 泡 の 滑ら か さ な ど が まっ た く 異 な る 。「 こ 
ん な に も お いし い ビー ル が あっ た の か ] と ひと ロ 
ご と に 店 動 が 増し 、 療 れ も 一 気 に 吹 き 飛 ぶ は ず 。 
信広 島 電 鉄 銀山 町 電 停 徒歩 3 分 。17 時 一 19 時 、 不 定休 。 


広島 市 中 区 銀山 町 10-12 
谷 082・244・4147 


野 葉 メニ ュー も 多い 
こと か ら 早 い 時 間 壮 
は ひと り 暮 らし の サ 
ラリ ー マ ン も 多い 。 


真心 込 も っ た 家庭 の 味 
飲ん だ 後 は カレ ー 汁 ! 

新 京 食堂 銀山 店 

いし 481 うし ょ て どう を ゃ を そん 

ー つ ひと つ 手 作り で 提供 する 、 昔 な が ら の 大 衆 食 堂 。 カ ウン 
ター 前 の 陳列 棚 に は サバ の 煮付け 370 円 や 玉子 焼き 390 円 、 
小鉢 280 円 一 な ど 、 毎 日 約 30 品 が 並ぶ 。 飲 ん だ 後 の 締 め に 
名 物 カレ ー 汁 260 円 や 味噌 汁 160 円 を 求め て 訪れ る 人 も 多 
く 、 店 内 は 深夜 まで に ぎわ っ て いる 。 

人 広島 電鉄 銀山 町 電 停 徒歩 3 分 。18 時 一 翌 2 時 30 分 ( 金 ・ 土 は 一 翌 3 


時 )、 日 ・ 月 ・ 祝 休 。 広 島 市 中 区 銀山 町 13-12 
合 082-245・0728 
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情報 求め 立ち 寄り た い ア メリ カン な 隠れ 家 
Bar AM 

2 
アッ ト ホ ー ム に くつ ろ げ る 店 内 は 、 アメ リカ の 田舎 に ある 
バー を イメ ー ジ 。 ド リン ク は ビー ル 500 円 て や カク テル 
700 円 一 な ど 幅 広く そろ え 、 パリパリ 食 感 が クセ に な る ト 


店 内 に は 、 け ん 玉 


な どの お も ちゃ や ル テ ィ ヤ ビザ 700 円 も 好評 。 県 内 旅 が 好き な 店 主 川野 さ 
お 客 さ ん か ら の お ん に 、 お すす め グ ル メ や 観光 スポ ッ ト を 教え て も ら お う 。 
AT 広島 和久 町 電 人 徒歩 7 分 。20 時 30 分 一 翌 6 時 、 

月 休 。 広島 市 中 区 流川 町 8-27 2F 

人 082-249.6677 


幅 宇 は 3 名 か ら 。 お すす め の お で ん 6 本 、 茶飯 、 
00 分 飲み 放題 付き で 4860 円 の コー ス も 。 


鉄板 で 焼く ホッ ト ケ ー キ 
500 円 も お すす め 。 
旬 味 も おでん で 
40 名 まで 可能 な も ! 
権兵衛 @ 


甘 め の 白 味噌 出汁 と 、 昆布 と 鮭 の あっ さ リト さ mp ー ム な 空間 で 
5 電導 M の G 電 天 ち で ん es 世紀 以上 肢 く 味 を 、 デ ッ ト ホー ム な 宅間 で 


る 、 大 正 未 期 創業 の 老舗 。 春 は タケ ノコ 越 田 


や 山菜 、 夏 は トマ ト や ゴー ヤ 、 秋 は 研 ノ te 

コ や サツマ イモ 、 冬 は カキ ……。 常時 初代 彰 ば あちゃ ん の 魂 を 殆 け 継ぎ な が ら 、 三 代 に わた っ て 
種類 以上 が 100 円 か ら そ ろ い 、 や お ぎ 半 紅 紀 以 上 続く 店 。 地 元 食材 を は じ め と する 国産 食材 に こ 
(和牛 の 肺 ) 324 円 や カキ 540 円 な ど は 広 講 だ わっ た お 好み 焼き 780 円 は 、 約 15 分 か け て 丁寧 に 焼き 上 
島 な ら で は の 一 本 。 げ る 。 スタ ッ フ 同士 の 掛け 合い も 楽し く 、 待っ て いる 時 間 も 
CB 人 人 は め 69 1 は 17 時 っ あっ と いう 間 。 ゆ っ くり 過ごし た い 時 は 座敷 の ある 胡 店 も 。 
23 時 ・2 障 は 17 時 一 翌 2 時 (月 は 一 23 時) 、 日 ・ 多 広 島 電 鉄 銀山 町 電 停 徒歩 7 分 。18 時 一 翌 3 時 、 日 (月 が 祝 の 場合 
祝 休 。 広島 市 中 区 薬研 堀 1-23 【 】 は 日 営業 、 月 ) 休 。 広島 市 中 区 流川 町 8-30 

谷 082・241・0029 @ 谷 082・241・7508 


胡町 局 〒 もみじ 銀行 


テル パオ ロ 


| 
| 
ヴィ アイ ン 広 島 銀山 町 
ピー ルス タン ド 重富 一 
] 


井 半 次 
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四 


円 隆 寺 き ) | 
ボウ ル 国 際 9 1 


き 
生 
KS 6 
ば \ ふ 民 いく ざ 梁 党 台 


| 
硬 、 敵 音戸 温泉 * 

] 御 菓子 処 山川 中 オリ エン タル ホテ ル 広島 

| や 0 の som 


ぶ 嘩 へ 沙 加 


ジャ ズ フ ァ イ ブ 


JAZZFTVE 


ビギナー も 気軽 に ぜひ 
温か い ム ー ド 漂う 老舗 箱 1 


昭和 42 年 に オー プン し た 、R &B・ ソ ウル 
の 老舗 クラ ブ 。 広 島 の クラ ブシ ー ン を 長年 に 
わた っ て 支え 、 音 楽 フリ ー ク の 多く が ここ で 
音楽 の 楽し さ を 知り 、 軽 や か な ステ ッ プ を 学 
ん だ 、 まさ に 登竜門 的 存在 の 店 。 地下 へ と 続 
く 階 段 を 降り て 、 お 店 の 扉 を 開く と 、 今 も な 
お 、19701980 年 代 の ソウ ル や ディ スコ か 
ら 、 最新 ミュ ー ジ ッ ク ま で 、 ミ ラー ボー ル に 
映え る ファ ン キ ー な 音楽 が フロ ア に 鳴り 枚 
き 、 連 日 連夜 創業 時 か ら の な じみ 客 、 三 世代 


で 訪れ る ファ ミリ ー な ど 、 ア ッ ト ホ ー ム な 界 1. オ ー ナ ー は 、93 歳 に な っ た 今 も 現役 の 
囲 気 に 謗 われ て 幅広 い 客 届 で に ぎわ っ て い ブン 

ラン ンス ンク た J ウ 
る ッ ンク ラン メン 500 由 な ど フ ー ド 量 。 と は 多 に な い が 、 代 わり に 破 の D NA 
広島 電鉄 胡 町 電信 徒歩 5 分 、19 時 一 翌 2 時 ( 金 ・ 圭 を 受け 継い だ 孫 の 孝 介さ ん が D J と し て 

13 時 ) 、 日 ・ 月 体 (月 が 祝 の 場合 は 日 営 業 )。 チ 表 舞 台 に 立っ て いる 。 安藤 さん の 抜群 の 
ャ ー ジ 1000 円 。 広島 市 中 区 鉄砲 町 6-7 模 本 ビル B1 選曲 セン ス を 受け 継い だ 彼 の D 』 さ ば き 
人 な 082・221・5763 MAPP23 も 法 え わた る 。 


夜遊び さん ぽ は 、 
広島 普 楽 シー ン を 支え る 名 店 へ 


19701980 年 代 の ディ スコ サウ ンド に 、 ア ー ティ スト に よる ライ ブ の 生音 。 
数 々 の 音楽 家 を 備 出 し て きた 広島 の 街 だ か ら 、 夜 遊び に も や っ ぱり 音楽 は 欠か せな い 。 
毎夜 鳴 り 止む こと な く 才 き 続け て いる 音楽 に 合わ せ て 踊る も よし 、 聴 き 入 あみ も よし 。 

広島 の 夜長 を 良質 な 音楽 と と も に 。 


ライ ブ カ フ ェ ジャ イヴ 


IVE Cafe Jive 


演奏 者 の 熱気 を 眼前 に 
音 と 酒 に 酔い し れる 夜 


広島 の 繁華 街 ・ 流 川 の コア な 部 分 、 セ ント 
ラル ゲー ト の 一 画 。 ネオ ン が 灯る 時 間 帯 に 
な る と 、 耳 に 心地 よい 生音 が 聴こえ て く 
る 。 著名 な メジ ャ ー ア ー テ ィ ス ト か ら 広 島 
の ミュ ー ジ シャ ン ま で 、 多彩 な ジャ ン ル の 
音楽 ライ ブ を アル コー ル と と も に 楽し め 
る の が 『LIVE Cafe Jive」。 生音 の 質 を 生 
か す た め に 店 内 の ほとん ど に 木材 を 使用 
し 、 ス テー ジ と 客席 の 間 に も 敷居 が な く 、 
演奏 者 と の 距離 が 近い の が 特徴 。 数 々 の ミ 
ュー ジ シ ャ ン を 墓 出 し た 広島 音楽 シー ン 
の 神 財 を 垣間見 る こと が で きる 。 ピザ 700 
円 など 軽 食 も 充実 し 、 ラ イブ が な い 日 は 
ラン ャ ン 。 レ イー 。。。 パー と し て ノー チャ ー ジ で 利用 可能 だ 。 

ー ウ ッ ド の 上 綱 克 彦 さん 。 ラ 広島 電鉄 胡 町 電 停 徒歩 5 分 、18 時 一 型 2 時 (日 ・ 


イブ 演奏 が な い 日 は 、 上 綱 さ 操 は 一 24 時 )※ ラ イブ 開催 日 は プロ グラ ム に より 
ん 自身 の 弾き 語り を 楽し め る 異な る 、 不 定 体 。 広 島 市 中 区 薬研 堀 2-13 
チャ ンス が ある か も 。 合 082・246・2949 MAPPP27 
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の こん びり 、 チ ンチ ン 電 車 で さん ぼ ぽ ) 


広島 市 内 を 走る 広島 電鉄 の 路面 電車 は 、 様 々 な 形式 の 車両 が 運行 され て いる の が 特徴 。 姿 が 違う 電車 を 眺め る だ け 
で 、 な ぜ か 心 が ワ クワ ク す る 。 広島 の 地元 民 で も その 全貌 を 知る 人 は 少な い 、 全 種類 の 電車 を 一 堂 に 集め て みた 。 


広島 電鉄 路面 電車 


Collection 


100 形 200 形 (ドイ ツ ・ ハ ノー バー 市 か ら 寄 賠 ) 350 形 


750 形 ( 旧 大 阪 市電) 


還 5D 記 = 
っ 放 Ua 
ーー 各 


> RW 


3800 形 


5000 形 グ リー ン ム ー バ パー 5100 形 グリ ー ン ムー パー マッ クス 1000 形 1002 号 PICCOLA 
(ドイ ツ ・ シ ー メ ンス 社 製 ) (1000 形 / グ リー ン ム ー バ ーLEX/ 
1000 形 1001 号 /PICCOLO) 


癌 


〇 市 内 の お すす め 
5 大 撮影 スポ ッ ト 


計 深 衛 ひ Q ペ N エ ー ツ き 


進 車 代 き 全 2 

行 鉄 両 に よ 国 両 

! 道 $ 合 き 『 

フ 導 わ 電 の 中 

ET ァ 入 せ 車 車 面 

市 内 線 均一 運 人 ン さ た は 両 電 

| 16o 由 の れ ざ も ゃ 数 事 

| ( 折 島 線 乗 り 切り 110 円 ) 人 て 

| 1 上 600 円 ちる フ ん 5 て 

い 会 082・242・0022 0 な は 
握 山 町 上 道 括 に ニニ ニニ ニー ニー 写 1 現 古 人 ス 
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広島 風 お 好み 焼き と は ? 


と rm 羽 当 悦 


し 
# 
# 


さき さ 


吉 交 TeW 交 ペー ヾ 宮 


N 。w 


ひら の 

看板 メニ ュー は 、 オ リ ジ ナ ル の そ 
ば ライ ス 。 近隣 に 学校 が あり 「 部 
活 帰り の 学生 さん が お 腹 い っ ぱ 
い に な る よう に 」 と お 好み 焼き の 
中 に ご 飯 を 入れ た の が 始ま り 。 通 
常 よ り 2 倍 以上 の 厚み が ある 特注 
肉 を 4 枚 も 使用 し 、 男 性 で も 満腹 
に な る こと 必至 。 トッピング は ス 
ジコ ン 100 円 が 人 気 

JR 山陽 本 線 ・ 芸 備 線 広 島 駅 南口 か ら 
広島 パス 「 県 病院 ・ 県 立 広 島 大 学 ] 方 
面 行き 約 12 分 の 「 皆 実 町 4 丁目 下車 
1 分 。11 時 一 15 時 ・17 時 一 20 時 30 
分 、 月 休 。 広島 市 南 区 皆実 町 4-24-12 
人 で 082・252・6116 


ペ ズ 
薬研 堀 の 名 店 「 八 澤 」 で 修業 し 
た 、 グ アテ マラ 人 の 陽気 な ご 主人 
が 腕 を 振る う 。 外 は カリ ッ 、 中 は 
ふっ くら な お 好み 焼き は 、 オニ オ 
ン パ ウ ダ ー で 味 に 深み と 甘み を プ 
ラス 。 南米 の 唐辛子 、 ハ ラペ ー ニ 
ョ 110 円 の トッ ピン グ も ここ な ら 
で は 。 ほか に 、 チ リ シ チ ュー450 
円 な ど ラテ ン 料 理 も 堪能 で きる 
JR 山陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 駅 南口 徒歩 
5 分 。16 時 30 分 一 23 時 ( 火 ・ 金 は 11 
時 30 分 14 時 も 営業 )、 土 ・ 日 休 。 広 
島 市 西区 楠木 町 1-7-13 
容 082・232・5277 


放 

キャ ベツ を どっ さり 使っ た 、 食べ 
応え 抜群 の ボリ ュー ム 感 が 自慢 
麺 に 下味 を 付け 2 時 間 寝 か すこ と 
で 味 を 浸透 させ て いる 。 さら に 上 
か ら た っ ぷり か ける ガー リッ ク 
パウ ダー が 、 何 度 も 食べ た く な る 
味 に 。 ネギ の 無料 トッ ピン グ も う 
れ し い 。 燃 が 半量 の レデ ィ ー ス サ 
イズ 500 円 も あり 

JR 山陽 本 線 ・ 芸 備 線 広島 駅 南口 か ら 
広島 電鉄 バス 「 向 洋 新町 車庫 」 行き 約 
10 分 の 「 東 雲 2 丁目 」 下車 6 分 。10 
時 一 14 時 30 分 ・17 時 一 19 時 30 分 、 
月 休 。 広 島 市 南 区 東雲 本 町 2-9-26 
合 082・281・0536 


| p ベ | を ば 内 780 有 


オタ フク ソー ス 
生 疾 


天 か す 、 氏 節 、 オ ニオ ン バ パウ ダ 


キャ ペ ツ 、 モ ヤシ 、 セ ロリ (少量 )、 卵 、 胡 肉 、 


お 好み 焼き シン グル 生 卵 トッ ピン グ 730 円 


ミツ ワ ソ ー ス 


焼き そば 用 麺 ・ 医 し 類 
キャ ベツ 、 モ ヤシ 、 卵 、 礎 肉 、 天 か す 、 ガ ー リ ッ ク バ ウ ダ ー | 


モヤ シ 、 ネ ギ 、 豚 肉 、 天 か す 


オタ フク ソー ス を 数 種 ブ プレ ンド 
中 華 麺 ・ 生 舌 


キャ ペ ツ 、 モ ヤシ 、 胡 肉 、 天 か す 、 ネ ギ ( 希 望 の 方 )、 チ ー ズ 


ドー 
RS 


ジ ナ ルソー ス 
オリ ジ ナ ル 中 華 類 
キャ ペ ツ 、 モ ヤシ 、 豚 肉 、 天 か す 、 ネ ギ 
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元祖 へ ん くつ や 


創業 より 67 年 と いう 歴史 を も つ 、 
広島 の 老舗 お 好み 焼き 屋 。 パリ ッ 
と 焼き 上 げた 生地 に キャ ベツ 、 モ 
ヤシ 、 特 注 の 麺 を 合わ せ 、 仕 上 げ 
に オリ ジ ナ ルソー ス 。 脈々 と 受け 
継が れ て きた 昔 か ら 変 わら な い 
懐か し い 味わい は 、 観光 客 の みな 
ら ず 地元 民 か ら も 愛さ れ て いる 。 
の れん 分 け の 店 も 多く 、 海 外 に も 。 
広島 電鉄 作 丁 堀 電信 徒歩 5 分 。11 時 
ー 翌 2 時 30 分 、 無 休 。 広島 市 中 区 新 天 
地 2-12 西 豊 ビル 1F 
合 082・242・8918 


貴家 。 
た か 

名 高い 「 み っ ちゃ ん 総 本 店 」 で 15 
年 修業 し た 店 主 が 1 枚 ず つ 丁 寧 に 
焼き 上 げ る 。 有機 野菜 を た っ ぷり 
使っ た 秘伝 ソー ス 、 数 十 種類 の 粉 
を ブレ ンド し た 生地 、 季 節 ど と に 
産地 を 厳選 する キャ ペ ベツ 。 野 葉 の 
旨味 を 逃さ な いよ う 、 蒸し な が ら 
ふっ くら と 焼き 上 げ る の が 特徴 
だ 。 夜 は 鉄板 メニ ュー も 充実 。 


広島 電鉄 中 電 前 電 停 徒歩 7 分 。11 時 
30 分 一 14 時 40 分 LO・17 時 一 23 時 LO、 
火 ・ 第 1 月 休 ( 祝 の 場合 は 営業 )。 広島 
市 中 区 富士 見 町 5-11 
谷 082・242-1717 


オリ ジ ナ ルソー ス 
生類 


キャ ペ ツ 、 モ ヤシ 、 卵 、 豚 肉 、 カ ツ オ 、 天 か す 、 ネ ギ 、 イ カ 、 エ ビ ピ 


胡桃 屋 


て る みや 
こだわ り は 高め の 鉄板 の 温度 。 具 
材 へ の 火 の 通り を 均一 に し 、 キ ャ 
バツ や 玉子 は フワ ッ と 、 そば は バ パ 
リッ と 焼き 上 げ る 。 ふっ くら と し 
た 口当たり と 、 最大 限 引き 出さ れ 
た キャ ベツ の 甘み に 、 惚れ 込む リ 
ビー ター 多数 。 風味 豊か な 自家 製 
無 農薬 ネギ も 食 感 の アク セン ト 
に 。 満 席 の と き は 近隣 の 2 号 店 へ 。 

広島 電鉄 立町 電 人 徒歩 3 分 。1 1 時 一 
14 時 30 分 ・17 時 一 21 時 、 日 休 。 広 


島 市 中 区 八丁 堀 9-5 山本 ビル 2F 
合 082-228-5915 


ほっ ご 
「 愛 情 を 込め 、 毎 日 食べ て も 飽き 
な い 味 を 」 と 大 将 。 キャ ベツ は 水 
分 量 や 糖度 に より 季節 ご と に 変え 、 
卵 は ビタ ミン E た っ ぷり の 地 鶏 
卵 を 使用 し て いる 。 塩分 の 配合 を 
変え た オリ ジ ナ ルソー ス な ど 、 工 
夫 と 真心 が 満載 の 1 枚 は 必 食 だ 。 
塩 の 代わ り に と ろう 昆布 を 使用 し 
た ネギ 焼き も お すす め 。 

広島 電鉄 銀山 町 電 停 徒歩 7 分 。17 時 
30 分 一 翌 1 時 (日 ・ 祝 は 一 24 時 )、 不 


定休 。 広 島 市 中 区 薬研 堀 5-18 
合 082-242・4330. 


八 統 


所 球 諾 混 ^ 鶴 " 中宮 紀 早 三 …… e 

加 《③ く っ ロ も 人 で" 持 弄 り 守 で So 宗 " 
り G 思 演 半 つっ つっ の 維 己 称 麹 生 りら 
人 拉 還 写 や の 天 倍 7 遇 寺 

半 き て SNR evetv 思 GS 呈 有 理 em 
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ey 、 提 生 へ 
>ー 二 < 
4 ご 人 閥 くき K 玉 ・ ヽ 
回 、。、 1 ト す NN 


ビ 
人 


/ z 7 


nhK ら mm 送 押 

4 Sm き 計 し を 
Eh すっ 8 

ん せ ト | 器 て 1 
ミホ よ 天 ささ 

ん 還 S ト SSiS 
ん 吉 さ ト 委 トト っ 
4 9 補 と て 科 科 お 
7 き 本 た ます を 
X 0 る 臣 < 拓 ド 紅 で 
) ト 5 正 2- 層 
る 人 晶 

人 人 民 り 怠 導 


32 


広島 きん ぼ 一 紙屋 町 周辺 


歴史 を 


ES 


か き 舟 ひろ し ま 


平和 大 通り か ら 少 し 離れ た 場所 に 位 
置 し 、 車 の 騒 々 し さも な く ゆ っ た り と 
し た ロケ ーション で 、 カ キ 料 理 が 味 わ 
える 。 カキ は 鮮度 が 命 。 その 日 に 水 揚 
げ し た 新鮮 な カキ を 一 年 中 提供 。 地 
元 広島 産 の 殻 付き カキ は 、 中 身 が 大 き 
く デ プリ プリ 。 昼 は お 手頃 な 定食 を 、 そ 
し て 夜 は カキ 三昧 の コー ス を どう ぞ 。 

広島 電鉄 中 電 前 電 停 徒歩 5 分 。11 時 30 
分 ご 13 時 40 分 LO・17 時 一 21 時 LO、 日 


休 。 広 島 市 中 区 中 島町 4 番 先 
合 082・243・0754. 


ツバ イ G 線 


ジー せん 
どこ が 懐か し さ を 感じ る レト ロ な 純 喫 茶 。 
40 年 続く この 店 は 昔 か ら 変わ ら ず 、 常 連 
さん も 多い 。 コ ー ヒ ー は 昔ながら の サイ フ 
ォ ン で 1 林寺 可 丁 寧 に 湾 れ て くれ る 。 話 好 
き な 店 長 と カウ ンタ ー で 話す の も 楽し い 。 
街 の 喧騒 か ら 難 れ て 、"G 線 " で ゆっ くり 
と し て みて は 。 

広島 電鉄 底 屋 町 丁 電 停 徒歩 2 分 。 7 時 一 22 時 30 
分 LO( 日 ・ 祝 は 一 21 時 30 分 LO) 、 無 休 。 広 島 市 


中 区 大 手 町 1-4-30( エ 庄 * オン 裏 ) 
会 082・247・3410 
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じ 、 時 代 と と も ( 


コー ス 6200 円 一 。 カ キ の 楽し み 方 も 


、 小 さ な 子 ども が いて も 安心 


か みや ちょ 
広島 の 中 心地 . 


8 介 倍 ・ 抵 屋 町 東電 停 ・ 本 通電 
人 古く 凍 11 叶 一 21 時 (日 ・ 祝 は 10 時 20 
時 ) 西 通り グル メス トリ ー ト は 11 時 一 22 時 、 無 
暫 請 休 間 広 人 市 中 区 基 困 地下街 100 
人 で 082.546.3111 


テニ -。 っ 6 
ジ Me'E 広島 に 来 た ら 小 鯛 
ビン の を に 対生 0 入 上 移さ れる 「 広 人 は 外せ な い ! 新鮮 
(、 sh いこ, お 好み パス タ ]880 円 。「G な 小 鮨 の 刺し 身 486 
< 5 ウシ 線 ] の スパ ゲッ ティ は 食 円 と 日 本 酒 は 最高 。 
ーー 感 が 品 う ! 普通 の アル 店 主 の 趣味 で 集め 
デン テ だ と 思う べから ず 。 た と いう 昭和 レト ロ 

な 牙 板 に も : 


広島 酒 知 童子 


ひろ し まし ゅ て ん どう じ 
小 鱗 の 刺し 身 、 穴 子 の 一 夜 干し 、 カ キ 料 理 な ど 、 こ こ に 来れ ば 
四季 折々 の 瀬戸 内 の 料理 が リー ズ ナ ブル な 価格 で 味わえ る 。 お 
酒 も 豊富 で 、 焼 酎 は 約 250 種 、 日本酒 は 定番 か ら 限 定 酒 まで 60 
種 近 く あ る 。 中 で も 、 数 ある 地酒 の 中 か ら 店 主 が 厳選 し た 日 本 
酒 と と も に 、 広 島 の 味 を 堪能 し て ほし い 。 

広島 電鉄 紙屋 町 西 電 停 徒歩 3 分 。11 時 30 分 一 14 時 ・17 時 一 24 時 、 日 


( 祝 の 場合 は 翌 ) 休 。 広 島 市 中 区 大 手 町 1-4-25( エ ディ オン 裏 ) 
合 082・247・9300 


王女 坂 o 達 うこ 
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L 】 
広島 で 人 気 の 攻 タリ アン “マリ オ " 
リス トラ シン テマ リオ 


昼 は 8 種類 か ら 選 べ る パス タラ ンチ 1580 円 
が 人 気 。 生 パ スタ や フォ カッ チャ な ど は お 店 

で 毎 目 作 られ る 。 瀬 戸 内 の 魚や 一 般 の 市 場 

は 澤 回 ら な い 野 藤 な ど 、 食 材 に も こだわ っ て 

いる 。 夜 は シッ ク な 紛 囲 気 で デー ト や 記念 日 

お すす め 。 豊富 な 種類 の ワイ ン と と も に 系 

重 逆 な ひと と き を 。 

[ 】 介 広 島 電鉄 中 電 前 電 停 徒歩 5 分 。 11 時 30 分 14 時 
30 分 LO( 土 ・ 日 ・ 祝 は 一 15 時 LO)・17 時 一 22 時 


生 LO、 無休 。 広島 市 中 区 中 島町 4.11 
@ 会 0120・30・4956 


1. 焼 ガキ の エス カル ゴ 風 
1200 円 。2. 川 が 見 渡せ る 
/ ロケ ーション は 最高 。 天 気 


ンク の よい 日 は テラ ス で ぜひ 。 


人 の 
人 の 
差 町 * 
広島 市 クレ ド バ セ ー ラ 
日 に 。 杉 屋 町 シャ レオ 
広島 そごう 本 館 e 
相生 橋 、 原 性 ド ー ム 革 で 開 屋 町 


広島 電 林 株 Ye 線 サテ 
原爆 ドー ム Pas 広島 洒 和 章子 も 

オフ ィ シ ャ ル シ ョ ッ プ V-POINT Pa 癌 | 

アサ ヒス ー パ ー ド ライ エク スト ラコ ー ル ドー 


BAR HIROSHIMA 本 
シ 2 1 
ME em 計 *p 
原 旭 の 子 の 像 。 の 
レス ト ハウ ス ・ @ 
カフ ェ ボン テ + @ 
* 平 和 放 観音 像 
原爆 死 没 者 昧 寺 牧 Pa7 
* 平 和 記 念 公園 Pae 本 
元 川 
広島 国際 会 議場 
* ロ 


平和 な 
広島 平和 記念 記念 区 
賢 料 館 Ps7 


BDDLJ3i 


平和 大 通り (100m 首 中) 。: 
平和 大 橋 * oe 


ホテ ル 
サン ルー ト 広 


リス トラ ン テ マ リオ * 
みき 舟 ひ ろ し ま ー」 


キン グ 軒 大 手 町 本 店 Pte 一 」 中 上 


中 電 病 要 * | 
デリ カセ ロリ pre 


1.「 和 和牛 ホ ホ 肉 の や わら か 赤ワイン 煮 」 2700 円 。2. 料 理 も サ 
ービス も 「 決 し て 手 を 抜か かない] と いう スタ ッ フ 。3.2 階 か ら 
平和 記念 公園 が 一 望 で き 、 気 候 の よい と き は 窓 も オー プン に 。 


世界 遺産 すぐ を ば の 
オー プン カフ ェ 


カフ ェ ポン テ 


平和 記念 公園 の 対岸 、 元 安川 沿い に 
佑 む こち ら の お 店 で は 、 食 材 に こ だ 
わっ た 本 格 イ タリ ア 料 理 が 味わえ 
る 。 カ キ や アサ リ 、 ム ー ル 上 貝 な ど 、 
瀬戸 内 の 新鮮 な 食材 を ふん だ ん に 
使用 。 テ イク アウ ト も で きる 生 搾 り 
の オレ ンジ ジュ ー ス や 、 種 類 豊 富 な 
イタ リア ンジ ェ ラ ー ト も お すす め 。 

信広 島 電鉄 原爆 ドー ム 前 電 停 徒歩 2 分 。 
10 時 一 22 時 ( 土 ・ 日 ・ 祝 ・8 月 は 8 時 一 ) 、 


無休 。 広 島 市 中 区 大 手 町 1-9-21 
な 082・247・7471 


川 か ら 見 る 一 味 人 違っ た 

筐 広島 の 楽し み 方 
麻木 タク シー 
水辺 に 慌て いく 階 和 " 放 木 " を 
船着 場 と し 、 水 の 都 広島 の 6 本 の 川 
を ボー ト で 
移動 手段 と し 
ー ス を 楽し む も よ | 関 いろ いろ な 使 
い 方 が で きる 。 川 か ら 見 広島 の 街 
は 、 ま た 違っ た 表情 を 見 下 て くれ 
る 。 ス タッ フ の 話 に は 広島 人 も 旦 か 
ら ウ ロコ 。 @ 
る 平和 記念 公園 、 広 島 駅 前 、 京橋 川 オー 
プン カフ ェ 前 ほか 。 土 ・ 日 ・ 祝 の 10 時 - 講 
17 時 (平日 は 要 予 約 。2 名 以上 で 運航 )、 


雨天 休 航 。1 ク ルー ズ 500 円 一 。 
会 082-230・5537 


平和 大 通り 南側 
に 、「 広 島 平和 記 
念 資料 館 の 柱 と 
平行 に 立ち 並ぶ 
「 平 和 の 門 」。 世界 
49 カ 国 の 言語 で 
「 平 和 」 の 文字 が 
刻ま れ て いる 


平和 記念 公園 

平和 へ の 祈り が 形 と な っ た 公園 

広島 市 の 中 心 部 に ある 公園 で 、 世 界 の 恒久 平和 を 
願っ て 、 爆 心地 に 近い この 場所 に 建設 され た 。 ヒ 
ロ シ マ の シン ボル 、 原爆 ドー ム が 元 安川 の 東岸 に 、 
園内 に は 数 多く の モニ ュ メ ント や 石碑 が 建て られ 
て いる 。 そ の 中 の ひと つ で あり 、 自 分 で 鳴ら すこ 
と の で きる 「 平 和 の 鐘 ] の 音 と 、 「 広 島 平和 記念 次 
料 館 」 に 展示 され 、 8 月 6 日 の 平和 記念 
使用 され る 鐘 の 音 、 毎 朝 8 時 15 分 に | 
時 計 塔 ]」 の チャ イム の 3 つの 音 は 、「 残 し た い 日 本 
の 音 風景 100 選 ] に も 選ば れ て いる 。 


原爆 ドー ム 


大 正 4 年 (1915) に 、 広 島 県 内 
の 物産 品 の 展示 販売 を する 施 
設 と し て 建て られ た 。 し か し 、 
第 二 次 世界 大 戦 末 期 の 昭和 20 
年 (1945) に 人 類 史 上 初 の 原子 
爆弾 が 投下 され 、 爆 心 地 か ら 約 
160m の 至近 距離 で 被爆 し た 。 
平成 8 年 に 、 村 兵 器 の 惨 褐 を 伝 
える 建築 物 と し て 世界 文化 遺 
産 に 登録 され 、 村 兵 器 の 廃絶 
世界 の 恒久 平和 の 大 切 さ を 
訴え 続け て いる 。 
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広島 さんぽ 一 紙 屋 町 周辺 


すす コ 
分 い え 
る の 25 て る の る 挫 続 絶 差 を 
ます も たま 
9 る : 6 
に 記 月 原 吉 を 中 い 生 長 し 野島 上 
も さき 6 井 死 も 東 心 る 福 年 代 絢 は て 
平 れ 日 死没 つ 京 欠 。 久 に 昌 に ヽ 
和 い 現 没 者 い ド 史 特 会わ で よ 人 
記 そ 在 者 恩 平 」] 信 に た ある 類 
会 の い 色 霊 和 ヵ ム 場 い 和 っ り 被 喝 世 
公 霊 28 施 碑 記 紀 平 の て ` 爆 初 = 
園 を 万 に に 例 5 と 和 実 * を 体 の 界 
周 因 人 に 泰 公 な の 現 核 の 駿 原 
辺 め 以 公 納 園 5 っ 祈 を 兵 体 を 子 中 
は 11 も LE も ) 
命 上 6 い が 光 現 い 半 を の 原 伸 め 祈 
の ぅ 日 に れ 和 客人 在 国 和 探 シ 爆 が る り 
原爆 死没 者 昧 寺 碑 章 ろ に 触る が で 内 の げ ず ン の 建 し ミ 
(広島 平和 都市 記念 碑 ) まう 行 れ 当 二 ほ は 外 和 振る ※ 子 六 が 
s を 流 わ る 時 人 れ し か プル の き 50 
原爆 死 波 者 の 革 し れ 場 の る 多 。 ら が 」 ょ 像 れ 届 
さ に ちと 稀 まく 記 立 ー ご 起 
冥福 を 祈る 場所 を を 炒 3 の 全 の Fo まま 2 
広島 市 を 平和 都市 と し て 再 人 りら 人生 所 の る 
する こと を 念願 し て 、 有 下 健 い を 記 て 平 り 旅 れ た けい く の 審 
三 氏 の 設計 で 建立 され た 。 原 > 運 念 ら 和 い 行 て 折ら る な ひ 贅 
和信 の を 靖 世 か 6 リ ん 式 る へ 国生 いり れ 折 は ょ や 


た いと 、 は に わ の 家 型 の 屋根 
で 種 われ て いる 。 中 央 の 石室 
に は 、 国 内 外 を 問わ ず 、 亡 く 
な っ た 原爆 被害 者 28 万 人 以 
上 も の 名 前 を 記帳 し た 「 原 爆 
死没 者 名 簿 ] が 納め られ て い 
5 る 。 (写真 中 央 )「 安 ら か に 眠っ 
多く の 折り 家 に 囲ま れ た 「 原 妨 "て くだ さい 過ち は 結 返 し ま 
の 子 の 像 ]。 せ ぬ か ら 」 と 刻ま れ た 侯 文 。 


(上 を ) 原 す の 73% の 大 き さ で 
再現 され た 、 原 爆 ド ー ム の 模 
型 。 真 下 まで 潜 れ る の で 、 原 
爆 ド ー ム の 内 部 を 体感 で きる 
ほか 、3 階 か ら は 鉄骨 の ドー ム 
部 分 を 間近 で 見 られ 、 よ り 原 
爆 ド ー ム 全体 を イメ ー ジ する 
こと が で きる 。 

(上 右 )「 広 島 平和 記念 資料 館 」 
内 や 平和 記念 公園 内 で 、 移 動 
解説 を し て いる 「 ヒ ロ シ マ 
ピー スポ ラン ティ ア ]。1 週間 


で 案内 を し て も ら え る 。 所 要 
時 間 は 1 時 間 一 1 時 間 30 分 。「 広 
島 平和 記念 資料 館 ] の 改修 エ 
事 の 開始 に と も な い 、 平 成 26 
年 9 月 1 日 か ら は 、 館 内 の 定点 
解説 及び 公園 の 移動 解説 の み 。 


【 広 島 平 和 記念 資料 館 ] 広島 平和 記念 資料 館 


広島 電鉄 原 糧 ドー ム 前 電 停 徒歩 10 分 。3 月 一 7 月 は 8 時 30 分 一 18 時 、 
8 月 は 19 時 (8 月 5 日 ・6 日 は ー20 時 )、9 月 一 11 月 は 18 時 、12 月 一 
2 月 は 17 時 (いずれ も 、 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで )。 入 館 料 50 円 
広島 市 中 区 中 島町 1- 成 26 年 9 月 1 日 一 平成 28 年春 は 改修 工事 の 
た め 東 館 閉館 な 082・241・4004 MAPPP35 

【 ヒ ロ シ マ ビー ス ボ ラ ンティア 】 

合 082・541・5544( 広 島 平和 記念 資料 館 秘 発 課 


現物 展示 か ら 、 戦 争 の 残忍 さき を 感じ 取る 

原子 撮 弾 に よる 被害 の 実相 を 世界 中 の 人 々 に 伝え 、 核兵器 廃 多 と 世 
界 人 恒久 平 和 の 実現 に 寄与 する こと を 目的 と し て 、 昭 和 30 年 に 開館 
本 館 に は 、 被爆 者 の 遺品 、 被爆 の 惨状 を 示す 写真 や 資料 を 収集 展示 
し て いる 。 東館 に は 、 被 爆 前 後 の 広島 の 歴史 的 事実 を 踏ま えた 「 広 
島 の 歩み 」 を 展示 。 平和 学習 や 修学 旅行 で 訪れ る 団体 も 多い 。 


写真 手前 中 央 か ら 時 計 回 り に 、 
フォ ー の 鉄板 ナポリ タン 880 円 、 
バッ タイ プレ ー ト 880 円 、 エ ビ と 
ザー サイ の か き 揚げ フォ ー800 
円 、 フ ォ ー の カル ボナ ー ラ 880 円 
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aerrr rr の tm 
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て ざさ 2 (0w 本 用 司 海 し 系 


moerSN は NN 玉 ぶ aw 


品 再 難 (((( 


准 


当 と 半 規 村 うと me 


音楽 誠 共 


ラル ガン 座 


雰 囲 り の 夜 カ フェ 。 店 
内 に は ステ ー ジ が あり 、 ラ イブ や 
上 映 会 、 部 活 な ど が 行わ れ て い 
る 。 ち な み に こ の 日 行わ れ て いた 
の は 「 ラ ヲ ル ガン 座 ポ ボー ド ゲ ー ム 
愛好 会 ]」」 イベ ント に 参加 し て 交 
流 を 深め る も よし 、 お いし い 食 事 
を 楽し む も よ し 、 自 由 な スタ イル 
で 楽し め る 隠れ 家 的 な 空間 

広島 電鉄 本 川町 電 停 徒歩 1 分 。17 
時 30 分 一 肝 1 時 30 分 LO( 土 は 11 時 
30 分 一 妥 1 時 30 分 LO、 日 は 11 時 30 
分 23 時 30 分 LO ) 、 月 休 。 広島 市 中 
区 十日市 町 1-4-32 森本 ビル 2F 
人 082-295・1553 


放し えて 

ム れ イ 

"な ッ 橋 

格 い チ は 

で ぁ 9? ッ 

に 宿 ち と 
本 泊る 豊 ぇ 
ホ 融 少 人 フラ 

か 。 き 族 出 ち 
ら る 人 層 切 
横 タグ も な り 
川 リス ウゥ の 奉 
閑 テト ェ か え 
が ォ ハ ル も る 


昨 再 人 ぐ 午 和 き さ mm ざ 滅 部 


e" ま いさ ジ 2 生 本 し 品 ン 時 全 甘 交 現 千 さ wS 
。 融 茹 吾 [マン wo き 受 時 剖 
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e 革 如 て 


に 4 


よい 王 号 。… き へ い ※ 志 
に に | 


Nd 


広島 さん ぽ ぎー 十日市 周辺 


1. 代 表 取 締 役 で 二 代 目 の 浮田 収 さ ん 。「 む さ 
し の 味 を 広く 伝え る 。 2. 「 む さ し ] 総本山 
の 土橋 店 。 落 ち 着い た 欠 囲 気 で 包 の 負 料 理 
や 、 名 物 訓 揚 け 天 婦 主 2100 円 が 楽し め る 。 


お 好み 焼き に 次 ぐ 

広島 っ 子 の ツ ソウル フー ド ! 

むす び むさ し 土橋 店 

昭和 33 年 創業 、 う どん と 舗 お す び が メイ ン の 店 。 片 手 で すぐ に 食べ られ る よ 
うに と 、 偽 型 に 握っ た の が 始ま り 。 タ レ の 染み 込ん だ オリ ジ ナ ル で 、 一 度 食べ 
る と 忘れ られ な い 味 。 一 つ ひと つ 職 人 が 丁寧 に 握り 、 一 人 前 に な る まで 最低 で 
も 2 年 は か か る と か 。 お 弁当 で 持ち 帰る 人 も 多い 。 

信広 島 電 鉄 土橋 電 停 徒歩 1 分 。1 階 は 10 時 一 21 時 ・2 階 は 17 時 一 22 時 ( 土 ・ 日 ・ 祝 は 11 時 


ー)、 持 ち 帰り 9 時 30 分 一 20 時 30 分 (日 ・ 祝 は 7 時 一 )、 水 休 。 広島 市 中 区 榎 町 10-23 
全 082-291・6340 


戦後 の 十日市 を 見 守る 
自 守 草 の 老 分 喫茶 店 
十日市 茶房 
昭和 21 年 創業 、 戦 後 の 十 日 市 を 
見 守り 続け て いる 喫茶 店 。 自 家 千 
煎 し た コー ヒー 豆 を 販売 し 、 中 で 
も 十日市 ミッ クス (100g) 380 円 
は 、 戦 後 か ら 変わ ら ず 愛さ れ 続け 
て いる 。 店 内 で は 、 コー ヒー400 
円 の ほか 、 サ ンド イッ チ や トー ス 
ト が 食べ られ る 。 運 が よけれ ば 、 
お し ゃ べり 好き な マス ター と 十 
日 市 トー ク が で きる か も !7. 


十日市 の 
こと な ら な ん で も 
聞き ん さい ! 


2 種類 の いい と こ 取り ! 
奥深 いこ だ わり の カレ ー 


カレ ー と 了 如 の 店 
百 番 目 の サ ル 


が ひゃく は ん め 
1. 中 間 や さい カレ ー800 円 。 プラ ス 
300 で サラ ダ と デザ ー ト が 信 く 。 欧風 ど イ ンド 風 の カレ ー を 提供 す 


る 。 お すす め は 、2 種 類 の カレ ー を ブ 
レン ド し た 「 中 間 カ レー]」。 欧風 の ま 
ろ や か さ の 中 に イン ド 風 の スパ イス 
が ピリ リ と 効い た 、 パ ラン ス の と れ 
た 深い 味わい 。 遠方 か ら 訪 れる ファ 
ン も 多い 。 器 は 栃木 県 の 益子 焼 を 使 
用 。 店 内 で 食器 の 販売 も 行う 。 

広島 電鉄 土橋 電 合 徒歩 2 分 。11 時 50 分 


ー19 時 LO、 木 休 。 広島 市 中 区 堺 町 1-5-21 
人 き 082・291・0355 


全 広 島 電鉄 十日市 電 停 徒歩 1 分 。8 時 
ー18 時 ( 豆 の 販売 は ー19 時 )、 日 ・ 祝 
休 。 広 島 市 中 区 十日市 町 1-3-38 

合 082・231・3159 


ww 圭二 の キ ぐさ ざ 
藻 ぶ と の さき SS 党 守 候 


二 代 目 店 主 、 面 出 定 司 さ ん 。 


昌 お en 
欄 し 
和 六 、 川 つけ 麺 専門 店 
PI 株 | 冷め ん 家 Pa 懐か し の 味 を 受け 継い だ 
名 物 の クリ ー ム ぜん ざい 
音楽 小春 カフ ェ 
ラル ガン 座 =6s 
レト ロ な 究 囲 気 が 魅 力 的 な カフ ェ 。 看 板 メ ニュ ー は 、 
ー 十 昌 市 茶房 クリ ー ム ぜん ざい 400 円 。50 年 以上 の 歴史 に 幕 を 
修 春 カフ ェ むき び も き し 下ろ し た 「 甘 党 た むら が 、 戦 後 の 間 市 で 手 に 入り 
土橋 店 や すか っ た 、 食 材 を 使っ て 乳 脂肪 分 を 使わ ず に 生み 
店 人 出し た 。 そ の 味 を 守 ろ うと 、 店 主 の 巣 守 昌 子 さん が 
レー と 陶器 の ) い 紀 き 
百 番目 の サル | 』」 機械 ご と 裏 り 受 け 、 懐 か し の 味 を 今 に 伝え て いる 。 
ES け 広島 電鉄 土橋 電 信徒 歩 3 分 。1 1 時 30 分 一 17 時 、 木 休 ( 不 
| 細 町 | | は 生還 ペー 拓 定休 あり )。 広 島 市 中 区 榎 町 11-1 
大 図 へ il ロ 1. ク リー ム ぜ ん ざい 400 円 。 器 も 「 甘 党 た むら | か ら 受 け 継 い だ も の 。 会 082・942-5861 
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つば め 


昼 時 に は 行列 が で き 、 閉店 まで ひ 
っ きり な し に 客 が 訪れ る 。10 時 
間 か け て 炊き 込む スー プ は 、 豚 骨 
7 に 対し 鶏 ガ ラ 3 の 割合 。 コ ク 深 
い 味 わい な が ら 、 す っ きり と し た 
喉 ご し が 印象 的 だ 。 硬め に 茹で た 
食べ 応え 充分 な 特注 麺 と の 相性 
も 抜群 。 屋台 時 代 を 礼 委 さ せる お 
で ん 100 円 も 必 食 。 


広島 電鉄 天満 町 電 停 徒歩 3 分 。11 時 
30 分 一 23 時 、 日 休 。 広 島 市 西区 東 観 
音 町 3-25 
合 082・295・6939. 


すず め 

広島 ラー メン と いえ ば 必ず 名 前 が 
挙がる 、 創 業 50 年 以上 の 実力 派 
豚 骨 醤油 の スー プ は 、 騰 骨 が 生み 
出す 確か な コク の 中 に も 、 野 葉 の 
甘み を 感じ られ る マイ ルド な 口 当 
た り 。 麺 や チャ ーシュ ー と の バラ 
ンス も パッ チリ 。 週 末 に は 売り 切 
れ 必至 の 自慢 の 味 を ご 賞味 あれ 

広島 電鉄 天満 町 電 停 徒歩 5 分 。15 時 
ー21 時 、 日 ・ 毎 月 14 日 休 。 広 島 市 西 


区 東 観音 町 1-2 
合 082・231・9975. 


すず め | 中 華 


中 細 ス トレ ー ト 麺 ド 
腰骨 ・ 鶏 ガラ ・ 野 菜 か ら 出汁 を | 
取っ た スー プ + 醤 油 ダレ 

モヤ シ 、 ネ ギ 、 チ ャ ーシュ ー 


陽気 


市 街 地 か ら 外 れ た 住宅 街 に あり 
な が ら 、 地 元 民 の 心 を つか ん で 苑 
さ な い 広島 ラー メン の 代表 格 。 昭 
和 33 年 の 創業 以来 、 メ ニュ ー は 
中 華 そば の み 。 継ぎ 足し な が ら 守 
られ て いる スー プ は 、 豚 骨 や 鶏 
ラ 、 数 種類 の 野菜 の 旨味 が 凝縮 
女性 で も 飲み 干せ て し まう ほど 
後味 は さっ ぱり 

広島 電鉄 江波 電 停 徒歩 15 分 。16 時 
30 分 一 24 時 、 毎 月 1・12・13・26 
日 休 。 広島 市 中 区 江波 南 3-4-1 
容 082・231・5625 


つば め | 中 茶 を ば 650 円 


スト レー ト 細 笑 


ーー トペ マー+ ホ 


礎 骨 ・ 麹 ガラ ・ タ マネ ギ や ニン ジン な どの 
野菜 か ら 出汁 を 取っ た スー プ 二 醤油 ダレ 


700 円 


モヤ シ 、 ネ ギ 、 チ ャ ーシュ ー 


で [こさ 


中 華 そ ば 600 円 
| 原田 製 類 の 細 蜂 
| 原 角 ペー ス の 醤油 味 
モヤ シ 、 ネ ギ 、 チ ャ ーシュ ー 
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流行 屋 | つけ麺 800 円 


中 大類 
鶏 ガ ラ 、 イ リコ 、 星 布 、 野 菜 か ら 抽出 し た スー プ 
程 油 、 赤 酒 、 米 酔 、 ラ ー 油 、 炒 り コ ゴマ 

キャ ペ ツ 、 キ ュ ウ リ 、 カ イワ レ 、 レ 2 
タマ ネギ 、 錦 系 玉子 、 チ ャ ーシュ ー、 レ モン 


広島 つけ 麺 と は ? 


び 電 計 妊 融 さ ご 
S 


深め ん 家 | 准 め ん 普通 970 円 


中 太 類 レン 
豚肉 、 鶏 肉 、 昆 布 な ど 海鮮 か ら * 
抽出 し た スー プ 二 各 油 な ど NN 
キャ ペ ツ 、 キ ュ ウ リ 、 チ ャ ーシュ ー、 ネギ 、 赤 芽 
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ば くだ ん 展 | 度 島 つけ 稀 普 半 熱 玉子 ト ッ ピン グ 874 円 


中 太 ス トレ ー ト 舌 
魚介 出汁 各 油 、 酢 、 ゴ マ 、 唐 辛子 
キャ ペ ツ 、 ネ ギ 、 キ ュ ウ リ 、 チ ャ ーシュ ー、 半 熟 玉子 


広島 冷 麺 ・ つ け 稀 


か 4 


昭和 60 年 創業 。 つけ 燃 が 「 冷 麺 」 
と 呼ば れ て いた 頃 よ り 、 その 元祖 
店 で 修業 し た 店 主 が 営む お 。 一 番 量 
が 少な い 「 普 通 ] で も 中 太 麺 を 
1.5 玉 使用 し 、 そ の 麺 が 見 えな い 
ほど 野菜 も 大 盛り 。 化学 調味 料 無 
添加 の スー プ を 使っ た 和風 醤油 
ダレ は 、 鋭い 辛 さ の 中 に も 甘 さ を 
感じ られ る 。 

広島 電鉄 十日市 町 電 停 徒歩 5 分 。1 1 
時 13 時 50 分 LO・17 時 18 時 50 分 
L0、 日 ・ 祝 休 。 広島 市 中 区 十日市 町 2- 
9-22 
合 082・291・0004 MAPpP39 


は や りや 
広島 つけ 麺 の 名 付け 親 で ある 沖 
田 さ ん の 店 。 提供 され る つけ 麺 
は 、 辛 さ の 段階 に よっ て 数 種類 の 
唐辛子 を 使い 分 ける 。 酸 味 を 米 
酢 、 甘 み を 熊本 の 赤 酒 で 足す こと 
で 、 辛 さ の 後に 柔らか な 旨味 が 広 
が る 。 野菜 は 食 感 の よい と ころ だ 
け を 厳選 、 細 かく 刻む こと で 最高 
の 歯応え を 生み 出し て いる 。 


広島 電鉄 市 役所 前 電 停 徒歩 3 分 。11 
時 一 14 時 、 無休 。 広島 市 中 区 国 秦 寺町 
1-7-24 
合 082-249・3377 MAPPP17 


ば くだ ん 屋 本 店 


や A て ん 
広島 県 を 中 心 に 国内 外 で 21 店 舗 
を 展開 する 有名 店 。 廣島 つけ 麺 の 
特製 和風 ダレ は 、 瀬 戸 内 の 小 魚 な 
ど 海 の 幸 が 効い た 出汁 を ペ ベース 
に 秘伝 の 辛味 を プラ ス 。 喉 ご し ツ 
ルツ ル の 卵 害 も クセ に な る 。 食べ 
て いる 途中 で も 辛味 の 追加 が で 
きる の で 、 低め の 辛 さ か ら 気軽 に 
チャ レン ジ し て みよ う 。 

広島 電 鍼 中 電 前 電 停 徒歩 6 分 。11 時 
30 分 ご 23 時 45 分 LO( 土 ・ 日 は 24 
時 45 分 LO)、 不定 休 。 広島 市 中 区 富士 
見 町 6-13 
谷 082・245・5885 MAPbP17 


エディ オン スタ ジア ム 
JR 山陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 駅 か ら 
シャ トル バス 20 分 。 

広島 市 安佐 南 区 大 塚 西 5-1-1 
谷 082・848・8484 


スタ ジア ム を 楽し む 

N 37 ント / 
ゴー ル 後 の 選手 パフ ォ ー マ ンス に 加 
え 、 勝 利 し た 日 は サポ ー タ ー の 前 で 行 
われ る サン フレ ッ チ ェ 劇 場 に も 注目 
選手 が 被り 物 で 登場 し た り 、 サ ポー 
ター と 歌 を 歌っ た り し な が ら 、 も 
勝利 の 喜び を 分 か ち 合 う 
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5 て E 7 UI 
も ン い 挨 ? 寺 8 2 32 で 5 

回 地 5 シ 32 ミ 日 だ の 語 の うに の は 靖 
加 の ン は ラッ ョ ンコ ン な 人 gd 0 
ある 肝 の 3 2 ラウ ウラ に 3 球 と 続 
所 = を 生 NG を 34 け 
っ 名 に の ニン ッ い 戦 系 柱 
て ジ 2 め 較 は ド チ る "的 し で し 類 平 
み ? タ と 三 3 楽 目 に みみ 見 み * 成 
26 必 ィ 歌 フ 靖 広 二 的 記 応 店 だ 午 だ まだ 邊 人 当 26 
1 8 96 | オ 島 め 四 に ま 提 中 い 当選 語 っ 5 年 


オフ ィ シ ャ ル ダ ッ ズ か ら チ ケッ ト ま で 
熱烈 サポ ー タ ー 必 見 の ショ ッ プ 4 
オフ ィ シャ ル シ ョ ッ プ V-POINT 
フィ ポイ ント 

サン フレ ッ チ ェ 広 島 の オフ ィ シ ャ ル グ ッ ズ 、 ユ ニ フ ォ ー ム か ら 、 
応援 に は 欠か せな い タ オル 、 マ フラ ー、 文 具 ま で あら ゆる アイ テ 
ム を 取り 扱っ て いる 。 チケ ッ ト 販 売 や ファ ンク ラブ へ の 入会 受け 
付け 、 サ ッ カ ー く じ 「toto」 の 販売 も 行っ て お り 、- フ ァ ン クラ ブ 
会 員 限 定 で グッ ズ や チケ ッ ト の 割引 も ある 。 

広島 佐屋 町 西 電信 徒歩 3 分 。-10 時 一 20 時 、 月 休 ( 祝 の 場合 は 営業 ) 


広島 市 中 区 紙屋 町 2-1-18 エディ オン 広島 本 店 本 館 8F 
合 082-248・3317 MAP ぁ P35 


三 


鯉 党 の 誰 も が 知っ て いる 
あの 選手 の 名 前 が メニ ュー 名 に ! 

カー プ 島 球場 前 スタ ジア ム 上 謀 
カー プ フ ァ ン の みな ら ず 、 全国 の 野球 ファ ン に 親しま れ で いる 店 。 串 
焼き (1 本 100 円 一 ) メ ニュ ー の 名 前 は 、 な ん と すべ て カー プ 選 手 の 名 
前 。 マツ ダス タ ジ ア ム か ら 徒 歩 5 分 と 近く 、 勝ち 試合 の 後 は 勝 鯉 を 祝 
う フ ァ ン で に ぎわ う の だ 。 店 内 に は 、 選手 ゆか り の グッ ズ も 数 多く 展 
示さ れ て 、 さ な が ら 博 物 館 の よう な 雰囲気 で ファ ン を 魅了 する 。 

を JR 山陽 本 線 ・ 芸 備 線 広島 駅 南口 徒歩 10 分 。17 時 一 24 時 


広島 市 南 区 東 荒神 町 5-12 
会 082*209・8988 MAPPP42 


> へ 全訳 嗜 相 ど 芽 症 人 


きせ のぶ 癌 還 層 1 


DI ら の 『 ( こ SN 


懐か し い 歴 史 が ひと 目 で わか る 。 
ココ だ け の オリ ジ ナ ル グ ッ ズ も 


CARP BASEBALLGALLERY 


デス タール ギャ ラリ ー 
カー プ 球 団結 成 か ら 現在 まで の 歩み を 写真 と 展示 物 で 確認 で き 
る 。 グ ッ ズ ショ ッ プ で は 、 こ こ だ け の オリ ジ ナ ル グ ッ ズ と し て 現 
役 選手 を は じ め 、 懐 か じい 往年 の 名 選手 の ポス ター や ポス トカ ー 
ド 。 ギャ ラリ ー 限 定 グ ッ ズ を 販売 。 シ ー ズ ン 中 は 、 マ ツ ダ スタ ジ 
アム で の 開催 公式 戦 の 前 売り 入場 券 販売 も 。 

広島 電鉄 人 電電 信 従 歩 5 分 。 10 時 一 17 時 (入場 券 販売 所 は 16 時 )、 不 


定価 。 広島 市 中 区 八丁 孝 6-7 チェ リス 八丁 堀 1F 
合 082.227・2222 MAPP23 


W イ し 。 


試合 が な い 日 や 、 ス タ ジ ア ム に 行け な い 日 、 試合 前 や 試合 後に も ここ で 「 赤 ] と 「 紫 に 染 ま ろう ! 


父 で 彰 古 さ 注 さて で と 殿 五 涯 


(rho 滴 き NN 


試合 会 場 さ な が ら の 熱い 声援 を ! 
仲間 と 一 緒 に 盛り 上 が っ て 
ルイ ー ド ・ ス ポル デ 


広島 の プロ スポ ー ツ を 盛り 上 げ て 応援 する ダー ツ & ス ポー ツバ 
ー。 広い 店 内 に 設置 され て いる 150 イ ンチ も の スク リー シ で 仲間 
と 一 緒 に 熱い 声援 を 送れ ば 、 盛 り 上 が る こと 間違い な し ! 、 ゲ ー 
ム 観 戦 で 熱狂 し た 後 は 、 ダ ー ツ を 楽し ん で 。 フ ー ド は 216 円 ご 。 
コー ス 料 理 以外 は 別途 チャ ー ジ 324 円 。 

広島 電 人 胡町 電 停 徒歩 10 分 。 18 時 一 翌 3 時 ( 全 ・ 士 ・ 祝 前 日 は 一 翌 5 時 ) 、 


無休 。 広 島 市 中 区 流川 町 7-2 石川 ビル 2F 
合 082-249・4010 MAPP27 
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普段 は 大 き な ホ ル モ ン を 切っ て 提供 し て いる 。1 人 前 5 個 500 
円 ご 。 各 自 で 切る まな 板 と 包丁 は 希望 者 の み 対 応 。 


天ぷら た か ま 
2 はら ハチ ノ ス な ど 、 和 牛 の ホ ル モ ン 
の み を 使用 し た 天ぷら 100 円 一 が 味わえ る 。 珍 し いと 
ころ で は 、 ガ リ と 呼ば れる ノド の 部 位 も 。 何 時 間 も 湯 
が く こ と に よっ て ほど よい 硬 さ に な っ た 軟骨 は 、 ク セ 
に な り そ う 。 注文 は 、 適 度 な 量 で 提供 し て くれ る お ま 
か せ が お すす め だ 。 素 材 の 旨 さ を し っ か り 載 能 し よう 。 

広島 電鉄 福島 町 電 停 徒歩 5 分 。11 時 一 20 時 、 火 休 。 広 島 


市 西区 都 町 21-3 
合 082・234・7272. 


し っ か り 酸 味 の 。 だ 広 の む 理 さき 
効い た ポン酢 に 、 き 鳥 食 こ を っ 
好み で た っ ぷ ・ ド 
の 唐 斑 子 を プラ に を 文 と きせ 
ラッ い れ り 
ス 。 天ぷら を さっ 5 凍 化 が れ 
ば り と いた だ け ー れ で で た と 
だけ ロ た し 
着 計 チ の 壮 き が 。 た あき ホー と 
風味 を 増す 。 だ 際 る る ル も 
5 に つつ " モ 
は * 受 ン % 
ぜ ル け 本 し 
ひ モ 継 来 っ 
食 ン シ が の か 
し 天 れ 味 り 
ああ 衝 寺 
いら 伝 楽 下 
に で 続 し 処 


ns 


re 語 Q こ ラコ 


きど と m マ % さ 人 府 届 中 慌 吾 ざ 
させ S ぶ ご ぎ コ 3 計 き ー に r 志 叶 


衝 沿 定 尺 三 生 癌 束 . 品 室 慰 告 
% 褒 。 ミ こさ さて 上 Sr の で 評 


さき = SeS ぶ 法 康 巡 Nm ミキ 


た.SSEn 言 tetS ヘ ユキ ww 


人生 EMIUEcOUUKGGL2Y2ri 


に な た むん に かい) 
本 上 WV 中 モミ 半 の 王 証 選ぶ し て 午 計 


ゴマ と 味 と 味噌 に ホル モン を 合わ せ た 「 あ いで ん が く ]。 
めった に 並ぶ こと な い 珍し い メ ニュ ー だ 。 


みや さん 食堂 
し ょ く と う 
店 内 に は あら か じ め 用 意 さ れ た まな 板 と 包丁 4 つ あ る 
和牛 の 胃袋 の ほか 、 腹 隊 や 直腸 まで 約 9 種類 も の ホル モン 
天ぷら 1 個 100 円 が 味わえ る 。 ま た 、 で ん が く と 呼ば れ 
る 「 ホ ル モ ン 汁 」 や 「 ホ ル モ ン ぞう すい 」 な ども 人 気 
メニ ュー の ひと つ 。 い まだ 現役 の 90 歳 を 超え る 女将 と 
の 会 話 も 一 興 。 歴 史 を 聞き な が らい た だ く と また 格別 だ 。 
広島 電鉄 福島 町 電 停 徒歩 10 分 。11 時 一 19 時 、 月 休 。 広島 
市 西区 小河 内 町 1-8-14 
会 082・296・6826 
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包 江 正吉 る ぐ で や ネー 守り * 柚 
ネ つ っ に 互選 講じ ヨ oe? 
革 ざ マ ” 受 く さや ミホ キーG 記 


ぐ ト っ p 
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日 本 で 初め て の 国産 ッ 
地域 の 情熱 で 平成 


合 ) 


JR 山陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 駅 前 すぐ 
会 082・232.2434( 横 川 商店 街 振興 組 


の 


- 外 る 
バス 
の バス が 、 平 成 16 年 、 横 川 の 人 
ち に よっ て 復元 され た 。 現 在 は 横川 


た の が 、 ここ 横川 。 いつ し か 忘れ ら 


ー 
ーー 


た 


よ 


8 
回 
き 
紅 
セ 
札 
了 
ら 
回 
生 
8 
選 


ゲー ジ に 保管 され 、 イ ベン ト な どの 時 に 活躍 
し て いる 。 当 時 運行 され た 区 間 の 可 部 と 横川 


を くっ つけ て 「 か よこ バス ] と 名 付け られ た 。 


ス が 走っ 
れ て い : 
た 


か 
明 


人 @ 
穫 弄 の つつ りゃ 介 四 称 豆 登り < 記 


民 IRS 志 斑 軸 会" 所 中 トー ト で KK っ 


を で ペー お 8 旨 相 ポーー ヤ @ 
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介 
広島 さんぽ 一 横川 L 】 
L 】 

L 】 
田 倍 旅 を 彩る お 気に入り の 
ふい 一 面 に 肌 合 う 

邊 本 と 自由 
商店 街 か ら 路地 を 入っ た と ころ 


に ある 、 隠 れ 家 的 な 古本 屋 さん 。 
シア ター 横川 シ ネ マ 則 か 
ら す ぐ の 場所 に ある こと を 意識 
し て 、 入 り 口 付近 に 映画 や 音楽 
な どの 本 を 並べ 、 階 段 下 の 空間 


人 @ や 奥 の 小 上 が り に は 、 小 説 や 美 
街 の 重要 人 物 が 集 ま @ 術 な ど 幅 広い ジャ ン ル が そろ 
横川 を 変え る 台風 @ 目 | 】 @ う 。 カ フェ バー を 併設 し 、 ゆ っ 
くり と 過ごす こと も で きる 。 
の 
名 移 カ フェ 移 ノ ス JR 山 陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 駅 南口 


徒歩 分 。13 時 23 時 、 月 休 。 広 
島 市 西 区 川町 3.4-14 
L 】 082.293-929 


文武 両 道 の あ フェ な ん で す 」 と 語る の は 、 店 主 
の 須 毛 団 充 教 さん 。 定 期 的 に コン サー ト を 企画 
し 較 綿 川 か ら 文化 を 発信 する と 同時 に 、 大 の スポ 
頑 - ツ ファ ン 。 カ ー プ や サン フレ ッ チ ェ な どの 試合 
凍 を 放映 する こと も ある 。 店 内 で は 、 伊 万 里 焼 な ど 
L 】 の 高級 食器 で コー ヒー や 紅茶 が 楽し め る 。 
- 生 JR 山 陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 駅 南口 本 歩 2 分 。11 時 一 21 


ぶ 悦 党 


芸術 の 街 ・ 横 川 を 代表 する 
ノー トド ギャ ラリ ー 


ご mo と OS 財 


時 、 火 ・15 日 休 。 広島 市 本 横川 町 3-12-3 2F Gallery-+Cafe 
合 082・295・5799 ギャ ラリ ー Se 
カモ メ の ぽ あ ば ぁ 
挽き た て ブレ ンド 
450 円 。 自慢 の 陶器 


L』 
着手 か ら ベ テラ ン ま で 、 幅 広い 講 
も 美しい 。 @ 【 


ま ー アー ティ スト に 愛さ れ て いる 、 
@ レン タル ギャ ラリ ー。 月 の 前 半 

と 後半 で 展示 が 入れ 替わる スタ 

作る 楽し さき を 伝え た い 借 イル で 、 個性 豊か な 作品 が 集う 。 
@ カフ ェ も 併設 し 、 ド リン ク や 軽 


8 食 を 楽し みな が ら ゆ っ くり と 過 

に 楽し みな が ら ゆ っ くり と i 
イー ハト ー ヴ ォ @ ご すこ と が で きる 。 店 主 の リリ 
多 首 型 を 作り 続け て 50 年 の 西山 保 一 さ 巻 が 営む 店 。 図面 本 た た あべ の UNA 


電車 に まつ わる 貴重 な 資 


料 も 多数 あり 。 電車 トー を 起こ す と ころ か ら す べ て 自分 で 作る 楽し き を 伝え た いと 、 下 を CGNSc 

ク に 花 が 咲き 、 長 時 間 滞 10 年 前 に オー プン 。 全 国 各 地 か ら 鉄道 模型 ファ ン が 集 ま JR 山陽 本 線 ・ 可 部 線 横川 南口 徒 

きす る 人 も 。 り 、 イ マジ ネー ショ ン を 働か せな が ら 理 息 の 車 両 を 作り 上 TCS 人 
げ て いく 。 材料 選び か ら 作り 方 まで 、 丁寧 に 教 広 て く れる 。 合 082・232・5074. 


全 JR 山 陽 本 線 ・ 可 部 線 楠 川 駅 南口 徒歩 4 分 。12 時 一 20 時 ( 土 は 11 
時 一 21 時 、 日 ・ 祝 は 11 時 一 19 時 )、 水 ・ 第 1 火 休 。 広 、 区 横川 
町 2-5-5-203 

人 な 082・295・2017. @ 


1 ホワ イト 迷子 広島 店 | 


る 三篠 小 


光隆 寺 p 


と か ょ = バス ロ | 
/ ・ 汁 な し 担担 基 坊 横 店 pe | 
、 4 < 名 交 カ フェ チア ス | 

二 吉 | 餃子 の 概念 を 覆す !? クモ に な る モッ チリ 食 感 


柚 e ゃ イー ハト ー ヴ ォ 


ワイ 王宮 


関東 で は 有名 だ が 、 関西 から 中 - 四 国 で は 唯一 の 支店 。 一般 的 餃子 と は 一 午 gzO 人 mo0o ロ 店 


< 小田 億 ファ イン ズ を 画す 個性 派 が 広島 っ 子 に も 大 人 気 だ 。 モ ッ チ リ & サ ッ ク サ ク な 分 厚い 生地 較 の 奥 に は 、 座 敷 席 も あ 
Ta 。 則 困 | Gallery+Cafe の 中 に 、31 種 類 も の 食材 を 使っ た 具 が た っ ぷり 。 ク セ に な る 味わい に 、 訪 れ る の で 、 ゆ っ くり 食べ 
人 記 る ファ ン が 絶え な い 。 テ イク アウ ト も OK。 予約 の 電話 を し て か ら 行く と O。 。 ? こ と も で きる 。 
1 CIES JR 山陽 本線 ・ 可 部 紅 川 駅 北口 徒 歩 5 分 。11 時 45 分 14 時 ・18 時 ご 21 時 30 分 ( 土 ・ 還 
人 電 nm Ss 日 - 家 は 11 時 30 分 一 15 時 ・17 時 21 時 30 分 ) ※ 売 り 切 れ 次 第 終了 、 月 休 。 広 島 市 本 


区 三 徐 町 2-10-5 全 082-230-6178 
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「24/7 珈 琲 ] 540 円 。 
お すす め は フル ー テ 
ィ な 味わい が 楽し め 
る 白銀 ( 浅 前 り )。 


海 を 眺め な が らく つろ ぎ る た る 急 慎 心 基 ナム 3 
コー ヒー 本 来 の 味 を 虹 能 和 普 運 を 昌 い 
コ の が に 
24/7 coffee & roaster ujina 計 肖 融 発 くい と 香 
トッ エ ンチ ィ ー ア ョ ー も プン コー ヒー アン ドロ ー ネ ター ウジ ナ 合 展 温 潮 普 る 
珈琲 は 果実 」 を コン セプト に 、 生 産 国 や 地域 が 2 し し か の い ヽ 
明確 で 一 切 ブ レン ド さ れ て いな い シ ング ルオ リ ジ 関 た い 香 空 
ぐ 広 人 電 多 通 電 信人 歩 5 分 。11 時 一 ン で 豆 本 来 の 味 を 追求 。 知 煎 は 3 段階 か ら 選 べ 、 ハ 日 進 ぶ 人 り : 画 | 広 
2 時 (ドリ ンク 21 時 302LO)、 無休 。 ンド ドリ ッ プ で 提供 する 。 江戸 内 レモ ン ケイ ク ^ 作 1 草 よる 島 
スギ ャ ラリ ー2F ※ 水 は 海岸 当 い の 入り 540 円 な ど 、 相 人 性 抜群 の スイ ー ツ も 。 全席 海 向き 続 リ 3 の 
口 の み 人 082・250・0036 な の で 開放 感 あふ れる 海外 リゾ ー ト の よう 。 け ア ふ ヵ 輔 海 
る " れ な 人 の 
る 風 玄 
町 


ト す は れ 鳥 い 
格 し る ` る の る 
変 れ 的 て と 広 べ 海 広 
て 貌 た な の い 島 イ の 鳥 
も を 広 夫 機 わ 共 エ 評 港 て 五 
便 導 大 青 能 れ 豆 り 両 ・ て トム 
用 げ 人 な が る の ア 呈 通 内 
きる 盾 業 仁 ? コ だ 唱和 の ま 癌 
れ 間 引 汗 が お わ 16 皇 用 と 。 仙 た の 
戦 め えり 世 上 品 地 し 性 割 国 占 
そ 時 立 ター 紀 - 島 名 て 語 を 際 
れ 中 て 1 明 末 ご の 活 誠 果 錦 性 
に は 信二 に に 平気 選 た 易 浴 
近 の の は 由 あ "し 港 と 
も 用 町 造 に 港 来 部 ふ 広 て と し 
美術 館 所 蔵 級 の 逸品 を 
策 ン 花 し を れ ア 東 は が 大 せな 眺め な が ら 優雅 に ひと 息 @ 
た も で う 導 は う 提 まとい 介 FogHorn 。 am 生 
に ポン い 
に 会 る 本 名 い ア の 走る く 困 を マ 
加 が て ト 所 帯 内 葉 北 ッ と の の @ 和 具 店 「 田 欠 用 品 」 の 2 店 内 に は 世界 32 カ 
押 開 た し る を 和仁 り 人 末 と 国 か ら 買 い 付け た 家具 や イン テリ ア が セン ス よ く 並 
催 て うれ 得 ッ ン で て び 、 ガ レ や マジ ョ レル の 寄 林 象 史家 具 な ど 世 界 的 に も 
北 全 は て > ョ れ 較 で 
祭 『 介 灯 は 2 35 h を は の 貴重 な 作品 も 。 ア ンティー ク に 囲ま れ た 静 の 中 、 古 ・ 
@ だ まだ 革 を ま 笠 さる 二 マイ セン で コー ヒー、 ト ルコ の チャ イグ ラス 、 紅 茶 各 い 』 
。 の @ と な 作 発 4 革 中 町 東 タ エ わ 350 円 ご を いた だ く ひ と 時 は 、 心 を 息 や か に し て くれ る 。 疫 2 が 肝 ' 
な ど 表 展 つ っ 新 南 エ 1 リ い る 広島 電 多 宇 品 品 電 信徒 歩 5 分 、11 時 一 18 時 ( 土 は 17 時 、 日 人 的 な 外観 は 、 そ 
く イ す を の 設 エ > ラリ な ア を は 12 時 一 17 時 )、 祝 ・ 第 5 日 休 。 広島 市 南 区 宇品 西 4-4-40 2F れ を 求め て 下 委 家臣 
散 べ る 示 顔 き リ ^ ヽ 、 ア ど は み 人 な 082-254-2729 も 訪れ る ほど 。 


広島 きん ぼ ぎー 宇 品 
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や さ し く 懐か し い 味 わい 
うど ん も そば も 100 円 ! 


あか つき 


昭和 52 年 の 創業 以来 ずっ と 変わ ら ず 、 素 
うど ん ・ 日 本 そば を 各 100 円 で 味わえ る 。 
肉 、 卵 の 人 気 ト ッ ピ ング を 全部 の 
せ た 「 あ か つき スペ シャ ル 」 で さえ も 250 
円 と いう の だ か ら 驚 きだ 。 お 手頃 すぎ る 価 
格 は も ちろ ん 、 お 母さん の 優し い 心遣い も 
相まって 、 日 々 常連 客 が 訪れ る 。 


信広 島 電鉄 字 品 四 丁 目 電 停 徒歩 3 分 。 11 時 30 分 一 
19 時 30 分 、 日 ・ 祝 休 。 広島 市 南 区 宇品 東 7-2-24 


「 楽 し み に 通っ て くれ る お 客 さ ん も いる か 
ら 、 こ の 価格 で が ん ば る よ 」 と お 母さん 。 


全 肌 りら 示 ら が 6 き に 記 ! 


ファ ミリ ー 向 け の ア 
クタ スキ ッ ズ や 自 希 
素材 に こだわ っ た ブ 
ラン ド ( ス ロー ハウ 
ス ) も 。 


らし を 豊か に する シン プル で 心地 よい 各 


= ACTUS 広 島 店 


目 の 前 に 海 を 望む イン テリ アシ ョ ッ プ 。 海外 ブラ ンド の イン ポー ト か 
ら 国 産 も の まで 、 暮 らし を 豊か に し て くれ る 衣 ・ 食 ・ 住 アイ テム が 満 
載 。 使い 心地 を 重視 し た シン プル な デザ イン は 、 長く 愛用 で き 満 足 度 


も 高い 。「 ス ー ホ ルム カフ ェ 」 の ジャ ム 640 円 て や ドレ ッ シ ン グ 560 
円 ー を お みや げに 。 

信広 島 電 鉄 海岸 通電 停 徒歩 5 分 。11 時 一 19 時 30 分 、 水 休 。 広 島 市 南 区 宇品 海 
岸 3-12-17. 


人 な 082・250・0404. 


下町 の 温か き と 新 名 所 の に きわ いと 


メン ンー 4 つの 顔 を 持つ 魅力 満載 スポ ッ ト 


(まり トラ 

ニュ ー の タ > る 
か ! 業 時 か ら 毎 日 継ぎ 足し 守ら 
MLA ) ラス ソー ス が 絶品 。 
老舗 だ か ら こそ 手 に 入る 貴重 な 広 
島 邊 の タン は フォ ー ク が 必要 な い 
ぐら い 和 柔 人 か く 、「 口 の 中 で 溶け 
る | 」 と 感動 する ほど 。 肉 汁 あ ふれ 
る ハン バー グ 950 円 も ファ ン 多 し 。 
広島 電鉄 宇品 一 丁目 電 停 徒歩 5 分 。11 
時 ご 13 時 50 分 LO・18 時 一 21 時 30 分 L0、 
月 ( 祝 の 場合 は 翌 ) 価 。 広島 市 南 区 宇品 宮 
幸 5-5-2 092.851・5021 


あか つき * 
| いた り 家 


に 24/7 coffee &roaster 二 ! 
寺 人 ACTUS 広 島 店 


広島 洗 ⑧9 


騰 ヒ レ 肉 と ジャ ガイ モ の トマ ト 抄 「 ス ペッ ツァ 
ティ ー ノ 780 円 と ポン ゴ レ ・ ロ ッ ソ 980 円 。 


天 拓 有 頭 エ ビ な ど 
上 質 な 食材 を 厳選 
し た 料理 を 提供 。 


自家 製 パ スタ を 筆頭 に 
ワイ ン に 合う 料理 が 充実 
生 頑 工房 いた り 家 

で まめ ん こう は う | 
ソム リエ の 資格 を も つっ 店 主 が ワ 
イン に 合う イタ リア 料理 を 提供 。 
自慢 は も ち も ち 食 感 の 自家 製 生 
パス タ 850 円 一 。 3 種類 用 意 す る 
麺 は 1.5mm6.5mm の 太 さ が 選べ 、 
注文 が 入っ て か ら カ ッ ト す る 。 ワ 
イン は 常時 80 一 100 種 類 そ ろ え 、 
食材 の 味 を 大 切 に し た アラ カル 
トメ ニュ ー も 充実 。 
広島 電鉄 宇品 四 丁目 電 佑 徒歩 1 分 。 


ラン チ は 幼児 、 デ ィ ナ ー は 子 ど 
も が 入 店 不可 。 大 人 の み で 落ち 
着い た イタ リア ン を 。 


11 時 45 分 一 13 時 30 分 LO・17 時 45 【 】 ( 
分 ご 21 時 LO、 水 休 。 広 島 市 南 区 宇品 @ 【 】 @ 

神田 5-6-22 [ 】 

人 082・258・3066 


大 人 の 社会 科 見 学 @ 


世 
穫 有 大 人 の 
品 美 り 館 る や ン 中 の 設 度 と の 駿 国 メ 6 
ょ を し い 呈 つ 現 一心 2 は ョ な か ガ 建 弄 で 1 ッ 社 会 科 
SH ID SASIR ES N SM の AT プ La 
当 に 電 が 7 ( に 大 7202i 縛 は デ 
コ 触 ラ 中 静 メ ラ い た 分 き ン 学 作 ン 半 1 し トノ > 多 見 学 ⑩ 
作れ ス か 代 柱 中 二 け く グ ぴ 品 が ぶ そ て い 1 ク の 時 ラ 
選 る に ら ガ 物 作 重 、5ー コ も 上 的 ロ パピ ビ ネ ラ ス 
と を こま 集 ラ 信昌 な これ 見 で ま 体力 マ !1 ij え の 
2 の AOIOIEIGL2 2 2 の 
テ が わら 美 コ 代 | ゃ ご る 楽 を い チ ョ と 運 グ グ 
1 で る れ 術 が ガ が ガ ジ つ ー: * し 通 ろ ツ ッ ] ガ 堂 ラ ジ 
マ き 数 た 館 ラ 第 ラブ 見 詞 園 4 しい クロ ラ す ス 内 し 
に 和 交際 ス 仙 ス へ 2 太 内 を 下る ウス 5 ピ バ 
し ? の 細 が 博 で 作 ゾ プー の が いな 施 パ の 1 ビ 
た 作 で あ 物 き 品 | を の 施 ら 遊 角 設 調 体 全 ズ 1 〈 
ズ 
ニ メ ヽ 
さ さ ! 
【 ビー ズ 博 物 館 】 | 
1 
SS と ププ! や 
の ラス ほ 所 
2 同 晴 
に! ゃ 一 ー 還 | 
【 世 界 現代 ガラ ス 美 術 館 】 半 、 
ビー ズ を あし ら っ た 民族 衣装 な ど 約 200 点 展示 の 「 ビ ー ズ 博物 館 ]」」。 ガ ラス の 歴史 を 知る 外 ら 
こと が で きる 員 重 な 資料 約 100 吉 必 示 の 「 ガ ラス 博物 人 世界 の 下 作 家 や 日 本 の ガラ 
スエ 革 作 家 の 医術 作品 な ど 約 30 吉 展示 の 世界 現代 ガラ ス 美術 錠 」。3 錠 共 骨 1000。 。 
人 
ァ イ ュ 間 


へ 村 の の 麻 衝 称 w 適 お 計 1 の ヤヤ 


iico&CO FLAGSHIP Hiroshima】 便 


を 

・ | ガラ ス 原 料 の 砂 か ら 製造 工 集 
有 Em| 程 ま で こだわ り 、 世 界 一 の 。 め 
品質 で 製造 し た 匠 の 素材 グ る 
ガ 

ラ 


ラス ピー ズ を 主役 に 作り あ 


げた ジ ナ ルブラン ド に 
よる グラ スジ ュ エ リー の 店 


ス 
舗 。 ガ ラス と は 思え な い 質 の 


ラス の オブ ジェ に 、 メ ッ セ 
ー ジ や ふた り の 名 前 や 日 付 
を 刻み 園内 の 庭園 「 恋 人 の 
泉 ] に 設置 する 。 


ビ 
ス 
IN 感 が ポイ ント 。10 時 17 里 
SS 時 。 谷 082・537・1330 は 
和 ゃ も 
剛 カ 
HH 
【 ン ョ ョ ッ プ 以 トロ 】 症 
な ガラ ス の 人 形 、 2 な 
の 食器 、 工 芸 まで 様々 な 『 A 4 
アイ テム を 一 堂 に 取り そ モ 
ろ え て いる 。 中 国 地方 を 流 人 作 
れる 太田 川 を イメ ー ジ し り の ) 
て 作り 上 げた オリ ジ ナル を 
ブラ ンド 「 太 田川 ガラ ス ] 魅 
の グラ ス な ども 販売 。 も 
ーー し 
グラ スハ ー ト は 国内 に 
恋人 の 聖地 】 飾る と 540 円 、 持ち 帰 め 
人 り は 2160 円 る 
園内 で お そろ い の グ ラス を こ 2 複 
作っ た カッ プル は 結ば れる 体 
一 と いっ た 噂 か ら 、 平 成 25 弟 
年 に 「 恋 人 の 聖地 サテ ライ HH 
ト 」 に 選定 。 ハ ー ト 型 の ガ W 史 誠 
H 
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Social studies field trip adult 
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ヾ い ニー 
【 ビー ズ 工 房 】 
トー ホー の ビー ズ と パー ツ を そろ えた ビー ズ 専 門 店 。 ス ワ ロ 
フス キー ビー ズ も 充実 。 子 ども か ら 大 人 まで 幅広 い 世 代 が 夢 
中 に な れる 。 世 界 に ひと つ し か な い オ リ ジ ナ ル 作 品 を 作る こ 
と が で きる 。 


アク セ サ リ ー 作 り 体 験 


1. 用 意 さ れ た ピーズ の 中 か ら 、 自 分 で 決め た テー マ や 色 に 沿っ て 一 個 一 個 ビー 
し 出す の は 、 根 気 の い る 作業 。3. 最 後 は 両端 を 結ん で 完成 。 金具 の 使い 方 や パー ツ の 選び 方 な ど わ か ら な いこ と は 気軽 に 相談 


OK。 制 作 費 は 1 回 324 円 一 所要 時 間 15 分 一 1 時 間 。 


キャ ンド ル 作 り 体 内 


ャ ロ 


1. 最 初 に キャ ンド ル の 中 に 入れ る 、 ガ ラス の 小物 と ビー ズ を : 
まで 幅広 くそ ろう の で 、 テ ー マ を 決め て 選ぶ の が ポイ ント 。 


選ん だ ガラ ス の / 


部 に キャ ンド ル の 記 を 立て て 、 然 し て 溶かし た ジェ ルキ ャ ンド ル を 流し 込ん で 完成 。 制作 費 は 1 回 1404 円 一 。 


【 吹 き ガ ラ ス 工房 】 


芸術 家 に な っ た 気分 で 、 ガ ラ 
ス の コッ プ や ビー ル ジ ョ ッ キ 、 
一 輪 挿し 作り に 挑戦 ! 真っ 赤 
に 溶け た ガラ ス か ら 、 世 界 で た 
っ た ひと つの オリ ジ ナ ル 作 品 
を 作れ る 。 制作 費用 は 1 回 
3780 円 。 所 要 時 間 は 15 一 20 
分 (冷却 期間 が 必要 の た め 、 
成 後 は 後日 発送 (送料 別 〉)。 


TOHO BEADS STYLE ガラ ス の 里 


JR 可 部 線 可 部 駅 か ら 広島 交通 「 大 林 」 
行き 約 15 分 の 「 下 大 林 」 下車 1 分 。10 
時 一 17 時 (ガラ スエ 芸 体験 受付 は 一 16 
時 )※ 当 日 の 受付 状況 に より 、 受 付 時 間 
が 早く 終了 する 場合 あり )、 火 休 ( 祝 ・7 
月 20 日 一 8 月 31 日 は 除く )。 

広島 市 安佐 北 区 大 林 2-12-55 

容 082・818・0414 


き 
い 
Bm 

村 N-JR 可 台 線 


の 社会 科 見 学 @ 
(2 二 7 RG 2 RS 
な 不 も : 2 唯 花 用 思 て 
っ 思 あ 8 。 一 を 心 議 く 
て 議 り 人 や の 約 を の れ 
いな も 0 が ガ ? 刺 部 る 
る 柳 陳 の 万 ラ 6 涼 屋 
IE 25 の 
カ 年 の 0 て や ラ 
53 二 6 前 花 0 < 借 ス 
記 を 曜 上 時 本 れ の の 
に ガ 石 い 計 使 る 迷 城 
IS HE 

7S 本 が KG 

崩 放 祭 陳 閥 全 ラ ワウ 
容 も な 量 定 界 ス ク へ 

| 
二 だ に 錠 さ れ 


セ サ リ ー] は 体 
験 料 540 円 一 。 


ズ を 探し て 糸 に 通す 。 2. お 気に入り の ビー ズ を 探 


小物 は 海 の 生物 や 動物 、 サ ンタ クロ ー ス と いっ た 季節 アイ テム 


小物 と ビー ズ を ケー ス の 中 に 配置 し て いく 。 3. 中 央 
所 要 時 間 は 1 時 間 。 


1. 溶 解 坊 で 湾 け た アメ 状 の ガラ 
ス ( 約 1200 度 ) を パイ プ ( 吹 き 
竿 ) の 先 に 巻き 取り 、 ブ ロー( 空 
気 ) を 吹き 込む 。 冷 えた 段階 で 、 
も う 一 度 ガ ラス を 巻き 取り 、 浦 
れ た 新聞 紙 で 形 を 整え る 。2. 形 
が 整う と 、 息 を 吹き 込ん で ガラ 
ス の 問 の 長 さ 、 幅 を 決め る 。3. 大 
体 の 大 き さ が 決ま っ た 所 で 、 ロ 
元 を 洋 バ シ で くく り 、 位 置 を 決 
め る 。4. そ の 後 、 底 を 平ら に す 
る な ど 工 程 を 繰り 返し て 完 ! 
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大 人 の 社会 科 見 学 @ 


解 で きる よう な わか りや 
すい 展示 内 容 だ 。 見学 コ 施 
ー ス は 、 い ずれ も 要 予 約 


お 
史 み め 多 と わる 
展 焼 ら くい ば よ 
が 2 還 
っ 誠 Y 2 Di 
ほ だ の 答 大 語 を な 短 3 
MG 50 き 復 孝 
き 伝 の 象 つ は 筐 投 2 
お コメ IF 敏 た し 室 
調 好 ヨコ た 了 ゝ 
晶 を > に を る どく と の 1 食 
体 焼い の 信 好 の も 焼 っ 
験 きせ と 素 さ み 人 に け お 
を の の 晴 物 焼 に . 野 好 
通 文 mw 順 ら で る き 食 お 原 み 
( 縛 人 Ri 志和 還 王 お 委 は SS 光 の E 
て や ぉ お が きる る らい ら み ら 因 吉 
お 歴 好 込 を いれ 焼 の き ャ ゴ 
店 さ 
へ 格 に る 焼 か い コ 開 び ぢ 
的 9 " き の る ミ 業 
や 二 73 日 細 ま 線 ( 思 見 ) 細 細 に Eo 支 
k 設 半 た 親 学 オニ 援 と 寺 
技 備 の し コタ ケ 
を を 短 開 め | フ 1 研 さ 
指 便 期 業 る スク レシ 修 ヾ 
US2SS DS ま N 
を 会 設 | ご 意 だ 3 ュ 
EOG 還 っ 
れ 開 も い 提 ょ は 場 共 食 
る 店 実る 供 り いと 有 に 見 
ゃ の 邦人 し ぉ いな で つ て の ) 
ノ " 向 て 好 《 っ きい 知 ーー 
ウッ 本 けい みつ て る て 還 
に 9v 
旨 楽 ケ 
体 
園 し | 
き ゃ 
トコ ゃ 
ク る さ ンジ 
ツン セ テ 
上 39" を | お 好み 地 き の ^ 丸 "、 男 梨 の ・ 和 " を イメ ー ジ し た 、 好 を ヨ 
全 ロ 丸い 外観 が 特徴 。 地球 環境 へ の 思い (Wood) と 、 お 好 み \ 、 
み 焼 き の 卵 (Egg) を 合わ せ て 、「Wood Egg」 と 命 焼 ン 
され た 。 8 
吊 お の 
礎 
更 人 A 
や 
「Wood Egg お 好み 焼 館 」 brd 
で お 好み 焼き の 歴史 と 文 化 み を 
化 を 学ぶ ほか 、 オ タフ クソ を 
ー ス 本 社 工場 で ソー ス を 発 
詰め る 工程 を 無料 で 見 学 信 
で きる 。 小学 生 以上 が 理 す き 


げ 


oe 沙 
くむ 
ン 
7Y 


と 一 
ン 


ー ジ アム 】 【 お 好み 焼き 教室 】 


広 分 に お 好み 焼き 店 が 議 一 般 見 学 コー ス に 広島 
増え て きた 昭和 30 年 代 ュー Im = 人 『 お 好み 焼き 教室 が 付い 
の お 店 を 再現 し た ソー た コー ス も お すす め 。 ホ 
ン も 。 湯 気 が 出 そ う な お ッ ト プ レー ト 使用 と 録 
好み 焼き や 展示 物 か ら 、 板 使用 の 2 コー ス あ る 。 


IN 


し 
レ / 


当時 の 様子 を 体感 し て 対象 年 齢 な どの 条件 が 
みて 。 ある の で 、 詳 し く は HP 
を チェ ッ ク ! 
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Social studies field trip adult 


大 人 の 社会 科 見 学 @ 


yYSv9erY cr (0W TL 


歴史 展 三 デ デ 時 代 を 創っ た ヒス トリ ッ ク カ ー の 展示 と と も に 、1920 年 代 か ら の マツ ダ の 歴史 を 紹介 する 
IT に 小 歴史 展示 。 今 日 に 至る マツ ダ の 歴史 を うか が うこ と が で きる 


と 一 
ン 


ノー ーッ に / Te = ゝ 
【 技 術 展示 】 【 組 み 立 て ライ ン 
車 作 り の プロ セス を 紹介 する の が 、 技術 展示 。 CX-5 が 、 企 画 最終 工程 で ある 、 車 両 組み 立て 作業 を 見 学 で きる 。 エン ジン 搭 
や デザ イン 、 塗 装 、 組 み 立 て な ど 、 様 々 な 過程 を 経て 完成 し 載 や 、 内 装 部 品 の 取り 付け な ど 、 目 の 前 で 車 が 組み 立て られ る 
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ye 本 HH 選 疾 や 司 HNS て ぎ 紗 一 


て いく 様子 を 、 実 物 展 示 と と も に 解説 し て いる 様子 は 迫力 満 点 。 展望 デッキ か ら は 、 マツ ダダ 専用 の 港 も 望め る 
様 前 て が ん < 車 料 術 マ 
5 回 認 3 OS TI の 
は 次 こ 示 マ い き EE ダ 
3 の さ ン 人 に 物 作 の 
圧 と 見 れ 供 に は を り 謀 
巻 車 デ て 勝 6 も 佑 の る 3 
の が コ い ぃ い の 理 も うら プロ 避 
- 組 1 ぁ 本 解 ろ て ロ 1 1 
評 馬 N | 言 み に ス の 物 し ん わ セ タ と 
\ | | の) 清和 細 2 還 の 志和 2( 1 
人 未 芝 松生 2 当 に 下り 主 ま 齋 り 呈 3 当 は 
選 来 (UID E で や IG この 5 
N 所 前 展 と ン 2 清和 2 提 ま す S ン 上 の 
四国 き | | 5 祭 れ 4 ベン 車 / 本 ジラ 財 9 の 
マッ 間 馬 | の SC 5 涼 2NG だ ま 0 に の に ニン 
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毛 先 を カッ ト し な い 製法 で 作る こ だ 
写真 上 ド 「 ロ ハス シリ ー ズ ] 1296 円 わり の 化粧 筆 。 柔 ら か く 細い 毛 先 を 
ー4860 円 。 同 た 下 は 「macaron( マ 残す こと で 、 極 上 の 肌触り と 自然 


カロ ン )」 1 個 5184 
RE 館 を 演出 する こと が で きる 。 ま 


ー ト の ブラ シ な ど 斬 新 で 色 鮮 や か な 
デザ イン の アイ テム は 、 楽 し さや 驚 
き と い っ た 付加 価値 を 加え 、 毎 日 の 
メイ ク に ワク ワク 感 を も た ら す ほど 


上 か ら 順 に 「 バ パウダー プラ シ SS1-1」 1 万 
創業 より 60 年 と 歴史 ある 熊野 筆 2350 円 、「 バ パウダ ー ブ ラ シ SS1-2」 9770 
の 老舗 メー カー。 中 国 、 ロ シア 、 
さら に は ヨー ロッ パ な ど 世 界 各地 
か ら 厳 選 さ れ た 素材 を 用 い 、 卓 越 
し た 技 を も つ 筆 司 と 、 熟 練 の 職人 


嘩 づき 】 


\ 
ノ 


エク 
に より ー つ ひと ー 及 精 込め て 作ら 革 
れる 化粧 筆 。 そ の 品質 は 、 国 内 外 
の 多く の 一 流 ブ ラン ド が 認め る ほ 
ど 。 自 分 の 肌 で 実感 し た い , ーー 
素材 の よさ に こだわ っ た オリ ジ ナ ル 熊 
野 筆 「SmartSwing シ リー ズ ] と 化粧 
筆 薬 者 6 社 よ り セ レク ト し た 化粧 筆 を 
3 中 心 に 、 伝 統 工 芸 制 作 の 書 筆 や 絵 手 
2000 円 。 同右 紙 用 筆 、 絵 画 用 筆 の セッ ト を 取り そろ 
は 「 甘 絵 シ リー え 。 ま た 、 専 属 メ イク アド バイ ザー が 
ズ MK-1] 1 基本 的 な 筆 の 使い 方 か ら 、 悩 み に 合わ 
還 万 7280 円 


せ た ア ドバイ ス も 。 


JR 山陽 本 線 ・ 芸 備 線 広島 駅 南口 徒歩 すぐ 

10 時 一 21 時 、 無休 。 広島 市 南 区 松原 町 2-37 
JR 広島 駅 ASSE5F 

合 082-568・5822 
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元祖 せん じ 肉 


デリ カミ ー ト 和 有 福 [広島 市] 

豚 の ホル モン を 油 で 揚げ て 干し 、 塩 で 味付け し た 、 知 る 
人 知る 広島 の 珍味 。 噛め ば 購 お ほど 味わい が 増す 、 酒 
の アテ に ビッ タリ の 一 品 。 圭 後 、 広島 市 内 の 内 屋 や 食堂 


で 作ら れ た の が 始ま り と か 。 そ の まま 食べ て も 、 炒 め 物 
に 使っ て も お いし い 。500 円 (通販 価格 )。 


山陽 本 線 沿線 駅 KIOSK、 広島 市 内 ボ プ ラ 全店 ほか で 販売 
谷 082・276・2700 (人 6 
F 


広島 みや げ の 定番 と いえ ば 、 も み じ 候 頭 。 で も それ だ 
け じ ゃ な いん で す ! 隠れ た 銘菓 か ら 、 お 洒 と 相性 抜 
群 の お つま み 系 まで 、 イ チ 押 し の 一 品 を ご 紹介 。 近頃 
勢 い の あ る 、 相 橘 を 使っ た お みや げ も 集め まし た 。 


川 通り 餅 
人 屋 【 広 人 市 ] 93 カー プ 勝 つ !! 
川 通り 餅 の CM を 知ら な い 広島 っ 子 は いな い は 。 つと 鯉 党 の 必携 お や つ 
ず 人 7 し っ と り と 先 ら か い 上 質 の 求 必中 に クー 1 | 
ルミ の 食 成 が アク セン ト に な っ た 、 広 島 を 代表 で N 
する 銘 某 の ひと つ 。7 個 入り 340 円 と 値段 も 。 り てこ 。 
リー ズ ナ ブル で 、 た くさ ん 還る と きも 音 ば れる 。 バ 
JR 広島 駅 ほか で 販売 SN ク 
会 082・261・4141 朴 rd 

な と 

口 食 

SL 

定 


すぐ る [ 呉 市 ] 


魚の すり 身 と イカ の 粉末 を 
ミッ クス し 、 衣 を 付け て 揚げ 
た カツ フラ イ 。 お 好み ソー ス 
味 で 、 お つま み に も 最適 な 駄 
菓子 系 お や つ 。 小 分 け に な っ 
て いる の で 、 ば ら ま き 系 の お 
みや げに も お すす め 。 今 日 の 
カー プ も 勝っ ち 勝ち ! 16 枚 
入り 630 円 (税別 )。 

JR 広島 駅 ほか で 販売 

合 0823・72-9225 


き | 


広島 菜 漬 が 華 記 に 変身 』 
歯応え と 香り に うっ 


ちまき な 

炎 菜 「 わ か みず 」 

山 豊 [広島 市 ] 

3 

高 葉 、 野沢 薬 と 並び 日 本 三 大 漬 菜 の ひ と 

つと し て 知ら れる 、 広 島 菜 漬 。 標 菜 「 わ 

か みず ] は 、 国 産 の ワラ ビ と カン ビョウ 
を 、 広 島 菜 で 巻い た も の 。 ほ か に 柴 漬け 
を 巻い た も の な ど が ある 。 目 に も 美しい 
手間 隙 か けた 一 品 。 全 7 種 各 540 円 ( ち ー 

デア ず 乏 菜 は 756 円 )。 
ロ ひろ し ま 夢 ぶら ざ (MAPPP13) な ど で 販 売 
会 082・848・7778 


も み じ 銀 頭 の お 洒 
中 国 本 造 [日 市 市 ] 


も み じ 急 頭 の や さ し い 味わい を 、 そ の まま リキ ュー 
ル で 表現 し た アイ ディ ア 商 品 。 牛乳 で 割っ た り 、 か 
き 氷 に か けた り 、 ア イデ ィ ア 次 第 で レシ ピ は 無限 
大 ! こし 錠 味 の ほか 、 ク リー ム 、 チ ョ コレ ー ト 、 
抹茶 味 と ライ ン ナ ッ プ も 豊富 。360ml 各 1080 円 。 
広島 市 内 百貨 店 ほか で 販売 

谷 0829・32・2111 


休 
* ぐ で 
も 
便 
え 
る 
万 
能 
出 
汗 


党 半 衣 デ 吾 芋 ③ マ テイ 茅 


*・ の 


炭火 焼 の アゴ (トビウオ) と 昆布 が まる ご と 
入っ て いる 、 上 驚き の 調味 料 。 ボ トル の 中 で 
寝かせ る こと で 、 独 特 の 旨味 が 増す と か 。 自 
動 販売 機 で 売る と いう 、 販 売 方 法 も ひと 味 
違っ て お も し ろ い 。 見 つけ た ら 買 い の イ ン 
パク ト み や げ 。500ml650 円 。 

広島 県 内 設置 の 自動 販売 機 に て 販売 

全 0823・57・6575 


は っ さく 大 福 
も ち 齋 子 の か し は ら [広島 市 ] 


ハッ サク 発祥 の 地 、 尾道 市 因島 で 生ま れ 
た フル ー ツ 大 福 。 きれ い に む いた ハッ サ 
ク の 果実 を 、 白 錠 と ミカ ン の 皮 を 練り 込 
ん だ 峡 で 包ん で いる 。 さ っ ぱり と し た 甘 
さ の 館 と フレ ッシュ な ハッ サク の 相性 が 
抜群 。 そ の ジュ ー シ ー さ は 、 一 度 食べ る 
と や みつ き に な る 。1 個 150 円 。 

「 も ち 菓 子 の か し は ら 」 本 店 、 広 島 駅 2 
階 「 お みや げ 街 道 ] ほか で 販売 

谷 082・208・2236 


イカ 天瀬 戸 内 れもん 味 
まる か 食品 [尾道 市 ] 


イカ 天 の 生 産 工場 が 全国 で 一 番 多 い 広 島 
県 。 その まま 食べ た り 、 お 好み 焼き に 入れ 
た り と 何 に で も 使え る 万 能 選手 だ 。 そん な 
イカ 天 と 瀬戸 内 レモ ン が コラ ボ し た 奇跡 
の スナ ッ ク 。 レモ ン の 爽やか な 旨味 に 、 つ 
いつ い 手 が 伸 びちゃ う 。90g324 円 

JR 広島 駅 、 尾 道 駅 ほか で 販売 


全 0848・48・5585 SN / 
レ 瀬 甘 


ヾ 中 で ご 先 Ok 


ツー ご 4S 層 対 
(r 当 き さ へ 史 人 へ 


広島 銘菓 プ ま た き て 四角 
西洋 各 子 無花果 広島 市 ] 


日 本 一 の 生産 量 を 誇る 、 瀬 戸田 の エコ レモ ン を 丸 
ご と 使用 。 レ モン 果汁 入り の 生地 を 専用 の 型 で 焼き 、 
レモ ン シ ロ ッ プ で コー ティ ング し た オリ ジ ナ ルケ 
ー キ 。 表面 に あし ら わ れ た 刻み レモ ン が アク セン 
の 上 に な っ て いる 。 3 個 入り 1300 円 。 

本 店 、 福 屋 各店 、 広 島 空港 ショ ッ プ な ど で 販 売 。 
石 082.922・2080. 


写 品 1 バ き 広 
ろ る | を | 上 ル || る | 洗 | 貞 
0 軸 味 め 内 軸 Hiroshima city 
も し | の | いい | れ | に 
お 汗 ーー ぶ 3 あ 
す | 後 |ml ぁ | 人 芸 |5 <〈 座 島 市 内 
す | は を ) | 術 | な 
| の | き | さ | る |# 
ん ご を ボ ら 《 
| 月!|8 美術 館 巡 り 
り ェ 用 回 の 
み | も & | す | 便 | 忠 
フ | 証 | れ | 利 | 憶 Museum rufse 
テ | 能 ば な を 5 
浴 6 ヽ 循 | 忘 
《 く | 作 | アァ | 環 | れ 


幅広 い 分 野 の 作品 を 収集 展示 する 
広島 市 現代 美術 館 


広島 市 内 を 見 わた す 、 緑 豊か な 公園 内 
に 位置 する 美術 館 。 現代 美術 を 専門 に 
扱う 公立 美術 館 の 先駆 け と し て 、 平 成 
元 年 に 開館 し 、 独 自 の テー マ で 、 様 々 
な 現代 美術 作品 を 紹介 する 。 優 れ た 現 
代 美 術 作 品 を 収集 保存 する ほか 、 講 演 
会 や ワー クシ ョ ッ プ な ど 、 多 彩 な プロ 
グラ ム で 現代 美術 の 魅力 を 伝え て いる 。 


- ス る 


古代 ヨー ロッ パ の 広場 を 思わ せる アプ ロー チ プ ラ ザ に 、 日 本 の 
吉 を 連想 させ る 三角 屋 根 の 外観 。 建 筑 設 計 は 黒川 紀章 氏 。 


広島 電鉄 比治山 下 電 停 徒歩 5 分 。 10 時 一 
17 時 (19 時 まで 開館 延長 日 あり 、 入館 は 
閉館 30 分 前 まで )、 月 ( 祝 ・8 月 6 日 の 場 
合 は 翌 平 日 ) 休 。 入館 料 370 円 (特別 展 は 
別 料 金 )。 広島 市 南 区 比治山 公園 1-1 
容 082・264・1121 


全長 207.4m 


の 立体 遊歩 道 
「 カ フェ 朝日 玖 琲 サロ ン | 内 


「 比 治山 スカ 
| に < 且 な 生 で は 、 窓 越し に 見 える ー 

全 補 きも 要 お た 攻 木々 の 可 を 葛 で な が ら 、 1 

ゃ 在 主 の か 前 伝 る こ て 共和 憶 で の ひと と き を 。 m を 、 楽々 移 

人 守 こり を まぁ そく 動 する こと が 
(2 る は ェ で きる 。 

1 伝 穫 と 介 多 る 々 直り れれ が 島 

ラッ え た の 日 窒 く の な 介 作 5 市 

ク て 見 に 征 記 い 現 す 証 プア 内 

シン いせ 美 作 蔵 フ っ 代 る 問 1 日 中 

も ぁ 方 術 加 す ラ 美 3 が ト 党 心 ヒジ ャ マネ コ (ぬい ぐる 

介 ゃ で 館 に ぁ る ン 術 つ あ の の 部 み バ ッ ジ )。 安部 博 氏 

設 ま ヽ いと 比 & ち ス の の る 世 喧 に に よる アー ティ スト グ 

し た そい 重 の 印 楽 美 " 界 駿 あ ッ ズ 。 各 1080 由 。 

て ` の っ を \ 象 し 術 を へ を り 

お カ 魅 て 置 広 派 み 館 れ と 忘 な 
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前 庭 に ある ビ カ ン の 子息 か ら 贈ら れ た マロ ニ エ の 木 や 、 
全国 か ら 集 め ら れ た 中 庭 の モミ ジ な ども 見 どこ ろ 。 


1 階 は 、 美術 図書 を 自由 に 閲覧 で 


きる 図書 室 な ど 、 誰 で も くつ ろ げ 
る フリ ー ゾ ー ン と な っ て いる 。 


広島 ゆか り の 作品 が を ろう 
中 国 地方 初 の 公立 美術 館 と し て 、 
昭和 43 年 に 開館 。 広 島 県 に ゆか り 
の ある 画家 の 作品 や 、 ア ジア の 工芸 
品 、1920 年 代 -1930 年 代 の 美術 
作品 な ど を テー マ に 、4500 点 以上 
を 所 蔵 し て いる 。 国 の 名 勝 に 指定 さ 
れ て いる 「 締 景 園 ]( 入 園 料 別途 ) と 
隣接 し て いる た め 、 美 術 鑑賞 と 四季 
折々 の 景色 も 楽し め る 。 


N 


思 


人 EoY Ti 
紙屋 困 西 。 広 電 本 
ar 


「 レ スト ラン Zona ITALIA in 
Centro」。 縮 景 園 の 景色 を 眺め 
な が ら 、 イ タリ ア 直 輸入 の 笑 少 
ワイ ン や 無 農薬 野 葉 な ど 、 こ だ 
わり の 食材 を 用 いた 料理 を い 
た だ ける 。 


広島 名 物 の お 好み 焼 
き の ヘ ラ 、 宮 島 の し 
じ を か た どっ た 
ジ ナ ルキ ー ホ ル 
ダー。 各 350 円 。 


バリ アフ リー に も 配慮 され た 館 
内 。 カフ ェ で は 、 中 庭 を 眺め な が 
ら 軽 食 を いた だ く こ と も で きる 。 


フラ ンス の 近代 美術 を 
数 多く 所 蔵 


復 肉 の 道 を 歩む な な か で 、「 愛 と や 
すら ぎの た め に 」 を テー マ に 昭 
和 53 年 開館 。 モ ネ や ルノワール 、 
ゴッホ な ど 、 印 象 派 を 中 心 と し 
た フラ ンス 近代 美術 と 、 日 本 洋 
画 や 日 本 画 な どの 日 本 近代 美術 
コレ クシ ョ ン 約 300 点 を 所 蔵 。 
本 館 で は 、 フ ラン ス 近 代 美 術 を 
常時 約 90 点 展示 し て いる 。 毎月 
第 2 土曜 に は 、 コ ン サ ー ト や 学芸 
員 に よる トー ク も 。 


携 ト ッ 
や 
ほお 
ン 
て し 
は て す 1 
い ト 
0 ポ 
08 3 
S ト ど 
の の 
世 イ 
界 べ 
を ン 


哲 を 描い た 壁面 が 
特徴 的 な 展示 室 。 


払 呈 


左 : 紀 の 黒 独 キ ュー ピー 

(ゴッホ 「 ド ー ビ ニ ー の 庭 」 参考 ) 
右 : ペガサス キュ ー ピ ー 

(ルド ン 「 ペ ガサ ス 、 岩 上 の 馬 ] 参考 ) 
各 648 円 。 


電 停 の 目 の 前 に あり 、 ア クセ ス も 便利 。 


自動 
縮 
縮 景 園 前 
内 
電  ⑤ 
拓 南 通 り 折 | 広島 学 較 
綿 以 本 場 


に て 辺 の に り 
あ も の 草 も ` 
ょ る ら 景 木 う の 
FE こい 色 を っ ん 
と た に 憂 て び 
も いも で つり 
あ の た あな と 
全 は と と 所 時 
部 比 も の * 間 
を 較 日 で 四 を 
錠前 を き 季 財 
っ 近 向 る 折 ご 
て 場 け 周 々 す 


ぐ ィ 々 婦 み か の 


N 
S 
や 
N 
に 3 
ミ 
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護 下 史記 拉 や 9 誤 器 末 ・ 知 芝 せ " 
写る" 定 ぐ 軸 つつ し 某 人 る ぐ G で り m? 
Pro 詳 選 年 定め や ざ つ 全 ン S 出 記号 赴 憧 球 全 倫 っ " 


畔 押 り 震央 雷 款 め 舞 所 つら xo? 


WS 詞 下 で や べ さ 8 末 ぐ 羽 史 。 宇 め 。 編 7 
購 留 負わ 宮 会 ぐ 。 線 問 重合 宮 県 べく 豆 宮 給 の" 


営 つ ほ で 婁 穫 S 誠 補っ GS 所 定 く 記 才 還 っ や っ ne? 


所 人 脆 つ pp 誠 避 的 po 抽 備 ロ 当 で で 


人 SG 吉富 著 地 つの 理 や yeWG 敵 り 全 。 缶 * 


坦 で るり 所 父 会 幸吉 つ 玉 衣 つ っ 借 称 
留 OQ りつ 公 の se 中 7 
央 連 G 衣 洪 く / WS 所 全 ち mn 


ーー WEU 


暫 ぐ 表 往 己 己 天 や 性 っ 人 ao 
末 守 G 握 下品" wG 天 7 ぐ -p。 知 下 口 突 人 る ぐ づ ^ m 放 
り G 現 芝 抱 裕 の 密 滞 で 守 コ 所 坦 ト リュ ー つ の 缶 正 宗 


に いこ? 宮守 叶 き (一 の の に) コ 三 容 ぐ Q 電 会 油 理 く 濃 yeN 9 ユ 


we 


藤 G 画 ・ 男 環 G 例 堅 口 
& 音 
H 

加 坦 表意 経世 ロン 


王后 蔽 口 富澤 り 写 くぐり 表 ン ー/ 
昼 強 り 泊 粘 定 を や さら 避 司 罰 の 


誠 憶 誠 (的 G 区 守 ) G 生 実 全 問 天 一 w 選 ー 過 へ 聖 攻 や 有 己 つ " uo 
中 る 臣 D 滞 本 弄 ん G 党 圭 p 下 で vp 豆 選 ホ や 各層 て 索 " 宙 叶 


PS) 詞 で だ 計 証 らき (一 の ゃ ー) 己 S 滋 守 で つめ 宗 二 つの 懲 め 側 で 
江 只 所 半 理 葉 個 容 記 ( 旨 人 や wo 遂に 折 / SO ら 守 ね ン で GS 


寺 く ぐ 交 早 詞 公 | 本 の 要 お" y し 塵 率 ロ は い ン で で PS で 7 


GS" 鹿足 に 計 ( コ の ざ の ) 泡 嘩 只 EJ に ぐだ そく だ OK に): きい と も ご 
半 析 の ポ ン AQ KK ポト 一 室 料 区 』 Mu g 公 「 知 憶 ロ 」 っ 直人 wo コ の 根 天 い ウン So 抱 S4S 近 
時 で 季 還 競 の 手 の 7 本 m り @ 下 SS 涯 p 攻 裕人 の 生計 ロ 人 / 拓 宮口 2 
款 の 上 電 生生 向 本 り 縮 で ねらう 』 
9 
半 人 RG くね 人 かつ GS 稚 ン 和 近 つく さり? 1 Q 〇 、 
- 二 Ss ト 
< 1 。 
< は 且 
+G で 
ト 提 革 
瑞 1 
4 誰 
いよ 】 押 つ 
まさ Li 


し 


冷め て も 美味 な 


の 
明治 34 年 (1901) 創業 の あな ご めし の 老舗 。 アナ ゴ の 骨 で 
JR 山陽 本 線 宮島 口 駅 徒歩 2 分 。10 時 一 19 時 (弁当 は 9 時 一)、 


と っ た 出汁 で 炊く ご 飯 に 、 旨味 が 凝縮 し た タレ で 焼い た ア 


ナ ゴ が 隙間 な く 並ぶ 。 


駅 欠 、 あ な 


マズ 
き 
四 
Q 
@ 。 
だ 包 全 
臣 党 や ミニ 
6 。 人 6 人 千 て 
a き 湯 還 8 < 人 
eS (S ズ ド も き 
年 一 ーー リ J 内 
| UW 痢 時 全 呈 
計 つ マッ 
ユミ 手 で 低 
3 ES) 1 合 F] 
RG $ に き 
ド に 昌 - ま 
き 島 5 
に を じ K え 3 


谷 0829・56・0006 
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[ 】 ム 
宮島 きん ぽ ト 】 / 
@ 日 常 使い で き 大 
る 箸置き な ど 
人 の は 、 お みや げ と 。 
1 階 で は 、 広 島 在住 の 作家 の @ し て も 人 気 。 3 
作品 や 広島 の 名 産品 な ど を 
取り 扱っ て いる 。 信 wu 
@ 


ー つ ひと つの 風合い や 色 合 
い が 異 な る 宮島 焼 。 ビア マグ 


の 
@ 
の 
の 
ゆっ た り くっ 語る 科 財 
隠れ 家 交 古本 カフ ェ 
みや じ ま ぐ ちの 
想い 出 shop epilo 
6 で 。 ショッ プ En 
古本 図書 館 と ギャ ラリ ー、 カ フ 
ゅ ェ を 併設 する セレ クト ショ ッ 
プ 。 ゆ っ た り と し た 時 間 が 流れ 
島 駅 る 2 階 は 、 古 本 や 雑誌 、 お いし 
| い コ ー ヒ ー や こだわ り の ビー ル 守り が 始ま り の 宮 鳥 焼 @ 
な ど が 楽し め る カフ ェ ス ペー ス 。 を ュ 
E を 超え る る 窯元 
内 注文 を 受け て か ら 豆 を 挽き ドリ 年 を 超え る 由緒 ある 拒 元 @ 
日 還 | ッ プ する 好評 の ブレ ンド コー ヒ 川原 厳 栄 堂 @ 
L】 広和 宮島 ガー デン | ー500 円 は 、 プ ラス 3 0 0 円 で WAKO 
ャ 生 | n 丁 日本 月 替わり の ケー キ セ ッ ト に する 且 島 神社 御用 察 と し て 伝統 ある 窯元 。 問 ロ が 広く 気軽 に 立ち 電 
〆 宮島 フェ リー こと も 可能 。 れる 究 囲 気 の 店 内 に は 、 丈夫 で 実用 的 な 宮島 焼 が 並ぶ 。 職人 さ 講 
の M e ービス が s 不要 ・ 無 料 
/g [ 昌光 サー ビス 隊員 2 人 0 ん が 作 華 す る 工房 も 人 設 し て お り 見 学 (予約 不要 ・ 無 料 ) も 可 
〆 川原 央 栄 党 | 時 18 時 ( 土 ・ 日 ・ 祝 は 一 19 時) 、 能 。 気軽 に 絵付 け 体験 ( 要 予 約 ・ 有 料 ) も で き 、 自 分 だ け の オリ 
あな ご めし うえ の 加 不定 休 。 市 市 宮島 口 1-5-11 あ な ジ ナ ル の 器 を 作る こと が で きる 。 詳細 は 電話 に て お 問合せ を 。 
の ] ご めし うえ の 内 3 | 
CE2 ら の 当 806 | 盆 080・3879・0016 SN 9 時 一 19 時 、 無 休 。 廿 日 市 市 宮島 口 1 
ーー "| な 0829・56・0238 
大 鳥居 に 最 接近 する JR 宮島 航路 
JR 西日本 宮島 フェ リー 
に し に Ba ん みや し ま 
JR 宮島 品 機 橋 か ら 、 世 界 半 産 の 「 安 芸 の 宮島 ] まで 約 2km の 海上 『 
を 10 分 で 結ぶ JR 宮島 フェ リー。 宮 島 口 を 毎朝 6 時 25 分 に 出発 し 、 回 
帰り は 宮島 発 22 時 14 分 の 便 まで 時 間 帯 に よっ て は 10 一 15 分 間隔 E し て 運航 し ます 


で 運航 。 特に 宮島 口 を 9 時 か ら 16 時 に か け て 出発 する 便 は 、 大 島 居 
沖 を 経由 し 海 か ら 大 鳥居 と 態 島 神社 を 正面 か ら 見 る こと が で きる 。 


を JR 山陽 本 線 宮島 口 駅 徒歩 6 分 。 乗 般 料 180 円 。 無休 。 廿日市 市 宮島 口 1-11-5 ame 5* 
人 で 0829・56・2045 http://wwwjrmiyajimaferry.co.jp/ に 


瀬戸 内 海 汽船 「 広 島 ペイ クル ー ズ 銀河 」 

広島 港 を 発 落し て 、 宮 島 を 訪れ る 瀬戸 内 海 汽船 の クル ー ジ ング レス トラ ン 。 お すす め は 
四季 折々 に 移り 変わ る 瀬戸 の 島々 、 そ の 日 ご と に 違う 表情 を 見 せる 海 、 そ し て 銀河 シェ 
フ 自 慢 の コー ス 料 理 を 楽し みな が ら 、 世 界 人 遺産 「 虐 島 神社 ] の 島 、" 宮 島 " へ 向かう 「 銀 
河 ラ ンチ クル ー ズ 」。 宮 島 の 上 陸 観 光 を 楽し め る 「 宮 島 日 帰り バッ ク プ ラン | も ある 。 


宮島 典 島 神社 の 大 
鳥居 沖 で 船 を 停泊 
させ て の デッキ タ 


広島 港 発着 。 ラ ンチ クル ー ズ 6000 円 一 
( 要 予 約 。 前 日 まで に 電話 予約 


荘 炭 な 世界 造 産 を 海上 か 


ら 間 近 で 観賞 。 いつ も の 革 また は イン ター ネッ ト 予 約 )。 月 ・ 火 休 。 イム も 。 船上 か ら 
め と は また ひと 味 も 培 っ 人 082・255・3344 の 参拝 や 記 信 提 影 
た 容 囲 気 を 感じ あこ と が も 楽し め る 。 


早生 の 性 http://ginga-Cruise.Com/ 
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上 厳 島 神社 


いつ くし まじ ん じゃ 
宮島 機 橋 徒歩 15 分 。 
6 時 30 分 18 時 


(季節 に より 変動 あり )、 


無休 。 拝観 料 300 円 。 
廿日市 市 宮島 町 1-1。 


容 0829・44・2020 


鹿 寺 


き 


いい 


rr 中 画 


て 受 さ 避 吉 一 3 > 時 受 


売 堂 


: 惹 補 


座 革 さて mr 
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「 
H 


隅 箇 聞 吐 い Oket で て 準 


く 
よ 
り 
碑 
々 
た 
く 
区 
朋 
の 
i 肖 


海 、 朱 色 の 社 典 、 緑 、 青 い 空 が 織り な す 絶妙 な コン トラ スト 


ろか い 有 舟 

「 ろ か い 舟 ] と は 、 梅 と 後 だ け で 進む 趣 の ある 狂 の こと 。 石 
鳥居 の 近く に 乗船 場 が あり 、 小 舟 に 乗っ て 宮島 沖 を 周遊 す 
る 。 舟 上 で は 、 案 内 人 に よる 詳し い 解 説 や 絶好 の 撮影 ボイン 
ト で の 撮影 タイ ム な ど 。1 周 に か か る 時 間 は 20 分 程度 。 滞 島 エン ジン を 使わ 


Eo co な い 舟 な の で 、 潮 
神社 を 海 か ら 眺 め ら れる の が 釣 力 だ 


宮島 機 橋 徒 歩 12 分 。10 時 一 16 時 の 満潮 時 前 後 (3 月 一 11 月 )、 を 感じ られ る 。 当 
悪天候 、 湖 位 が 低い 時 休 。800 円 (GW な どの 大 型 連休 中 は 1000 円 ) 日 の 天候 次 第 で 
廿日市 市 宮島 町 御笠 浜 (集合 場所 ) 運航 が 変わ る 。 予 
会 0829・78・1419( 宮 島 遊覧 観光 ) 約 は 不要 


ふじ た や 
閑静 な 住宅 地 に 佑 む 、 明 治 時 代 加 
ら 四 代 続く アナ ゴ 料 理 の 老舗 。。 看 
板 メ ニュ ー の あな ご めし 2300 円 
は 、 注 文 が 入っ て か ら ア ナ ゴ を 甘辛 
い タ レ を つけ て ふっ く 須 焼き 上 げ 
る 。 近海 産 の 脂 の の っ た アナ ゴ 、 広 
島 県 高野 町 産 の 米 、 秘 伝 の タレ が 
一 体 に な っ た 絶品 あな ご め 
文 が 入っ て が め ゅ 、 器 を 競 々 
出し て くる の も うれ し い 心 


この 看板 が 目印 。 店 内 は 、 木 に 
こだわ り 、 落 ち 着 ける 空間 に な 
っ て いる 


宮島 機 橋 徒 歩 15 分 。11 時 一 
17 時 、 不 定休 。 廿日市 市 宮島 町 
125-2 
合 0829・44・0151 


モミ ジ の 形 に 鳥居 
が 特徴 的 1 な も み 
じまん アイ スモ ナ 
カ 。 味 は バニ ラ と 
抹茶 各 300 円 。 


平野 屋 


ひら の や 
外 は パリ ッ と 、 見 た 目 ふっ くら 、 厳 選 さ れ た アイ ス と 粒 餌 が ぎっ し 
り 詰 まっ た も み じ ま ん アイ スモ ナカ は 絶品 。 賊 島 神 社 の 出口 か ら 徒 
歩 1 分 に ある この 店 限定 、 宮 島 の 新 名 物 だ 。 ま た 、 夏 に 向け て 登 


場 する ふわ ふわ 水 も 、 期 待 で きる こと 間違い な し 。 
ジ ナ ル の お みや げ も 豊富 に 取り そろ える 。 
宮島 欄 橋 徒歩 13 分 。9 時 一 18 時 、 不 定休 


二日市 市 宮島 町 112 
谷 0829・44・0399 


店 内 に は 、 オリ 


次 


神 
社 辺 
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り 宝 


oe が いき 居 選 
財 寺 こす る やす 
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mr 
ささ 名 人 避 必 S ぶ 。 
球 泊 大 SWE 隔 る 送 
る rm 
欠 


を)】 


内 


デ さ 区 Se 史 
偽 寺 奪い ゆ て ひ 葛 r 


EN 
3 


トー 


みや じ ま は ん が 


ざ は 十 忌 源 裕 ③ ぶ 。 ぬ と さび 


c 計 者 証 薄 史 琶 語 寺 , 


に 】 


ビ 帯 mr 々 陸軍 


へ 弟 由 吾 で ご この 


大 願 寺 近く の 表通り を 1 本 入っ た 路地 に 立つ 、 古 民 
家 を 改装 し た お 店 。 パ ラフ ィ ン 加 工 し た 国内 産 9 号 の 


帆布 と 、 オ ー ガ 


ニッ クコ ッ ト ン で 紡い だ 6 号 の 帆布 を 


主 に 使用 し 製作 する バッ グ や 化粧 ポー チ な どの 小物 
まで 日 常 使い で きる アイ テム が 充実 し て いる 。 こ こ 
で し か 手 に 入ら な い の で 、 ま ず は お 店 に 寄っ て みて 。 


で と うち 
瀬戸 内 グリ ル 
じ ば ぱん ぐ 
大 聖 院 へ 向かう 小路 の 交差 点 
そば に 店 を 構え る この 店 は 、 
平成 25 年 12 月 に 誕生 し た 新 
店 。 昼 は 宮島 名 物 の アナ ゴ や 
カ 着 を 中 心 と し た メニ ュー 
(テイ クア ウ K の み ) 、 夜 は 居 
酒屋 と し て 利用 で きる 。』 語 軽 
に 宮島 名 物 を 楽し ん で ほし 
い 」 と いう 店 主 の 思い どおり 
地元 の 人 々 や 素泊まり の 観光 
客 に 愛さ れる お 店 だ 。 
宮島 機 橋 徒 歩 17 分 。 
11 時 一 16 時 ・18 時 22 時 、 不定 


休 。 廿日市 市 宮島 町 中 江 町 306-1 
会 070・5524・3191 


n 党 境 記 土生 条 


お 化粧 ポー チ (1800 
ー2200 円 )、 ブ ッ ク カ 
バー(12501500 
円 ) な ど 品ぞろえ は 変 
化す る の で 、 何 度 も 足 
を 運ん で ほし い 。 


宮島 機 橋 徒歩 15 分 。10 時 一 
18 時 、 不定 休 。 廿日市 市 宮島 町 
久保 町 290 
人 な 0829・44・0788 


穴子 の 天ぷら 1 本 520 
円 ガー リッ クボ テト 
450 円 。 昼 は 8 種類 、 夜 
は 30 種 類 の メニ 語 一 が 
あり 、 ビ ー ル や 広島 の 
地酒 と 楽し め る 。 
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| ぁ | の | ヒ 
| て | 高 | 1 
は る | や 


し 春 夏 限定 エス プレ 


ーッ ン シ ロ ッ プ が 風 
| | 味 箇 か な フロ ー ズ 
* ーー ンカ フェ ラッ テ 500 
7 円 。 自家 製 ビス コ 
呈 ティ も 楽し め る 


宮島 サイ ダー530 
円 は 、 甘 すぎ ず 後 
味 さ っ ぱり 。 ま た 、 
ケー キ セ ッ ト (1 ド 
リン ク 付 き )850 円 
も 好評 。 喫 煙 可 


で | 店 | 宣 
き ゃ や | 島 
る ・ | に 
ヵ | 海 | は 
プ を さ 
ェ | 眺 | 古 
が め MM 
点 な | 町 

EE| が | 家 
全 | る | を 
そ を | の 1 改 
こ | ん | 装 
で や び し 
飲 | り | た 


開放 感 あ ふれ る 店 内 で 、 
気軽 に お いし い コ ー ヒ ー を 
伊都 岐 珈琲 


宮島 で 唯一 自家 煎 コー ヒー を 提 
供する 『 伊 都 岐 ] が 、 平 成 26 年 3 
月 に 新た に オー プン させ た の が 、 
「 伊 都 岐 珈琲 ]。 木 目 調 で 統一 され 
た 店 内 は 、 シ ンプ ル で 落ち 着け る 空 
間 だ 。 テイ クア ウト し 、 コー ヒー 片 
手 に お 散歩 も お すす め 。 お みや げ と 
じ て 、、 ド リッ プ コ ー ヒ ー1 パ ッ ク 5 
00 円 が 気軽 に 購入 で きる の も うれ 
し い 

人 宮島 欄 橋 徒歩 13 分 。11 時 一 19 時 、 不 
定休 廿日市 市 宮島 町 420 


潮風 感じ る くつ ろ ぎ 空間 。 
シー サイ ドカ フェ テラ ス 


ひめ あか り 


『 錦 水 館 』 内 に ある カフ ェ 。 海岸 通 
り に 面 す る エン トラ ンス か ら 、 気軽 
に 立ち 寄れ る 。 新 発売 の 宮島 プリ ン 
320 円 は 、 地 元 の 食材 に こだわ っ 
た 絶品 スイ ー ツ 。 ソ ー ス は 2 種 あ 
り 、 甘 み と 酸味 の パラ ンス が 絶妙 。 
食べ 進め る と 思わ ず 笑 顔 が 出 て く 
る 仕掛 けが あり 、 ぜ ひ 食 し て みた い 
一 品 だ 。 

や 宮島 村橋 徒 歩 5 分 

7 時 一 22 時 、 不 定休 


廿日市 市 宮島 町 1133( 鐘 水 館 内 ) 
合 0829・44-2131 


| き 爺 | 紅葉 堂 弐番 屋 (人 ロ 
錦 水 館 一 は に ン シ で 
9 さま パン エ 房 SH 衣 
ーー 牡 屋 
2 が いあ ーー 焼 が き の は や し 
La 久保 田 
伊都 岐 琲 


Cafe Lente 
まる か ふ ぇ 
宮 委 水族館 ・・ * 相 


宮島 帆布 
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瀬戸 内 グリ ル じ ば ん ぐ 
の 呈 B 
o 2oom 平野 屋 


Miyajima Cafe 
Selection 


入り 口 付 近 の スペ ー ス で 
は 、 柳 子 な どの 伝統 工芸 
品 は も ちろ ん 、 島 在住 作 
家 に よる 花 の コサージュ 
な どか わい い 苺 貨 が セン 
ス よ く 並ぶ 。 


思わ ず ゆ っ た り し た く な る 雑貨 カフ ェ 
まる か ぶ ふ ぇ 


笑顔 が 素敵 な スタ ッ フ が 迎え て くれ る 店 内 か ら は 、 海 沿い の 清盛 
神社 を 眺め られ る 。 地 元 の 食材 に こだわ っ た 、 ベ イク ド チ ー ズ ケ 
ー キ (1 ドリ ンク 付き ) 850 円 は 、 繊 細 な 舌触り に 感動 。 ま た 甘み 
だ け で な く 香 ば し さも 感じ る 珈琲 ぜん ざい 650 円 は 、 ホ ッ ト で も 
アイ ス で も 人 気 だ 。 そ の ほか 、 食 事 ・ ド リン ク メ ニ ュー も 豊富 。 
介 宮 島 欄 橋 徒歩 20 分 。10 時 一 17 時 、 不 定休 。 

廿日市 市 宮島 町 西 大 西 町 12-5 (宮島 水族 館 付近 、 清 盛 神社 前 ) 

人 0829・44・0167. 


自家 製 濃厚 ベイ ク ド チ ー 
ズ ケ ー キ 500 円 の ほか 、 
季節 っ て 変わ る オリ 
ジ ナ ル ジ ェ ラー ト は 3 種 
あり 、 ど れ も お すす め 。 オ 
リ ジ ナ ルカ レー は 絶品 


海 に 臨む 絶好 の ロケ ーション で 、 優 雅 な ひと と き を 
Cafe Lente 


平成 26 年 5 月 に 大 顧 寺 近く の 西松 原 沿い に オー プン し た カフ ェ 。 
「 大 鳥居 や 五重塔 を 眺め な が ら ゆ っ くり し た 時 間 を 過ごし て ほし 
い 」] と オー ナー の 藤山 さん 。 心 穏やか に な れる 空間 は 、 時 間 を 記 
れ て つい 長居 し て し まい そう 。 厳選 され た 紅茶 や 滝 れ た て の コー 
ヒー、 ワ イン や カク テル な ど ド リン ク メ ニ ュー が 充実 。 
宮島 検 橋 徒 歩 15 分 。11 時 21 時 、 火 休 

二日市 市 宮島 町 北大 西町 1167-3 

合 0829-44-1204 


て も 島 き 
4 て 
"。  -。e 放 人 l いみ の 
カド メ の 
ます 2 2 
べた ポ * い ン ー 
@ し て セッ 大 に 集 っ ア を ス で 目 厩 ィ 
@ て の 優 ト 柳 展 中 た ナ は トト に わ 人 ン 
es 。 みろ ァ 頂 に 子 が し 音 ゴ コ ヒ リ ミオ ス 
て ん 発 る 一 き て 島 い め 1 わ 観 季 
は テ 祥 な は れい 多 物 と 、 う 光 人 節 ト 
っ 6 うっ a て る 人 すし し 宮守 を ン ン リ 
て 晶 い 
まま すす 1 ーー 1 
る 焼 々 影 宮 局 う w や 
@ ! 
に 
@ 
旧 
@ 
< 01958 
その 食 感 に 感動 | 人 5 鳥 処 松 
宮島 限定 の 「 揚 げ も み じ ] る 0 生ん 錦 
紅葉 堂 弐 ク の 見 館 ら 
紅葉 堂 弐 番屋 し 問 え な 少 
外 は サク ッ と 、 中 は ふん わり し て を て と し 
た 食 感 の 「 揚 げ も み じ 」。 宮島 を 
発祥 の も み じ 欄 頭 を 独自 の 衣 * で ま を と 
で 揚げ た 、「 紅 葉 堂 」 の 登録 商 り で 連 ` 
標 だ 。 1 番 人 気 の あ ん こ を は じ と の ね 両 
め 、 チ ー ズ 、 ク リー ム が 楽し め 散 る 脇 
る 。 さ ら に は 、 ア ツア ツ の 揚げ 歩 同 
も み じ と ソフ トク リー ム を トッ す 当る 
ビン グ し た 「 揚 げ も み ソ フト ] だ 商 げ 
480 円 。 絶品 な の で ぜひ 味わっ け 店 物 
て ほし い 。 で 街 屋 
宮村 上 7 分 。9 時 30 分 頃 一 @ あ 
17 時 30 分 頃 (季節 に より 変動 あ ろ 
り )、 不 定価 。 不思議 な 食 感 の 名 物 | 揚げ も み じ @ も 
廿日市 市 宮島 町 512-1 (あん こ 、 クリ ー ム 、 チー ズ ) 各 180 人 @ 
人 き 0829・44・1623 円 。 食べ 歩く も よし 、 店 内 で 無料 サ 
ービス の お 茶 と も 楽し め る 。 L 】 
@ 
人 @ 
この 45 和 の 人 暫 島 で 66 年 続 8 し し の 
立つ ほど の 夫 計 ガキ 発 査 の 名 店 va 5 
で 一 気 に 焼き 上 げ る 看 Yak92K NO HaW8S 
板 メニ ュー の 焼き ガキ 。 焼 が き の は や し ー 
や き [ 】 
焼き 生 ガ キ で は 、 カキ の トッ 
プ ブ ラン ド で ある 地 御前 産 の 3 


計れ た カキ の み を 合用 | カキ 上 店 
届 e 
粒 が 大 きく 濃厚 な 味わい の カキ の み を 渦 選 請 、 シ > 
ブル な 料理 法 で 提供 する こと が 「 牡 類 屋 # の こだわ 

り 。 また 、 カキ に よく 合う 自 ワイ ン や シャ ン パ ン な ど 

も 豊富 に 取り そろ えて お り 、 グ ラス で 楽し め る の が 
うれ し い 。 焼 き ガキ 1 個 300 円 が ら 店 内 で 楽し め る 。 
その ジュ ー シ ー さ を 感じ て ほ 仁 い 。 

で 富島 欄 徒歩 7 分 。10 時 一 1 時 、 不 定休 。 


十日市 市 宮島 町 539 【 】 
会 0829・44・2747 


宮島 みや げに 、「 牡 妨 屋 の オイ ル 
漬け 」6 個 入り 1300 円 も 好評 だ 。 


の を 使用 し 、 品 質 は 抜群 ! 
重 注 文 を 受け て か ら 店 頭 で 焼く 焼 
論 。 き ガキ 1200 円 は 、 身 が 大 きく 
香り も 豊か で 、 食 べ 応え あり 。 
散歩 の 途中 に 、 ぜ ひ 、 焼 きた て 
を ご 賞味 あれ 。 そ の ほか 、 ア ナ 
ゴ 料 理 な ども いた だ ける 。 
多 宮 島 欄 橋 徒歩 6 分 。10 時 30 分 一 
16 時 30 分 LO( 土 は 17 時 LO)、 水 
( 祝 の 場合 は 前 また は 笠 ) 休 。 
十日市 市 宮島 町 505-1 
合 0829・44・0335 


独自 の 技術 で て いつ で も 
楽し め る 生 ガ キ (4 個 ) 
1400 円 は 、 ブ ルン と し 
た 食 感 と 、 磯 の 香り が 
食 飲 を そそ る 。 
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富島 土 鈴 さん と コラ ボ 
し た 軒 眠 り 猫 の 土 鈴 」 
2500 円 、 語 つ ひ と つ 絵 
付け し た シカ 人 や 鳥居 が 


. , 弄 キュ ー ト な 「 ク リップ (③ 


- 個 セッ ト )] 各 400 円 、 絵 
オリ ジ ナ ル の 和 修 物 を 
路地 裏 の 雑貨 屋 き ん 
ーー 


大 科 子 の ある 十字 路 か ら 少し 入っ た 路地 に 伯 む 。 店 内 に は 、 
店 主 の 吉村 さん が デザ イン し た オリ ジ ナ ル の 和 小 物 な ど が 
セン ス よ く 並 ん で いる 。 お すす め は 、 四 季 折 々 の 花々 や 愛 
猫 を 店 主 さん が 手描き し た 根付 け 500 円 。 ネコ や ヤ カ エ ル な 
ど に ちな ん だ 雑賀 も 充実 し て いる 。 

宮島 松橋 徒歩 7 分 。10 時 一 17 時 、 木 休 。 


廿日市 市 宮島 町 北 之 町 浜 541-6 
合 0829・44・2668 


sw 呈 表層 天国 装 さ ン 水 中 缶 層 基 更 


風 
ら ャ 雑記 わ ン 舗 明 い レ 島 
情 見 ラ 係 テ い な 酒 治る ト に 
あ る リ り 屋 ム い ヵ 屋 か "n 住 
る 五 | 往 さ が シフ や ら 周 モ む 
江 量 な ん を カ ェ 和 続 辺 ダ 人 富戸 
千 葵 志 や ろ の 、 そ くに シ 々 島 時 
戸 を ギラ う ア か ダ 考 は な の っ の 代 
時 人 街 草 た メ ぷ 
代 7 並 て 町 イ ら 
の 1 ら 寺家 ン 戦 
も の が 息 間 る 前 
面 た 遂 貫き り ト ま 
い 
影 > か 夫人 壮 IS 
町 家 通 りか ら の 看板 と 
バン の 和 り が 、 道 案内 
を し て くれ る 終 症 点 。 
に 表 
ぎ 参 
や 道 
か よ 
な り 
商 1 
店 本 
街 東 
と 側 に ン 
は の る 5 ん 
対 通 お ひき ま の よう な 笑顔 が ラ 
人 MM あふ れる パン 屋 さ ん こ ほ た 宮島 ラス ク 、 瀬 
ー o、 昌 戸 内 の レモ ン を フレ ー バ ー に 
由 お ひさ ま パ ン 工 房 し た 源内 ラス ク も 人 気 


こう 9 
石窯 の 燃料 に 、 槍 子 の 端 材 を 利用 、 弥 山 の 「 消 え ず の 火 」 か ら 採 
火 し た 火 を 使っ て いる 、 宮 島 らし さ 感 じ る パン 屋 さ ん 。 素材 に も 
こだわ っ た パン や ラス ク を いろ いろ 取り そろ える 。 定番 の 鳥居 の 
模様 が 魅力 的 な 瀬戸 内 メロ ン パ ン 150 円 や 、 カ キ を イメ ー ジ し た 
あん バタ 190 円 、 はちみつ ト ー ス ト 210 円 な ど 自 慢 の 一 品 を ぜひ 。 
人 宮島 検 橋 徒歩 5 分 。10 時 一 17 時 (売り 切れ 次 第 終了 )、 不 定休 。 


二日市 市 宮島 町 659-1 
合 0829-44・2866 


お 洒 好 き な 方 へ の お みや げに 、 酢 
必 純 米 吟醸 720ml2270 円 、 賀 茂 
欠 純 米 吟醸 厳島 720ml2270 円 、 
龍 勢 純 米 大 吟醸 黒 ラ バル 720ml 
3100 円 。 


店 主 厳 選 の 地酒 と 器 が 大 集合 
酒蔵 の 雰 囲 気 漂う 老 千 酒屋 
洒 と 回 久保 

二 半 0 全 
徳利 と お 猪口 の 看板 が 目印 、 創 業 
125 年 の 老舗 酒 宇 。 店 内 は 、 酒 蔵 で 
使用 され て いた 酒樽 を 棚 や 天井 に 利 
用 し て いる 。 広島 の 地酒 は も ちろ ん 、 
酒 粘 の 洗顔 石鹸 、 ガ ラス 製 の 酒 器 や 日 常 使い の 陶器 な 《 借 

ど 多彩 に 振 う 。 ま た 、 店 主 お すす め の お 漂 1 杯 100 円 で ペ 
試飲 で きる 。 
人 宮島 杜 橋 徒歩 7 分 。9 時 一 8B 時 30 分 、 水 休 。 


廿日市 市 宮島 町 481 (町 家 通 り ) 
人 な 0829-44-2228 


[お いし い お 洒 を 放 
お 気に入り の 問 


じ っ で り 楽 し ん で 
欲し い 」 と 語る 久 
保田 さん 


ほ 奇 不 中 4 世 
跡 を 


S 否 計 可 藻 


沙 下 ず 生 還 
2 語 H 


計 問 (重い ぶ ざい 叶 


ひき ぎ て で 決 き 暗 棒 叶 洋 


宮島 ・ 弥 山 展望 台 

リニュ ー ア ルオ ー プ ン 記 念 
マン ガ の キャ ラク ター が 現れ 、 
動き 出す AR 

スマ ー ト フォ ン を 使っ た 新しい イベ ント 
が スタ ー ト 。 “宮島 ロ ー プ ウエ ー オ リ ジ ナ 
ル ア プ ブリ "を ダウ ン ロ ー ド する と 、AR 技 
術 に よっ て 3D キ ャ ラ が 出現 し ます 。 弥 山 
に 登っ て 計 し て みて 。 

【 キ ャ ラク ター 出現 場所 】G 宮 島 ロ ー プ 
ウエ ー 和 獅 子 岩 駅 屋外 、 弥 山 展望 台 付近 


『 き よら ⑦ か な 


世界 中 か ら 多 く の 観 光 客 が 訪れ る 宮島 を 舞台 に 
愛 マ ン ガ 。 宮 島 に 住む 和菓子 屋 「 も み じ 姫 」 の 一 人 
牡 料 理 屋 「 火 鬼 八 」 の 一 人 息子 思 賀 、 そ し て 2 人 を 
議 で 愛らしい キャ ラク ター た ちの 物語 。 物 語 の 随 

ころ が 登場 し て 、 神 の 島 ・ 宮 島 の 独特 の 世界 観 表 現し て いる 


る 宮島 』972 円 


の デー 


し 


オリ ジ ナ ル ア プ リ ダ ウ ン ロ ー ド 方 法 
「App Store] また は 「Google Play] 
か ら 「 宮 島 - 弥 山 AR] で 検索 


ト フ ォ ン の 機 種 に よっ て は ご 利用 
いま す の で 、 予 め 


な い 場 合 


App Store か ら の Google Play か ら の 


ダウ ン ロ ー ド ダウ ン ロ ー ド 


の 
心温まる 恋 
よら と 、 
守る 不 思 
に 宮島 の 見 ど 


奇跡 の 空間 で も ある 「 弥 山 ] に 
登る 際 に 欠か せな い 宮 島 ロ ー 
プ ウ エー は 、 少 人 数 乗り の 多数 
の 客車 を 一 定 間隔 で 運行 する 
循環 式 と 、2 台 の 客車 が 山頂 と 
山麓 を 交互 に 往復 する 交 走 式 
と 呼ば れる 2 種類 の 方 式 の ロ 
ー プ ウエ ー を 連絡 し 運行 する 
日 本 で は 珍し い ロ ー プ ウエ ー。 
っ き 駅 か ら 終点 の 獅子 岩 駅 
で 、 乗 り 継い で 約 20 分 。 


CA 


の ご 選 
4 > ルオ 8 避 散 


宮島 ロー プ ウ エー 
宮島 橋 徒 歩 26 分 。 

9 時 17 時 (時 期 に より 変動 あり )、 
メン テ ナ ン ス 日 ・ 悪 天候 時 休 。 
往復 1800 円 。 
二日市 宮島 困 紅 葉 谷 公園 

人 な 0829-44・0316 
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田子 展望 人 。 ロ ー プ ウエ ー 


霊 火 堂 

れい か どう 
終着 駅 か ら 山頂 へ 、 歩 く こ 
と 約 20 分 弘法 大 師 が 修行 
に 使っ た 火 が 「 消 え ず の 
火 」 と し て 1200 年 以上 経 
っ た 今 も 問 え 続け て いる 。 
「 広 島 平和 記念 公園 の 平和 
の 灯火 ] の 、 採 炎 元 の ひと 
つ に な っ て いる こと で も 有 
名 だ 。 霊 火 堂前 の 広場 で ひ 
と 休み し 、 山 頂 に 向かっ て 
ラス トス パー ト を か けた い 。 


獅子 岩 展望 台 


し しい も て ん ぼう だ い 
宮島 ロー プ ウ エー の 終着 駅 ・ 獅 子 岩 駅 か ら す ぐ の 場所 
に ある 絶景 スポ ッ ト 。 似島 や 江田 島 、 能 美島 な ど 瀬戸 
内 海 の 多 島 美 が 望め 、 頂 上 と は また 違う 撮影 ポイ ント 
に な っ て いる 。 ま た 、 東 屋 な どの 休憩 所 も あり 、 見 逃 
せな い ス ポッ ト だ 。 


弥山 展望 台 


せん て ん ほう だい 
初代 総理 大 臣 伊藤 博文 が 「 日 本 
三景 の 一 の 真価 は 頂上 の 眺め 
に あり 」 と 感嘆 し た の も 納得 の 
絶景 。 屋上 か ら は 360 度 の 大 バ 
ノラ マ が 満喫 で き 、 旅 の 疲れ も 
吹き 飛ば し て くれ そう 。 標高 


消え ず の 火 内 

し た 大 茶 半 の 雲水 595n0 の AU 全 から 、 購 し の よ 
は 、 万 病 に 効く と い 日 に は 遠く 四国 連山 まで 望 
云わ れ て いる 。 むこ と が で きる 。 日 常 を 忘れ て 、 


大 自然 の 神秘 を 感じ て ほし い 。 


< ぐり 央 。 @ 

直 火 堂 か ら 山頂 まで の 道 申 に ある 、 大 自然 が 創り 出し た 巨大 な 岩 
の トン ネル 。 そ の 巨大 さ は 、 見 る も の を 圧倒 する 。 ま た 、 不 動 明 
王 が すぐ 近く の 不動 涯 に 安置 され い る 。 こ こま で 来る と 山頂 ま 
で は あと も う 少 し 。 @ 


瀬戸 内 海 を まる ご と 体感 


間 が ちまき に 愛 ア 獣 展 と ン 愛 成 みや じ ま すい ぞ く か ん 

を 開 は る 見 5 ザ エ 示 一 ーー 称 23 

は すす リキ 宮島 水族 館 

は ます も すす 

ッ 動 ` で 戸 

2 で ま 上 首 物 っ は 由 い けり 会 に 時 世界 人 産 の 島 、 宮島 に ある 中 国 地方 最大 帝 の 

そ で るい 人 負 て もち 2 メ ペ を を あし ラ タ し き 水族 館 。 瀬 戸 内 海 の 生き も の を 中 心 に 、350 

で 全 全 な る シ ホコ な つと 疾 れ の 種 1 万 3000 点 以上 を 展示 。 広 島 な ら で は の カ 

も 還る を ウン に モー ネオ た 参 ま キ の 差 殖 を 再現 し た 水 模 な ど 瀬戸 内 洗 の 魅力 

半 さ ま と や 大 イ ゃ ビル ヒエ M を 紹介 する 10 の ゾー ン や 、 毎 日 開催 きれ る ア 
時 ト た で 際 と ド 導 に し リン 平 体 近 シカ ライ ブ な ど 、 海 の 生き も の と 身近 に 触れ 


合い 、 楽 し め る 水族 館 だ 。 


宮島 機 橋 徒 歩 25 分 。9 時 一 17 時 (入館 は 一 16 時 )。 
施設 整備 、 点 検 の た め 臨 時 休館 日 あり 。 入 館 料 1400 円 。 
日 市 市 宮島 町 10-3 

谷 0829・44・2010 


外観 ・ 内 装 


宮島 の 景観 に な じ む 
よう 「 和 」 を 意識 し て 
デザ イン され た 、 水族 
館 で は 珍し い 和 風 建 筑 
も 魅力 の ひと つ 。 外観 
に 瓦 屋根 が な じん で い 
る 。 


スナ メリ 

宮島 水族 館 の シン ボル 
と な っ て いる スナ メ 
リ 。 お 母さん の ニコ と 、 


アシ カラ イブ 
屋外 ブー ル で 行わ れる アシ カラ イ 
ブ は 毎日 開催 ! 観覧 席 は 屋根 付 


宮島 水族 館 で 13 年 ぶ き 。 芸 達者 な アシ カ た ちの パフ ォ ー 
り に 生ま れ た 1 歳 の イ マン ス を ぜひ 間近 で 見 て みて ! 
チ ゴ に 心 が な ご お 。 
カキ いか だ 水 西 
デー 広島 な ら で は の 海 の 風景 で ある カキ 


いか だ を 再現 。 地 元 の 人 で も な か な 
か 目 に する こと の な い 、 海 中 の カキ 
いか だ の 様子 を 観察 で きる 。 


コツ メカ ワウ ソ 
コミ カル で か わい らし 
い 動き に 癒 や され る ! 
2 つの 水槽 の 間 を 見 上 
げ る と 透明 な 筒 を 通る 
姿 を 見 る こと が で きる 。 


王女 坂 o 達 うこ 


7 ツ 


呈 I 思 ぐ 提 
昭 っ 選書 や \@ 国 0 吾 


江 下 写る 穫 4w 一 泌 室 
KN や KGt め 会 7 

江 現 ・ 所 下 つ 4m で や し 誤 S@ ズ っ p 思 っ 瓦 団 * 

呈 析 IS 問 ぐ やら つ で 「 蛋 失 鹿 」37 DS 軸 ぐ SA へ AT 
前 

「 表 回 鶴 」 や 弓 で だ っ 記 室 


ちさ も 頑 な か スマ 倒 決 シ 富 四 
京王 ゃ 7 で ンー 詳 棚 つる! 
K 全 ら つの 思 こり つの 会 の 「 東 時 
ym いり も つ 全 さっ 」 つの 藻 烈 重 の つい 挟 ぐ で 
> ルナ: エコー ジリ ッッ エコ @ 記 較 湯 室 p 赤 ぐら つて? 政 較 
0 3 S 斉 二話 ロ る 人 る や で っ 部 写 
忌 史 で 如 登 1S 尊 守 < 証人 た よい に に さこ と さい トー を の 
電 混 ポ っ 紀 型 ” 須 そ 


に さこ xi に IS め ず 


か 
し な 日 れ 


い 下 め で いっ no hop 記 に に コ こよ や の さ A 
EXS 党 王 G 選 計 や ^ ペ つ つ nAS 壮 G 弄 で Sm8/ 麗 団 斉 
ぶ で さ K ユ や つね の も むっ 誤り きる や 守っ 想 民 つ 


下り つ p" 軍 央 さら 衝 で cr 


岩国 さん ぼ ぽ 
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ai 


下 か ら も の ぞ き た い 、 

歴史 を 受け 継ぐ 構造 美 

錦 帯 橋 

きん た いき よう 

日 本 を 代表 する 木造 橋 で 日 本 三 名 橋 の ひと つ に 数 えら れ て いる 。 
延 宝 元 年 (1673)、 吉川 広 難 に よっ て 創建 され 、 現在 に 至る まで 
岩国 の シン ボル と し て 多く の 人 か ら 辻 され て いる 。 足元 に 気 を 取 
られ が ち だ が 、 景 色 を 楽し みな が ら ゆ っ くり と 渡り た い 。 橋 の 下 
か ら 見 上 げ る 、 精 巧 な 構造 も 見 どこ ろ 。 
JR 山陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩国 駅 か らい わく に バス 「 錦 帯 橋 ] 行き 20 分 の 「 錦 
帯 橋 ] 下車 すぐ 。8 時 一 17 時 (夏期 は ー19 時 )、 無 休 (24 時 間 通 行 可 )。 渡 


橋 料 300 円 。 岩国 市 岩国 1 
人 0827・41・1477( 傍 川鉄 道 岩国 管理 所 ) 


岩国 の 街 を ぐる り 一 党 

岩国 城 

いわ くに じょう 

錦 帯 橋 の 架かる 錦川 を 天然 の 外堀 に し 、 初 代 藩主 、 吉 川 広 
家 が 慶長 13 年 (1608) に 造っ た 。 し か し 、 一 国 一 城 令 に よ 
り 、 筆 城 か ら わずか 8 年 で 取り 壊さ れ た 歴史 を も つ 。 現在 
の 天守 は 、 昭和 37 年 に 再建 され た も の 。 天守 痢 か ら は 岩国 
市 内 一 円 、 遠 く は 瀬戸 内 海 の 島 々 や 四国 まで 一 望 で きる 。 

を JR 山陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩国 駅 か らい わく に バス 「 錦 帯 橋 ] 行き 20 
分 の 「 錦 帯 橋 」 下車 10 分 、 ロ ー プ ウェ ー で 3 分 の 城山 山頂 駅 下車 3 
分 。9 時 16 時 45 分 (入館 は 16 時 30 分 )、 不 定休 。 入館 料 260 


円 。 岩国 市 横山 3 城山 
合 0827・41・1477( 錦 川鉄 道 岩国 管理 所 ) 


と 
見 
較 
和 
し 。 
に 


恋 に 生き た 女流 作家 の 


時 の 流れ の 中 に 、 息吹 を 感じ て 
w レフ 
生 た の 日 々 の 営み 宇野 千代 生 家 
岩国 城下 町 明治 80 年 (1897) 岩 国生 まれ の 女流 作 


家 、 宇 野 千 代 の 生 家 。 恋 多 き 女 性 と も い 
われ 、 数 々 の 恋 の エピ ソー ド を 作品 か ら 
感じ る こと が で きる 。 生 前 彼女 が 愛し た 
庭 は 、 ゆ っ くり と 四季 が 移 ろ う 癒 や し ス 
ポッ ト 。 小説 薄墨 の 桜 ] の モデ ル と 
な っ た 桜の 苗木 が 大 木 に 育ち 、 春 を 彩 
る 。 

き JR 岩 徳 線 川 本 駅 徒歩 7 分 。 10 時 一 16 時 、 火 


休 。 見 学 料 300 円 。 岩 国 市 川西 2-9-35 
谷 0827・43・1693 


岩国 藩 の 発展 と と も に 整備 され た 城下 町 の 
面影 が 残る エリ ア 。 著 盤 目 状 と T 字 路 が 混 
ざり 合っ た 町 割 の 中 に 古い 建物 が 数 多く 残 
り 、 昔 の 紛 囲 気 を 伝え て いる 。 各 所 に 江戸 
時 代 の 町 名 が 掲げ られ 、 当 時 の に ぎわ い を 
想像 する の も 楽し い 。 平成 19 年 「 美 し い 日 
本 の 歴史 的 風土 100 選 」 に 選定 され た 。 

移 JR 山 陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩国 駅 か らい わく に バス 
「 錦 帯 橋 」 行き 20 分 の 「 錦 帯 橋 」 下車 5 分 。 岩国 
市 岩国 1 2 

人 0827・29・5116( 岩 国 市 観光 振興 課 ) 


地域 の 暮らし を 支え た 本 所 
岩国 市 小売 市 場 

いわ くに し こう り し じょう 
古く か ら 地 域 の 台所 と し て に ぎわ っ て きた 、「 岩 国 市 小売 市 場 ]。 現在 で 
は 、1 店 舗 の み が 出店 し て いる 。 今後 、 定 期 的 に 祭り や マー ケッ ト が 行 
われ る スペ ー ス と し て の 活用 も 計画 され て いる 。 地元 の 人 の 暮らし を 支 
え 、 交 流 の 場 と し て 栄え た 面影 を 感じ て みて は 。 
先 JR 山 陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩 国 駅 か らい わく に パス 「 錦 幕 橋 」 行き 20 分 の 「 ピ 帯 橋 ] 下車 10 分 。 岩 国 市 岩国 2-5-5 人 0827・32-7355 (岩国 市 生産 流通 課 ) 


2 階 席 の 窓 か ら 、 間 近 に 錦 
帝 橋 を 望む こと が で きる 。 
まる で 一 幅 の 絵 の よ うな 
迫力 に 息 を 芝 む 。 


竹 の 里 むさ し 


た け き と 

ズラ リ と 並ぶ ソフ トク リー ム の サン プル に 思わ ず 足 
を 止め る 。 こ こ で は 全部 で 120 種 類 を 超え る フレ ー 
バー の ソフ トク リー ム を 用 意 し て いる 。 通 常 の バニ ラ 
より も 味 の 濃い 「 ク レオ パト ラ の 涙 」 400 円 の ほか 、 
ニン ニク 、 カレ ー、 ハ バネ ロ な ど 、 想 像 を 超え た 味 も 


レン コン ソフ トク リー ム 350 
円 。 系 揚げ し た 岩国 蓮根 が 混ぜ 込 
まれ て いる 。 お 味 は 食べ て か ら の 


お 楽し み 。2. ひ と きれ 目 を 引く 外 並ぶ 。 チ ャ レン ジ す る か し な いか は あな た 次 第 ! 
失 。 人 痢 を 涯 国 城 側 に 渡り 切っ の 
2 あじ 吉見 で る JR 山陽 本 線 ・ 震 和 線 岩国 駅 か らい わく に バス 「 折 疾 ] 行 


き 20 分 の 「 錦 帯 橋 」 下車 10 分 。9 時 一 18 時 、 無 休 。 岩国 市 
横山 2-1-23 
人 き 0827・43・1546 


郷土 料理 か ら ス イー ツ ま で 


ぶら ぶら 食べ 歩き 


寿 栄 広 食堂 


すえ ひろ し ょ くど う 


会 0827・22-7878 


あき お し ょ うてん 
明治 8 年 (1905) 創業 の 菓子 店 。 レ トロ な 
ガラ ス 瓶 の 中 に は 、 人 懐か し さい っ ぱい の お 菓 
子 が 並ぶ 。 子 ども た ち に 人 気 の 駄 菓子 か ら お 
茶会 に 使わ れる 落 歴 な ど 、 品 ぞ ろ え が 豊富 。 
三代 目 の 浅尾 芳 生 さ ん は 、 学 校 帰り の 小学 生 
た ちか ら も 声 を か けら れる 人 気 者 。 浅尾 さん 
の 笑顔 に 会 い に 行っ て みて 。 

JR 山陽 本 線 ・ 震 徳 線 岩国 駅 か らい わく に パス 「 鍵 
壮 橋 行き 20 分 の 「 錦 車 15 分 。8 時 30 
分 ご 18 時 30 分 、 無 休 。 岩国 市 岩国 3-2-35 
合 0827・41・0995 


炭酸 せん べ い 「 カ ルル ス ] 200g 
330 円 な ど 、 懐 か し の 味 を 量り 売 
り し て くれ る 。 


JR 岩国 駅 の ロー タリ ー 目 の 前 に ある 創業 65 
年 を 迎え る 中 華 そ ば の 店 。 入 り 口 で 食券 を 買 
うと 、 マ イク で すぐ に 厨房 へ 注文 が 伝わる 仕 
組み が お も し ろ い 。 中 華 そば 600 円 は 、 あ っ 
さり と し た スー プ に 豚 の 背 油 の コク が 加わ 
っ た クセ に な る 1 杯 。 足 繁く 通う ファ ン も 多 
く 、 途 中 下車 し て で も 訪れ た い 。 


JR 山陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩国 駅 徒歩 1 分 。10 時 一 22 
時 、 不 定休 。 岩国 市 麻里 布 町 1-2-3 


中 華 そ ば の ば か w 内 う 


と 
ん 550 円 、 い な り 2 ウデ 
00 円 を と も ある 。 


じゃ の め 御 膳 1700 円 。 岩 国 
寿司 を は じ め 、 岩 国 の 定番 
メニ ュー が ー し め る 
と 、 来 店 者 の 8 割 が オー ダー 
する 。 ほ か に 、 れ ん こん 会 
席 3850 円 な ど 豊 富 な メニ 
| ユー が そろ う 。 


錦 帯 橋 た も と 平 清 

安政 5 年 (1858) 創 業 の 老舗 。 創業 か ら 変わ ら な い 基 
本 の 姿勢 を 守り な が ら 、 時 代 に 合わ せ た 料理 を 提供 す 
る この 店 は 、 魚屋 が 始ま り と いわ れ て いる 。 魚の ほ ぐ 
し 身 が 入っ た 岩国 寿司 は 、 風味 の よさ が 特徴 。 錦 帯 橋 
の た も と と いう 抜群 の ロケ ーション で 、 窓 側 の 席 か ら 
は 錦 帯 橋 を 眺め な が ら 食事 を する こと が で きる 。 

JR 山陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩国 駅 か らい わく に バス 「 鎖 帯 橋 行 
き 20 分 の 「 錦 帯 橋 ] 下車 すぐ 。11 時 30 分 一 14 時 ・17 時 一 
20 時 LO、 火 休 。 岩 国 市 岩国 1-2-3 
0827・41・0236 


三代 目 の 市川 久 さ ん 。 
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千代 が 愛し た 「 桜 の 間 」 と 
お も て な し が 光る 割烹 旅館 


は ん けつ あん 
明治 2 年 (1869) 創 業 の 割烹 旅館 。 宇野 
千代 の 小説 「 お は ん 」 に も 登場 し 、 実際 
に 千代 が 愛し た 「 桜 の 間 ] か ら は 、 美 し 
い 庭 が 眺め られ る 。 料理 は 、 素材 の 味 を 
生か し た 薄 味 の 懐 石 料理 ( 要 予 約 ) を 提 
供 。 ラ ンチ は 1 時 間 に つ き 1 人 216 円 プ 
ラス する と 、 客 室 で ゆっ くり と 食事 する 
こと も で きる 。 

を JR 山陽 本 線 ・ 岩 徳 線 岩国 駅 か らい わく に バ 
ス 「 錦 帯 橋 」 行き 20 分 の 「 錦 帯 橋 」 下車 2 分 。 


ラン チ は 11 時 一 14 時 LO、 無 休 。 岩国 市 岩国 
1-17-27 な 0827-41・0021 


1.2.1 泊 2 食 1 万 29 
60 円 一 。 宿 に 到着 
後 、 抹 茶 と 和菓子 
で も て な し て くれ 
る 。3 岩国 末 司 膳 
1728 円 。 


山 し ) 
頂 邊 還 
昌 ・ 拓 山花 育 国 川 
妊 。 ・ 国 木田 欠 歩 記念 人 
拉 横山 河川 数 
巡 運動 公 園 
ぃ 吉川 本 中 N 
自 虹 山下 所 HE に 
| 人 吉川 史料 
人 ッ 
状 高 記念 館 る や 
1 岩 
油 泉 寺 e ん 、 箇 
吉川 広吉 公 負 像 *_ 一 衝 の 里 むさ し 市 
手 時 千代 失 倒 し R 
[お は ん ] の 碑 岩 流 ゆか り の 簡 ? 箇 壮 橋 バス セン ター N 
1 島橋 た も と 平 清 
岩国 市 SS 
半月 庁 旨 
法 真 寺 ゃ 大 明 小 色 々 岩国 図書 館 
新町 ? o の 
六 相 等 震 国 西 局 〒” 者 国 小 
天竜 橋 。 、| 岩国 学校 教育 資料 
半 * 浅 尾 商店 
寺 し 岩国 市 小売 市 場 


「 い ろり 山賊 』 は 、 赤 い 提灯 が * 
目印 。 民芸 風 の 造 り の 店 で 、 ま * 
ず は 店 舗 正面 で 食券 を 購入 。 そ 
の 後 、 自 分 好み の 席 へ 。 桜 や 紅 


葉 な ど シ ー ズ ン ご と に 様々 な る 気 る お 建 け 
長 色 が 楽し め る 屋外 席 や 因 炉 区 半 科 時 義 
斉 席 も ある 。 入 り ロ 付近 に は 、 だ 江 理 様 か れ 
お みや げ 物 売り 場 も ある 。 だ や の る 
そ @ け 観 で 職 

2 上 。 人 人 

RM 8 

いす] 

* R 生 

を 立 も 時 か 

楽 地 走 き 

し ゃ 在 れ 

め 空 す NN な 


本 ニー 
城郭 風 造り の 建物 内 に 広い 座敷 が 
広がる 「 桃 李 庵 」。 職 人 技 を 生か し 
て 、 建 物 の 隅 々 まで 丁寧 に 造ら れ て 
いる 。 店 内 は 、 広 々 と し た 大 広間 も 
ある 。 メ イン 料理 は 、 ステ ー キ や し 
ゃ ぶし ゃ ぶ 、 す き 焼 き と い っ た 皇后 
を 使っ た 肉 料理 。 他 に も 山 虹 料 理 や 
喫茶 メニ ュー を 充実 。 


「 桃 李 庵 に 隣接 する 「 軍 は 、 
ずら り と 並ぶ か ま ど が シン ボル 。 
店 の 奥 に は 、 大きな 滝 が あり 、 そ 
の 下 の 池 に は コイ が た くさ ん 泳 
いで いる 。 池 に 面 し た 屋外 席 が 絶 
景 ス ポッ ト 。 水 の 音 に 癒 や され な 
が ら 、 至 福 の 時 を 楽し ん で 。 


いろ り 山 財 
玖珂 店 


いろ り 山 賊 玖珂 店 


きん そく く が て ん 


ン 


訪れ る 人 を ワク ワク させ る 


プア ュ テロ ポン 志和 テ っ 委 HH た デ 
1 9 三 守 | ロロ と 
ろ ん を な 意味 で 桂 快 な 雰囲気 
まる すき ます 
な 芸 H 上 族 9 は 
の ) 屋 を 避 風 え は た 代 連 独 き 裏 問 る 
いい 多 筐 を 一 災 て ロ ち を れ 特 や や に の 
ず 紛 り イ を 内 2 な 見 が 超 友 の 山 コ あ 。 誕 
れ の メ テ に 0 独 本 訪 え 稚 ス 骨 タ る E 放鳥 
MR 1 1 は 0 自 の れれ て 調 タ な セン パロ に 証 の 
が 間宮 ジャコ 0 に 伝 て こい キィ する らち 県 全 を 人 
ちら 便 し に と 挟 デ 半 い 連 太 ル を 名 ろ 岩 く 取 々 
古 れ 季 ? た し こ あ ぁ ず 的 ぁ > 日 み が び 物 り 国 ` っ が 
く て 庵 て に ま イ な る 運 ッ > 人 な 料 出 市 と た い 
か らら 軒 !: い も り ン 建 店 夜 プ 盆 と 理 農 玖 い 5 館 
ら る と 記 店 な の し 築 の 帆 ル で を の 記 列 わ 真 由 
受 い 人 へ 屋 い 広 た を 信広 な へ ふ 楽 山 ' や 町 れ っ 免 


ぶり つい て 。 


例 JR 岩 徳 線 玖珂 駅 か ら 車 5 分 。 机上 国 市 玖珂 町 1380-1 に ュ リ ツイ 3 3115 


om 
そそ る 山 き 上 財 


681 円 は 豪快 か 


秘伝 の 出汁 と 手 
打ち うど ん が 自 
慢 の 山 剛 う どん 
605 円 。 


と て も ひと 口 で は 食べ き 
れ な い 大 き さ の 山里 むす 
び 508 円 。 鮭 、 昆 布 、 梅 
の お いし さ を 一 度 に 。 


山 典 むすび ぴの あま り に 名 の 大 き さ ト 
了 ず か し が ら ず 、 診 快 に 食べ る の が ポイ ント 。 


ビ ピッ クリ ! 


いろ り 山 賊 竜 (か ま ど ) 
営 9 時 30 分 一 翌 5 時 ( 翌 4 時 30 分 LO) 営 プ 10 時 一 24 時 (23 時 LO) 
体 ノ 火曜 体 ノ 水曜 


杭 地 庵 ( と うり あん ) 
営 プ 10 時 一 24 時 (23 時 LO) ・ 
体 プ 木曜 


80 


MOOK 


あちら も こち ら も 歩く 人 の た め の 完 全 保 存 版 但 女 歩 e 達 大 ( 好評 発売 中 ! 


胃 ge と … 抽 由 
モ 
8 押 博多 双 だ 

ミミ hs 

か 

と 定価 本 体 838 円 十 税 A4 変 型 判 128 貢 ・ オ ー ル カラ ー 

を 

天神 ・ 大 名 ・ 今 泉 / 長 浜 ノ 六本松 箱崎 ノ 

上 MM 百道 薬院 平尾 ・ 大 楠 プ 博 多 ノ 太宰 府 

導 中 洲 ・ 西 中 洲 ・ 春 吉 


俺 博多 の 台所 ・ 柳 橋 連 合 市 場 
島 水 天宮 の お 膝元 ・ う ま か も ん 通り 
島 必 廊 ! 尺 く お か の ソウ ルフ ー ド 
但 福 岡 っ コ は うど ん が お 好き 。 
條 豚 骨 で も な い 、 ラ ー メ ン 新 勢力 
介 THE 屋 台 案内 and more! 


1 
と 信 ” ュ 


定価 本 体 838 円 + 税 A4 変 型 判 -128 頁 ・ オ ー ル カラ ー 


那 古野 ・ 円 頓 寺 大 須 栄 ・ 泉 白壁 デビ 
下 之 一 色覚 王 山 ・ 本 山 ・ 東 山 今 池 プ 熱田 パ SKK 


名 古屋 城 解剖 さん ぽ 


喫茶 店 で お は よう さん 
郭 び 旅館 に 泊まろ う Ns 
名 駅 地下 街 イ ラス トマ ッ プ 
地元 民 御用 達 ロ ー カ ル グ ル メ 
な ご や ん の お みや げ ほか 


〇 お 求め ・ お 問い 合わ せ は 、 書 店 また は 弊社 販売 部 まで = rme 
交通 新聞 社 販売 部 プ TEL03-5216-3217 as:so-s:oo FAX03-5216-3219 or mobile = 。 寺 
〒102-0083 東京 都 千代 田 区 麹町 6-6 麹町 東急 ビル ホー ムペ ー ジ か ら も お 求め いた だ け ま す 交通 新聞 社 同 記 対 Pttp7/shop.kotsu.cojp/ IP 


7 7 @ S 2 77 ヵ の 


な 
eo 


翻 全会 栖 じ 尋 
医 典 ぐ 


昌 的 書状 っ っ om 
ネコ 所 っ 電 っ 全 叶 中 め ン セン ュ 9 
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ト と 日 本 酒 の 仕込 
み 水 で 滝 れ た 九重 
の 蔵 、 各 600 円 。 
セッ ト で 頼む と 、 4 
ドリ ンク が 200 円 7 ー 

引き に な る 。 と 


仕込 み 水 で 流れ た 
香り 高い こだわ り プ レン ド 
くぐり 門 珈 琲 

る 4 こ ー の ー て ん 
くぐり 門 の 向かっ て 左側 の 建物 に ある コー ヒー 店 。 
西条 の 杜氏 が 厳選 し た 豆 「 九 重 の 蔵 ] 2350 円 な ど 、 
お みや げに ぴっ た り の オリ ジ ナ ルコ ー ヒ ー 豆 や 酒 
まん じゅ うな ど を 販売 する 。2 階 の 喫茶 スペ ー ス で 
は 、 日 本 酒 の 仕込 み 水 で 流れ た コー ヒー や 、 酒 柏 を 
使っ た スイ ー ツ が 楽し め る 。 
JR 山陽 本 線 西 条 駅 徒歩 5 分 。10 時 一 16 時 30 分 LO、 


第 2・4 火 休 。 東 広島 市 西条 本 町 17-1 
全 082・426・3005 


懐か し い 街 並み に 吹く 
西条 の 新しい 風 


街 全 体 が 酒 に 酔う 2 日 間 
10 月 は 「 酒 まつ り 」 へ ! 


酒 ま つり 


さり 
毎年 10 月 に 酒蔵 通り を 中 心 に 行わ れ 
る 、 日本酒 の 一 大 イベ ント 。 日 本 全国 か 


比べ が で きる 酒 ひろ ば や 、 東 広島 市 の 名 
物 料 理 「 美 酒 鍋 ] が 味わえ る 美酒 鍋 会 
場 が 設け られ る 。 各 蔵元 で は 酒 や グル 
メ 、 コ ン サ ー ト な ど 盛 り だ くさ ん の イベ 
ント で お も て な し する 。 


き JR 山 陽 本 線 西条 駅 周辺 
合 082・420・0330( 酒 まつ り 実 行 委員 会 ) 


ム 鳥 藩 最 大 の 宿場 町 
江戸 の 歴史 を 今 に 伝え る 
御 茶 屋 ( 本 陣 ) 中 

ちち や (は ん じん ) あ と 
江戸 時 代 、 西 国 街道 の 宿場 町 と し て 栄え た 西 
条 。 大 名 や 幕府 の 要 人 が 宿泊 し た 御 茶 屋 が 当 
時 の 広島 落 こ に は 9 つ あ っ た が 、 その 中 で も 最大 
だ っ た と いわ れ て いる 。 残念 な が ら 明治 時 代 
に 取り 壊さ れ て し まっ た が 、 現 在 は その 門 が 
復元 され て お り 、 外 観 の み 自由 に 見 学 する こ 
と が で きる 。 
JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 3 分 。 東 広島 市 西条 本 町 4 
谷 082-421・251 1 (西条 酒蔵 通り 観光 案内 所 ) 


街 の シン ボル を 活用 し た 情報 発信 基地 


くぐり 門 


西条 酒蔵 通り に ある 、 路 地 を また いで 屋根 が つなが 
っ て いる 珍し い 建 物 。 昭和 初期 に に ぎわ っ た 肥 居 小 
屋 「 朝 日 座 ] の 入り 口 で 、「 く ぐり 門 」 と いう 愛称 
で 親しま れ て いた 。 現在 は 、 向 か っ て 右 側 の 建物 が 
「 西 条 酒蔵 通り 観光 案内 所 ] と な り 、 休 憩 所 や 貸 会 
場 と し て 活用 され て いる 。 

を JR 山陽 本 線 西 条 駅 徒歩 5 分 。10 時 一 16 時 、 月 休 。 東 広島 


市 西条 本 町 17-1 
全 082・421・2511 (西条 酒蔵 通り 観光 案内 所 ) 


試聴 機 を 複数 台 設 
置 し て あり 、 気 に 
な る CD を 気軽 に 
チェ ッ ク で きる 。 
』 つい つい 長居 し て 
し まい そう な 、 居 
心地 の いい 空間 。 


良質 な 音 、 服 、 物 


用 品 と 出会う 


「 長 く 愛 せる モノ を ] が コン セプト 
の 雑貨 店 。 代 表 の 大 東 秦 彦 さん が 
セレ クト し た 、 CD や 洋服 、 雑貨 が 
並ぶ 。 アーティスト と の つなが り 
も 強く 、 定 期 的 ( ー ジ シャ ン 
を 西条 に 招き 、 イ ベン ト な ども 積 
極 的 に 行っ て いる 。 ふ と 手 に 取っ 
た CD が 、 旅 を 鮮やか に 彩る 運命 
の 一 曲 に な る か も 。 

JR 山陽 本 線 西 条 駅 徒歩 8 分 。1 1 時 


20 時 、 月 休 。 東 広島 市 西条 朝日 町 6-48 
合 082-421・5896 


| | 


字 ル ド 賀 導 欠 (720 
香り と 口 の 中 に 広 が 
い 。 桜の 花びら 


1500 円 深い コク と 旨味 ある こ 
と 受け 継が れる 伝統 の 味 。 
えな い 蔵 限定 の 原酒 。 


定番 日 本 酒 チ ャ ー ト 
甘口 ヒレ ーー ナー トー 太一 幸 口 


定番 王 議 限定 


6 6 


【 定 番 】 キレ イ 大 吟醸 創 (720ml) 2700 円 
広島 県 産 の 酒 米 を ふん だ ん に 使用 し 、 蔵 
伝統 を 受け 継ぐ 手造り 
【 限 定 】、 蔵 元 限定 洒 吉 
円 その 昔 は 「 吉 田屋 の 酒 ] と 親 
号 を 冠 し た 限定 酒 。 そ の 時 期 に 合わ 
毎 回 100 本 限定 で 拓 詰 めし て い 


芳 酸 な 味わい の 
金 箱入り の 大 吟 


@ 貸 茂 鈴 酒 千 


か る つる し ゅ そう 


入れ 、 昭 和 93 年 、 全 国 に 先頭 
只 本 造り の 酒 を 発売 全国 で ト 
ラス の 技術 を 謗 訟 て いる 。 平成 26 征 


場 し た こと で 再び 注目 を 集め て いる 。 


JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 5 分 。9 時 一 16 
時 30 分 、 不定 休 。 東 広島 市 西条 本 町 4-31 
合 082-422・2121 


【 定 番 】 ひ め あ ま 福美 人 (720ml) 1100 円 
女性 向け に アル コー ル 度 数 は 低め 。 ワ イ 
ン や ジュ ー ス を ちょ い 足 し する と 一 必 飲 
みや すい 。 

【 了 定 〕 し ずく 酒 大 只 酸 (720ml) 3600 円 
吊り 下げ 捧 り と いう 手法 で 、 ぼ た ぼ た と 
1 酒 ずつ 捧 る 。 量産 が で き な い た め 、 蔵 限 
定 で 販売 され て いる 。 


定番 日 本 酒 チ ャ ー ト 
甘口 な ーーー レー トー 六 口 
濃 酵 エ - ユ ーーー ネー 淡 麻 


賀茂 泉 酒造 


『 間 革 3 


【 定 番 】 純 米 吟 醸 朱 泉 本 仕込 (720ml) 
1704 円 

淡い 黄金 色 の 、 ふ く よ か な 旨味 と コク 、 克 
や か な キレ を も っ た 革 米 吟 醸酒 。 ぬ る め 
の 功 が お すす め 。 


り 只 醒 (500ml) 1200 円 
られ た スタ イリ ッシュ な に 
ご り 吟 醸酒 。 国 内 で の 販売 は ここ だ け 。 


定番 日 本 酒 チ ャ ー ト 
甘口 レー レー トー 一 」 六 口 


、 か ら 杜 氏 が 学 
た め 「 西 條 酒造 学 


駅 徒歩 10 分 。 8 時 一 16 
東 広島 市 西条 本 町 6-21 


山吹 色 に 輝く の は 
こだわ り め ぬい た 純 米 酒 


次 だ け で 醸す 純 
米酒 の 復活 に 戦後 いち 早く 取り 組ん 
だ 。 昭和 46 年 、 当 時 と し て は 画 期 的 
な 精米 歩合 60% の 純 米 吟 醸酒 を 世に 
送り 出し 、 全 国 的 に その 名 を 広め た 。 
純 米酒 特有 の 芳 酵 な が 味わい の 酒 。 
JR 山 司 本 株 西 条 駅 徒歩 10 分 。 8 時 一 17 
時 、 土 ・ 日 ・ 祝 体 。 東 広島 市 西条 上 市 町 
2-4 

合 082・423・2118 


@ 質 茂 泉 酒造 
正 元 年 (1912) 創 業 。 日 本 
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* の 技 が 光る 
温 熟 成 の 大 吟醸 
⑩ 西 條 鈴 醸 造 

で いい うっ 8 じょう で 3 
江戸 時 代 に 掘ら れ た 井戸 水 と 地元 
産 の 米 を 使い 、 伝 統 的 な 醒 造 法 に こ 
だ わっ て いる 。 明治 37 年 (1904) 創 
業 当 時 の 建物 が ほぼ その まま の 次 
で 残っ て いる 。 今 も 現役 で 活 喉 す る 
レン ガ の 埋 突 は 西条 唯一 時 酒 入 
り ジ ェ ラ ー ト 310 円 を 販売 する 。 


【 定 番 】 純 米 大 吟 本 原酒 神 値 (720ml) 540 
0 円 蔵 の 技術 の 粋 を 集め た 超低温 永年 熟 等 JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 5 分 。9 時 一 17 


個性 豊か な 蔵元 が 軒 を 連ね る 酒蔵 通り 成 し た 大 只 本 。 モ ンド セレ クシ ョ ン 金賞 。 時 、 不 定休 。 東 広 仙 丁 条 本 町 9-17 
蔵 の 歴史 や 製造 方 法 は 様々 を 15 年 連続 し て 受賞 し て いる 。 全 082・423・2345 


【 限 定 】 桃色 に ご り 酒 西條 鈴 (720ml) 135 
販売 所 で 試 発 が で きる の で 、 0 円 華やか な 香り で 米 の 旨味 が ある に ご 
Co 台 り 酒 。 湾 い ピン ク 色 が 美しく 、 特 に 女性 
の ん びり と 、 は ほろ 酔い 気分 で 散策 し て みて に 人 気 が 高 い 。 


蔵元 で し か 買う こと の で き な い | 定番 日 本 酒 チ ャ ー ト 
限定 酒 も 要 チ ェ ッ ク ! 甘 ロ ーーーーー ネ キー 幸 品 
濃 酵 ※ー コ ーーーーーー- 淡 腹 


並木 に 鶴 を あ いら ム 


と 命名 され た こと が 始 


【 定 番 】 本 格 あま ざけ (7206 

り 別 ) 列 か ら 作 っ て いる 酒蔵 な ら で は の JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 

時 ( 土 は 午後 の み )、 日 ・ 視 衝 だ わる 白 牡丹 な ら で は の 1 本 16 時 、 祝 休 。 東 広島 

味わい に 特徴 が ある 。 西条 岡町 6-9 9 全 082・422・2142 


【 限 定 】 五 酒 セ ッ ト ( 各 180ml) 154: 全 082・423・2055 原酒 (720ml 
[山陽 欠 | を 代表 する 日 本 酒 5 種類 が セ 品 な 甘 さ で 由 き の こない お いし さ 。 
ト に な っ で いる 。 飲 み 比 べ は も ちろ ん 、 お アル コー ル 度 数 の 高い 原酒 な の 

2 と VCirts。 で 遇 で の が お すす め 。 


定番 日 本 酒 チ ャ ー ト 
甘口 を ーーーーー ト ナー 幸 品 
濃 酵 ※ーーーーーーーー- 淡 腹 


定番 日 本 酒 チ ャ ー ト 
甘口 ヒー ト 一 寺 一 ーー 幸 口 
濃 酵 ーーー ト ーー 淡 麻 | 


:/ 


ぎの 空間 で 
四季 を 感じ る 和食 を 


く ぼ ま ち 割烹 
し ん すけ 


「 山 陽 鈴 酒 造 」 の 酒蔵 を 改造 し た 
和食 店 。 旬 の 食材 を 使っ た 四季 
折々 の 料理 が 楽し め る と 、 観 光 
客 は も ちろ ん 地元 の 人 た ちか ら 
も 愛さ れ て いる 。 昼 は 三 段 重 弁 
当 1550 円 が お すす め 。 1 段 ず つ 
引き 出す と 、 目 に も 鮮やか な 料 
理 が 現れ る 。 前 日 まで に 予約 す 
る と 、 美 酒 鍋 御 膳 2050 円 な ども 
楽し め る 。 

JR 山陽 本 線 西 条 駅 徒歩 5 分 。1 1 時 
14 時 LO・17 時 一 21 時 LO、 日 ・ 月 ・ 


祝 休 。 東 広島 市 西条 岡町 6-9 
谷 082・422・7950 


くつ ろ ぎ き 


気軽 な 居 
倫 張 り に 9 蔵 飲み 比べ 


地場 飯 & 地 酒 満天 


b ば めし きけ まん て ん 


西条 の 名 物 料理 や 日 本 酒 を 、 カ ジュ アル に 楽し め る 
居酒屋 。 旬 の 魚 を 使っ た 料理 ほか 、 
蔵 で 蔵人 の 労 を ね ぎら うた め に 生ま れ た 美酒 鍋 1 人 
前 1620 円 も スタ ン バ イ 。 西条 酒 と 米粉 を 使用 し た 
か ら 揚 げ 、 コ メカ ラ 648 円 も 人 気 メ ニュ ー。 さ っ く 


り と し た 食 感 が クセ に な る 。 


先 JR 山 陽 本 線 西条 駅 徒歩 3 分 。17 時 一 翌 1 時 ( 多 ・ 土 ・ 祝 前 
日 は 一 翌 3 時 )、 不 定休 。 東 広島 市 西条 栄町 1-4-36 フラ ッ 


ト フ ォ ー ム 1F 
合 082・423・1711 


く (タイル で 


1 . 三 自重 弁当 1550 円 。 プラ ス 500 
円 で ご 央 も の が 選べ る 。2. 趣 の ある 
酒蔵 を 改装 し た 店 内 で 、1 階 の 席 か 
ら は 中 庭 を 望む こと も で きる 


酒 どこ 


1 元祖 美酒 次 1 人 前 1900 円 は 、 肉 
と 野 葉 を 塩 コ ショ ウ 、 日 本 酒 で 味 
付け し た シン ブル な 西条 の 名 物 
鍋 。2. 店 内 は モダ ン な 究 囲 所 


ろ に 冒 


蔵元 直営 店 で 味わう 化 
備 蘭 西屋 
54 す ヤ 
[ 交 茂 人 酒造 | 直営 の レス トラ ン 。1 階 は フラ ンス 料理 、 2 
階 は 和食 が 楽し め る 。 どちら も 、 季節 感 あ ふれ る 料理 を 提 
供する 。 新鮮 な 食材 の 味 を 引き 出す た め 、 味 付け は シン プ 
ル 。 店 限定 の 酒 「 億 蘭 西 屋 」 は 、 日 本 酒 を シェ リー の 樽 で 

就 成 さ せ た オ リ ジ ナ ル 。 


の 味 「 美酒 鍋 


JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 7 分 。11 時 30 分 一 14 時 LO・1 階 は 17 時 
30 分 一 20 時 30 分 LO・2 階 は 17 時 一 21 時 LO、 

1 階 は 木 ・ 第 3・4 月 ・2 階 は 水 ・ 第 1・2 月 休 。 東 広島 市 西条 本 町 9-11 
全 082・422・8008 


いも の あり 


も 獲 - 著 が 進む 


ル も ある 。 


1. せ いろ ラン チ 1650 円 は 要 予 
約 。 早め の 電話 が ベタ ー。 2 田 
畑 に 囲ま れ た の どか な 場所 に 


ある 。 
季節 の 料理 、 酒 


1. 飲 み 比 べ セ ッ ト 1944 円 は 、 西 条 に 
ある 9 つの 蔵 の 酒 が 少し ずつ 楽し め 
る 。 そ の ほか 、 日 本 酒 を 使っ た カク テ 


和 の 雑貨 に 囲ま れ た 、 懐か し の 古 民家 ギャ ラリ ー 
ギャ ラリ ー 過 ゲ 仙 花 

未成 康 江 さ ん (写真 左 ) が 営む 、 古 民家 ギャ ラリ ー。 店 内 に 
は 、 所 狭し と 和 和 小物 雑貨 や 陶芸 作品 が 並ぶ 。 隣 の レス トラ ン 
スペ ー ス で は 、 せ いろ ラン チ 1650 円 ( 要 予 約 ) が 口コミ で 広 
が り 、 幅広 い 世代 か ら 人 気 を 集め て いる 。 酒蔵 通り か ら も 散 
歩 が て ら 立 ち 寄れ る 、 ほ ど よ い 距 離 感 。 

を JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 15 分 。 食 事 は 11 時 30 分 14 時 ・17 時 一 
20 時 30 分 LO (雑貨 は 火 ・ 木 ・ 金 の 11 時 一 16 時 )、 水 ・4・15 日 休 。 


東 広島 市 西条 町 吉行 1963 
会 082・422・0866 
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西条 る さんぽ 


酒 と 同じ 発酵 で 

自分 だ け の 藍染 め を 作る め 
藍 泉 館 

右 下 に 紹介 の 「 酒 泉 館 」 の 裏手 Mi 
に ある 、 米 の 精米 所 と 米蔵 だ っ 

た スペ ベー ス を 改装 し た 藍染 工 

房 。 日 本 酒 と 同じ 発酵 文化 の 藍 

染め 。 天然 灰 汁 発酵 の 本 格 的 な 

藍染 体験 が で きる 。 初 心 者 も 、 ハ 

ンカ チ 1 枚 1000 円 か ら 気軽 に オ 

リ ジ ナ ル の 藍染 作品 が 作れ る 。 

藍 は 生き 物 な の で 、 必 ず 予 約 を 

し て か ら 参加 を 。 

を JR 山陽 株 西条 駅 徒歩 10 分 。 見 学 

は 随時 可 (体験 の 場合 は 要 予 約 )。 東 〇 


広島 市 西条 上 市 町 2-4 
合 082・423・2021 


「 藍 泉 館 」 で 作ら れ た 作品 
の 展示 を 行う ギャ ラリ ー ス 
ペー ス も 佐 設 され て いる 。 


SS 症 条 広 な 
SS 
し 想い の 閑 公 園 
広 
昌 ・ 東 広島 
K 医療 セン ター 
ヽ 7 
0N ゝ 2 17』 
ヾ ふ 、 
NN 
Ne 
N 
N 
N 
5 N 
N ST ン ン 
SN 安芸 国分 寺 2 
v 4 、 | 架 し 
S @ 東 西条 
ji 寺西 小 @ ーー P 
湖 | 画 叶 西条 中 の 
@ 質 門 5 
Boulangerie 


LAPAIN 放 島 神 社 


回 


フル ー テ ィ ー 飲 み 比 べ セ 
ッ ト 3 種 432 円 。 梅酒 や 低 
。 アル コー ル 酒 な ど 、 気 に な 


大 地 環 他 る お 酒 を ちょ っ と ずつ 楽 
ライ し む の に よい 。 
御 建 公園 球場 ・ 
本 御 建 神社 
< ら 松尾 神社 ラー 
店 ーー 生 (本隊 ) 等 欲 中 り に 飲み 比べ OK 
し レー き 円 通 等 加茂 泉 ] い の 館 
= い 質 茂 失 酒 和 
思 ー デ yr 
広 当 
回 レー 人間 西 屋 福美 人 洒 酒泉 館 
| 山陽 玲 酒 和 平田 屋 * 旬 本 酒造 上 広島 県 西条 清酒 可 造 支場 を 改修 し て 造ら れ た 、 ひ と き 
< 人 せん べ い 本 か わ 目 を 引く モダ ン 建 築 。1 階 に は 、「 賀 茂 泉 酒 造 」 の 販売 
地場 飯 & 地 酒 の 3 
人 用 cum し 式 避 所 や 央 茶 ス ペー ス が あり 、 常 時 20 衝 以上 の お 酒 を 用 意 。 
村人 稚 可 造 くく り 円 珠 店 飲み 比べ が で きる ほか 、 酒 スイ ー ツ や 、 仕 込み 水 で 溢れ 
ーー デ 2 た コー ヒー、 抹 茶 な どの オリ ジ ナ ル メ ニュ ー が 味わえ る 。 
サン スク エア * l 写 計 。。 計 め め タ ウン を JR 山陽 本 線 西 条 駅 徒歩 10 分 。 10 時 一 17 時 、 土 ・ 日 ・ 毎 月 4・10 
児童 青少年 図書 館 f) 9 200m 日 営業 。 東 広島 市 西条 上 市 町 2-4 


ーー 合 082-423・2021 
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1 活気 あふ れる パン 工房 を 一 手 に まとめ る バト リッ ク さ ん 。 
2. ク ロワ ッ サ ン 150 円 ほか 。 


褒 パ ン を 囲ん で 広がる 


石 3 
地域 で 育む 交流 の 輪 
あす な ろ 

ベイ キン グ カ ン パ ニー 
豊か な 水 と 緑 に 囲ま れ た 、 石 宗 
パン の お 店 。 店 の 真ん中 に どっ 
し り と 構え る 柄 円 形 の 石窯 が 印 
依 的 。 東 広島 の 山 か ら 切り 出し 
た 新 を 使い 、 じ っ くり と 焼き 上 げ 
る 。 ベ ペー シッ ク な 味 を 楽し む な ら 
バンド カンパ バー ニュ 864 円 。 東 


2 階 の イー トイ ンス ペー ス 
は 、 地 元 の 子ども た ちや 大 学 


年 の 半 豆 の 坦 と 56 生 用 日 本 大 岩 災 の 復 具 を 支援 する パ 
AM ン な ど 、 ア イデ ィ ア 商品 も 並ぶ 。 
先 JR 山 陽 本 線 西条 駅 か ら 芸 隔 バ ス 「 白 


市 駅 」 行 き 8 分 の 「 吉 行 」 下 車 1 分 。 
9 時 一 19 時 、 月 ( 祝 の 場合 は 翌 ) 休 。 東 
広島 市 西条 土 与 丸 3-1-12 

合 082・421・2231 


豊か な 自然 を も ステ ー ジ に 
腕 を 振る っ た 職人 の 味 


何 種類 見 つけ られ る ? 

パリ ッ と 懐 か し の 味 

平田 屋 樽 せん べ い 本 舗 
OS た 6 た 5 ん 

大 正 8 年 (1919) 創 業 、 酒 模 を モチ ー フ 

に し た 樽 せん べ い の お 店 。 店 の 奥 で 一 つ 

ひと つ 丁 寧 に 手 焼き され 、 仕 上 げに 酒 欄 

の デザ イン を 焼き 付け て 完成 する 。 湿 け 

に くく 、 パ リッ と し た 歯応え が 香ばし 

い 。 焼 印 は 、 西 条 の 各 酒蔵 の も の が あ 

り 、 絵 本 を 見 な が ら 食べ る の も 楽し い 。 

24 枚 入り 520 円 一 。 

発 JR 山陽 本 線 西条 駅 徒歩 分 。8 時 一 18 時 、 


不定 休 。 東 広島 市 西条 本 町 14-13 
谷 082・422・2400 


住宅 街 に 突如 現れ る ! 
本 場 フ ラン ス の パン 屋 さ ん 


Boulangerie LAPAIN 

フー ラン ショ リー 上 9 
フラ ンス 人 パン 職人 、 ル メ ・ パ トリ ッ ク さ ん が 党 
も パン 屋 。 結婚 を 機 に 来 日 し 、 邊 様 の 実家 が ある 
西条 で 9 年 前 に オー プン し た 。 基本 の 食材 を 大 切 
に し た パン 作り で 、 子 ども か ら お 年 寄り まで 幅広 
い 世 代 か ら 愛 され て いる 。 旬 の 食材 を 使っ た 季節 
限定 の パン も チェ ッ ク し た い 。 
先 JR 山 陽 本 線 西条 駅 か ら 中 国 JR バ パス 「 呉 駅 」 行き 5 分 の 
「 蓮 花 寺 橋 ] 下車 7 分 。 6 時 一 18 時 (冬期 の 平日 は 7 時 一 ) 、 


月 ・ 祝 休 。 東 広島 市 西条 町 寺家 7136-6 
合 082-422・4448 


JR 山陽 本線 西条 駅 の 売店 や 、 く ぐり 門 、 各 酒 研 な ど で 販 売 され て いる 。 
通常 は 販売 され て いな い es 
が 、 注 文 が 入れ ば 地元 の ロ 
小学 校 の 校章 や 東 広島 市 上 
の 市 意 な ど が 焼き 付け ら 
れ た せん べ い も 作る 。 長 
く 地元 に 愛さ れ て いる こ 
と が わか る 。 


酒 ス イー ツ の 甘い 誘惑 
西条 らし き が 光る 味 


お 菓子 の 蔵 さく ら や 


先 JR 山 陽 本 線 西条 駅 徒歩 1 分 。8 時 30 分 一 19 時 30 分 、 無 休 。 東 広 
島 市 西条 本 町 11-27 谷 082・422・2513 


条 駅 前 由 っ 
西条 駅 前 本 店 利き か り ん と う で 
西条 で 愛さ れる 老舗 の 和菓子 酒蔵 の 個性 を 知る 
屋 。 酒 椅 を か た どっ た 地酒 入り 癌 
の 樽 最 中 1 個 130 円 や 、 酒 の 香り 香木 堂 


が ふん わり と 鼻 に 抜け る 酒 ま ん 
じゅ う 、 酒 都 西条 酒蔵 通り 826 
円 (8 個人 り ) な ど 、 西 条 ら し い お 
菓子 が 並ぶ 。 季 節 に 合わ せ た 和 
葉子 の ほか 、 洋 菓子 の テイ スト 
を 織り 交ぜ た オリ ジ ナ ル 菓 子 も 
人 気 が 高い 。 


「 お 洒 が 飲め な い 人 に も 日 本 酒 の よさ を 知っ て ほし い ]。 そ 
ん な 思い か ら 誕生 し た か りん と う 。 東 広島 に ある 酒蔵 の 酒 
粗 で 作っ た か りん と う は 、 蔵 ど と に 味 や 香り が 異な る 。4 
つの 蔵 が セッ ト に な っ た 酒蔵 の 香 ( オ ー プ ン 価 格 ) は 、 利 き 
酒 な ら ぬ 、 利 きか りん と う が で きる と 好評 だ 。 

多 東 広島 市 大 多田 191-8 ※ 現 地 で の 販売 は な し 

人 な 0823-82・8646 
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洪 麺 更 昌 演 eK 素人 一 


に 3 ベー 4 
仙 ) 直る" 扶 麗 は つい 
い 計 舞っ 抽 浪 や ※ つ 


人 SQ 八 絡 下 「 圭 RK 所 】 3 密 足 
人 8 時 り 涯 半 つ お 振 只 や p 誠 人 
だ で ら に 品 和 HHPXQyo" 錯 同 球 
全 〇 下 雷 くつ 思 ご 製 必 りお o 
部 とき 悪人 総 Opn 尊 や 1 
G 三 、 ロ 陣 人 る 上 め 引 い いじ 同 
Oo に に 更に の で コ 
@ っ 7 けり 半 会 0G 人 時 ぐ 
判 除 "1 。 1 融 " 四 上 知 可 全 
合 如 会 で 半 め @ 宏 倒 下 富 泥 
SQ ポー ロー ロ ハ A" 晃 呈 つ 
震 emo コ ロ 明 で 和 や 因 公 朋 お * 
会 生 全 語り eo 宙 HHS「2QS 
つ す キー っ 1G 李 り 獅 全 SM*etn 
ECK- と いよ に さも くそ い め の そ 、 そ 5M た に | 
px リー 史 Rxeo ネロ 
倒 避 の の 外 補 1 肖 8 黙 豆 り 軸 
や no 公 / 零 還 随 め 浴 つ る 避 き 間 
ゃ ら り っ? 想 認 @ ポ 着 計 きせ や 人 
で” 地 栄 お 培 時 GR NTN さ 人 
所 he り -JspaSnec9 つら? 


ご 主人 が 開 
ご 主 人 
た ノー ト は 、 
ご 圭 
ご と 


に は 、 
テー ブル 席 に 置か 


た り 記 念 の メッ セー ジ を つ 


エロ ス を 感じ る 置物 
の お 店 を 訪れ た お 客 さ ん た ち が 、 感 


店 内 に 入る と 著 い 夏 で も 、 恐 怖 心から 
涼し さ を 感じ させ て くれ る 。 至る 所 | 
談 ら れ て いる オブ ジェ は 、 

自ら が が コツ コツ と 木 を 上 彫 っ て 作っ 
想 を 書い 


た も の も ある と か 。 
づ っ た り し て いる 、 い わ ゆ る 落書 き 帳 


主 り 受け た も の な ど を 飾っ て いる の 
的 感覚 の 一 冊 。 女 性 同士 な ら 、 カ ウン 
人 の 経験 を 基 に し た 恋 沙 汰 話 に 花 を 
咲か せる の も 、 ま た 想い 出 に 残る 


店 直後 か ら 趣 味 で 集め た り 、 知 人 か ら 
だ 。 


れ た 「 遺 言 書 ] と 書か れ 
ター 席 に 座っ て 御 年 人 人 十 ン 歳 の 


永 730- 


JR 山陽 本 線 西条 駅 か ら 車 
20 分 。10 時 一 18 時 (来店 客 議 
が 少な い 場 合 は 17 時 閉店 ) 、 
97 合 0824・26・0019 


不定 休 。 東 広島 市 下 


の ) 生計 郷 の つじ 相方 
ほ SDG 受 一 議 全 
。 埋 国 定 弄 さて ペ 全 慰 
か で で ) 宣 定 作 き 
ck・ 才 に 4mー1 に いり 
5G 還 細 | G 志 ほめ 字 や no 加 つつ 
上 昌 要 密 ぷ せ の G で ン ム G 叶 
SE 


だ だ に) 


りり や つ 全 堂 で NNS 


歌 据 G 語 吾 会 9 編 且 洪 史 器 今宮 会 で 

の へ 控 こ だ GS 理 ぐ 地 や 朋 心 現 写 " 

宮寺 宇 定 く 思 結 の つの 旨 ぐら 必 お りり G 思 る 7 

考 補 ゃ ぐ S で ン ム SG 所 牌 沖 全 本 細め 鬼 こ り 入 り 
ドニ ンー いそ た SC さく 1 に (ルル e 省 

っ 玩 意 尉 2o 約 っ" 

人 調 規 ぐ や ミ ペ ヘミ ーK て っ ろ 包 皇 一 


憶 つ P 玉 7 革 埋 や きり 心 つね 貴 
S 誠 羽生 選 直 め 「 ペ 定 ツ リ ー 代 ト 
さ 」 を 「 じ OS ン つ らぶ 六 の や 
邊 移り つ 全 ono? 

雪 補 xp7 尼 G 的 選 G や の で 
FE を < 吉 作り まま も で 
出 K マ ー ヘ ふも や ぐ ぐ やら っ 衣 肖 " 癌 
8 斉 較 ちゃ 谷 つ っ 記 罰 め で 思 
時 へ さ へ を 半 宮 SSre 理 wm 
叶 阻 議 征 や RG" 加代 堂 
で ズ を 捉 刊 の SN 直人 る で 7 
つや で っ つ 失 マ ー 和 8 品 つ 所 Get 


全 や つて 光っ り 


上 呉 きん ぽ 


や き 鳥 の 元祖 本 家 鳥 好 


を 。 BA9 とり よ し 

倉橋 町 の 人 々 が 店 を 出し た こと が 始ま り と いわ れ て いる 、 異 

区 の 焼き 鳥屋 。 店 に は 生 答 が あり 、 鳥 料理 と 一 緒 に 新鮮 な 瀬戸 
内 の 魚 料理 を 堪能 で きる の が 特徴 だ 。 中 で も 「 本 家 鳥 好 ] は 、 

店 の 看板 メニ ュー みそ だ き 300 円 は 、 

半 友 を 独特 の 味噌 で 素 込 ん だ 呉 名 みそ だ き 発 祥 の 店 と し て 知ら れ 、 昭和 26 年 の 創業 以来 変わ ら 

物 。 ズラ リ と 並ぶ の は 、 店 主 の 上 瀬 正 ぬ 味 を 守り 続け て いる 。 店主 こ だ わり の 味 を 満喫 し て 。 

習 き さん が セレ クト する レア な 技 桂 。 所 所 徒 歩 10 分 。17 時 22 時 、 日 ・ 不 定休 。 

軸 中 通 3-2-4 

会 0823・24・7667 


iz 


気 メ ニュ 
げ 850 円 は 、 赤 玉 の ソー ダ 
割り 380 円 と 一 緒 に 頼み た 
い 。 2. 路 地 を 入る と 見 える 、 
レト ロ な 外観 が 目印 。 


告 泊 


Ys= 
半 で 直交 守 油 革 足 


ク 


具 の や さ し い 日 常に 触れ る 

地域 に 愛さ れる カレ ー 屋 さん 

カリ ー レ スト ラン 森本 

27 年 愛さ れる 下町 の カレ ー 屋 さん 。 タ マネ ギ に こだわ り 、 店 主 
が 心 を 籠 め て つく る や さ し い 味わい の カレ ー を 、 奥 様 の 手作り 
ドレ ッ シ ン グ サ ラダ が そっ と 引き 立て る 。 海 の 上 で 曜日 の 感覚 
を 記 れ な いた め に 、 海 軍 は 毎週 金曜 に カレ ー を 食べ て いた と い 
う 名 残 か ら 、 必 ず 金 曜 に な る と 訪れ る 常連 も いる と か 。 

JR 呉線 過 駅 徒歩 10 分 。11 時 30 分 一 21 時 、 火 休 。 異 市 中 通 3-3-27 
谷 0823・23・1380 


て 
に 


IN 


翌朝 5 時 まで 営業 
上 呉 の 夜 に どっ ぷり ハマ る ? 
路地 裏 の 居酒屋 赤玉 商 店 

ろ じ うら いき か あの だ まし ょ うてん 
生粋 の 呉 っ 子 、 店 主 の 石橋 洋一 さん が 迎え て くれ る レ 
5 の わり 拓 ど の 本 人 の トロ な 居酒屋 。 約 100 年 前 に 日 本 で 生ま れ た 、 フ ルー 
[ベジタブル の オム ライ ス 風 カ ティ ー な 赤玉 ポー トワ イン が 店 名 の 由来 だ 。 つい つい 
レー] 970 円 。 長居 する 客 が 多い と いう 居心地 の よさ は 、 店 主 の 人 柄 
あっ て こそ 。23 時 を 過ぎ る と 、 締 め の 上 呉 名 物 細 うど 
ん が 290 円 で 食べ られ る サー ビス も 。 
を JR 呉線 呉 駅 徒歩 15 分 。17 時 一 翌 5 時 、 月 休 。 


異 市 中 通 4-1-25 
合 0823・22・2565 


と 一 
ン 


笑顔 で 迎え て くれ る 、 店 主 の 吾 
卿 昌司 さん と 奥様 の 真弓 さん 。 


Te 


肉 う どん 860 円 。 嘩 
の 歴史 が 育ん 


: 宗 准 交 ワ ンタ ン 入 り 

ょ ug "ww 900 円 。 スー プ ま 
ぶら て り 、 は し ご 酒 行列 必至 で 飲み 干す お いし 
タ 暮 れ が 訪れ る と 、 ぼ つり ぽつり と 筐 傘 麺 の 有名 店 計り 計 人 
赤 ち ょ うち ん に 灯 が と も る 。 そ こ は 、 き 店 が お すす め 。 
蔵本 通り 沿い に ある 、 そ の 名 も 「 赤 中 華 店 呈 
ちょ うち ん 通り 」。 電気 と 上 下水 道 が 平 麺 が 特徴 の 呉 冷 麺 。 極 薄 の 麺 と 3 日 間 か け 
整備 され て いる 全国 で も 珍し い 屋 台 て 作ら れる 冷た い ス ー プ の 一 体感 は 「 思 郊 」 創業 73 年 を 数 える 、 呉 うど ん 発祥 の 店 。「 海 軍 さ ん 
通り で 、 ラ ー メ ン や お で ん の ほか 、 イ の 真 租 頂 だ 。 甘 め に 仕上 げた ワン タン が 不 思 に すばやく 食べ て ほし い 」 と 、 茹 で 時 間 を 短く する 
タリ アン や 創作 料理 まで 幅広 い 店 が 議 と 調和 し 、 酢 で し め た 地 エ ビ が 全体 の 味 を に 麺 を 細く し た の が 呉 う どん の 始ま り 。1 杯 30 
11 軒 並ぶ 。 隣 の 人 や 店 の 人 と の 距離 ビリ リ と 引き 締め る 。 お 好み で 酢 を 足し て も 秒 足ら うず で で き て し まう 驚き の 早 さだ 。 朝 7 時 か ら 開 
の 近 さ は 屋台 な ら で は 。 OK。 一 日 限定 100 食 で 、 早い 日 は 15 時 に は いて いる の で 、 出 勤 前 の 職人 や サラ リー マン が 朝食 
を JR 呉線 呉 駅 徒歩 15 分 。 店 舗 に よっ て 不 売り 切れ て 閉店 し て し まう こと も 。 に 利用 する こと も 多い 。 


定休 。 思 市 中 央 3 蔵本 通り 沿い 


治 JR 所 駅 徒 歩 15 分 。11 時 30 分 一 18 時 (売り JR 所 線 駅 徒歩 15 分 。7 時 17 時 、 火 休 
029025492070 半 時 欄 ) 切れ 次 弟 終 了 )、 月 休 。 思 本 中 央 5-10-20 異 市 丁 中 央 5-1-12 
会 0823・23・7997 会 0823・24・1172 


91 


1 個 80 円 。 揚 げた て 
を その 場 で 紙 に 包ん 
で 手渡 し て くれ る 。 
食べ 歩き に ビッ タリ 
の お 手軽 スイ ー ツ 。 


思わ ず 手 が 出る も ぅ 一 個 ! 

市 民 が 愛す る 定番 お や つ 

福住 フラ イケ ー キ 

が すみ 

れん が どおり を 歩い て いる と 、 香 ば し い 匂 い に 引き 寄せ られ 
る 。 店 先 で 手際 よく 揚げ られ て いく フラ イケ ー キ は 、 こし 錠 
を さっ くり と し た 生地 で 包ん だ 揚げ 菓子 だ 。 揚 げた て は も ち 
ろ ん 、 冷め て も お いし いと 評判 で 、 地元 の 人 々 は 10 個 20 個 
と まとめ て 買っ て いく 。 毎日 売り 切れ る 異 の 定番 お や つ 。 
JR 邊 株 上 駅 徒 歩 10 分 。10 時 一 19 時 (売り 切れ 次 第 終了 )、 火 ( 祝 


の 場合 は 有 翌 ) 休 。 異 市 中 通 4-12-20 
全 0823・25・4060 


窒 録 頭 は 、10 個 人 り 1400 円 。 他 に も 、 上 異 を イメ ー ジ し た お 菓子 や 
や さ し い 味 の 生 葉子 が 並ぶ 。 


や さき さ し い 甘 み に 包 まれ る 
ハチ ミツ 風味 の 急 頭 
御 菓子 処 密 屋 

し に 
生菓子 な ど 、 内 中 に 吉 き れる 字 中 で も 呉 の 伝説 を ヒ 
ント に 作ら れ た 密 録 頭 は 店 の 代表 作 。 ハ チミ ツ を 生地 と 普 に 
使用 し た 、 と ろ け る よう な 風味 が 特徴 だ 。 生地 は 水 を 一 切 合 
わ ず に 練り 上 げ る 独自 の 製法 で 仕上 げ て いる 。 こし 錠 と 白飯 
の 2 種類 が ある の で 、 詰 め 合わ せ も 喜ば れる 。 


を JR 中 線 呉 駅 徒歩 10 分 。9 時 一 19 時 、 火 休 。 異 市 中 通 3-5-10 
合 0823・21・3255 


手前 が メロ ン パ ン 169 円 。 一 般 的 な メロ ン バ ン (写真 後 ) は 、 
コッ ペ パ ン と いう 名 で 販売 され て いて 、125 円 。 


7 か ee 
ン で - 


うち ら の 愛 が 
詰まっ と る よ 凍 


豊 市 民 こ ころ の 味 
クリ ー ム 入り の メロ ン パ ン 


メロ ン パ ン 本 店 
Po 


店 名 の と お り 、 看 板 商品 は メロ 
ン パ ン 。 ラグビー ボー ル 型 の パ 
ン の 中 に は 、 自 家 製 の カス ター ド 
クリ ー ム が ぎっ し り 。 持 っ て みる 
と その 重 さ に 驚く ほど だ 。 夕 方 に 
は 売り 切れ る こと が 多い の で 、 見 
つけ た ら 買 い の 一 品 。 本 店 以外 
に も 、 中 通 支店 や 呉 市 内 の スー 
パー で 買う こと が で きる 。 
JR 県 駅 か ら 広 電 バス 「 広 方面 
行き 10 分 の 「 本 通 7 丁 目 ] 下車 すぐ 。 
6 時 一 17 時 (売り 切れ 次 第 終了 ) 日 
休 。 異 市 本 通 7-14-1 

人 き 0823・21・1373 


デー ニー mw 素 ん 注 


… い さき ざ 紅 太 で 嘆 


1 個 124 円 。 ジャ ム 入 り の ソ : 
フト クッ キー の よう な や さ 馴 : 
し い 食 友 が クセ に な る 。 


パイ ナッ プル 風味 の 中 国 菓 子 
倫 や か な 香り を 感じ て 
明堂 

で 46 いと う 
お みや げに 最適 な 呉 を 代表 する 銘 某 と い 
えば 、 天 明堂 の [ 風 炎 頭 」。 鳳 梨 と は 、 
パイ ナッ プル の こと 。 パ イナ ッ プ ル と フレ 
ッシュ パター、 冬 瓜 ジ ャ ム を ふん だ ん に 使 
っ て 焼き 上 げた 中 国 風 の お 菓子 だ 。 パ イナ 
ッ プ ル の 代わ り に レモ ン を 使用 し た 「 棒 析 
も 味わい た い 。 


を JR 呉線 中 駅 徒歩 7 分 。9 時 一 18 時 30 分 、 日 休 。 嘩 市 
中 通 1-1-24 
人 0823・25・2439 


あっ きり & ク リー 
京 を 届け る 懐か し の 味 

巴 屋 本 店 

で を AT 4 てん 

上 市 内 に 7 店 舗 を 展開 し 、 総業 や バン 、 魚 
菓子 な ど を 販売 する 「 巴 屋 ]」。 と り わ け 人 
気 の ス イー ツ は アイ ス も な か 。 音 懐か し い 
アイ スク リン が 元祖 で 、 日 本 人 に 合う アイ 
ス を 目指 し て 作ら れ た 。 定 番 の アイ ス も な |) 
か ミル ク 100 円 の ほか 、 コ ー ヒ ー120 円 、 
チョ コ 120 円 、 抹 茶 140 円 が ある 。 

JR 内 駅 徒歩 10 分 。8 時 18 時 無休 。 思 


市 中 通 4-8-19 
全 0823-21-5551 


さっ くり も な か と さっ 
ば り し た 甘 さ の アイ ス 
は 、 老 若 男女 問わ ず フ 
ァ アン が 多い 。 


ビ た 


| 


ASA 。 
」 
の we 


ai 


瀬戸 内 に 光 も ダグ 日 から ンー 
婁 か さき の 本 当 の 意味 を 知る 生 馬 jm て くれ 

と る 移住 者 た ちと の 交 
交 刀 准 ソ ゾー ーー 愛 来 来 流 も 癒 や され る 時 間 。 


こる りり 部 今 人 49S2 
「 贅沢 な 貧乏 碁 し が コン セプト 」。 そ う 語 る の 
は 、 広 島 市 内 か ら 移 住 し て 12 年 に な る 代表 の 
清水 昭彦 さん 。 定住 希望 者 や 観光 客 が 気軽 に 交 
流 で きる 場所 を 作り た いと 、 仲 間 と 力 を 合わ せ 
手作り で 展望 台 な ど を 整備 し た 。 デッキ か ら 眺 
め る 美しい 夕日 は 、 絶 景 の 一 言 。 


巻 広島 港 か ら 江田 島 汽船 フェ リー 「[ 三 高 港 」 行き 40 
分 の | 三 高 港 ] 下船 タタ シー15 分 。10 時 一 日 没 、 月 
一 金 体 。 江 田島 市 沖 美 町 量 長 1782-1 1 

容 090・1350・6000 


古き さよ き 風 景 が 残る 


匠 1 待ち * 湖 待 わ の 洪 と ン m て ba に za 
な 風景 が 広がる 町 並み 。 ゆ 
個 手 洗 の 田 央 み っ くり と 散策 し て みよ う 。 


江戸 時 代 よ り 、 風 待ち ・ 潮 待ち の 港 と し て 瀬戸 内 
海 交通 の 中 継 港 で あっ た 御手 洗 。 町 並み に は 、 大 
小 の 商家 、 茶 屋 、 船 宿 、 住 宅 、 寺 社 な ど が 混在 
し 、 路 地 が 網目 の よう に 巡ら され て いる 。 ひと 足 
踏み 入れ れ ば 、 住 時 の 隆盛 の 華やか さ が 見 えて く 
る か の よう だ 。 

筐 竹原 港 か らし まな み 海 運 高速 船 「 大 長 」 行き 45 分 
の 「 御 手洗 港 ] 下船 徒歩 1 分 。 

呉 市 壁 町 御手 洗 

容 0823-67 2278( 豊 町 観 交 協会 ) 


ご 飯 と アラ 壮 が 食べ 放 赴 | 環 識 時 

半 戸 内 の 新鮮 な 角 を 拭 能 いろ ん な 拓 伯 お の し 
ュー ヽ 三 身 を 自 婦 で チョ イス で きる る 。 
海辺 の 新 市 場 に uzagg。 


うう 中 な し 見 せ 貞 いい 吉 ば 

瀬戸 内 の 魚介 が 集まる 海辺 の 新鮮 市 場 。 ラン チ 
タイ ム は 、 新 鮮 な 刺し 身 が 食べ られ る 刺身 定食 
850 円 が 人 気 。1 階 の 市 場 で 新鮮 な 刺し 身 を 1 
パッ ク 選 ん だ ら 2 階 へ 。 セ ルフ で カキ 飯 、 イ カ 
館 、 タ イ 飯 な ど 、 平 日 は 3 種 、 週 末 は 5 種 の ご 
飯 と アラ 汁 が な ん と 食べ 放題 ! 

@ 呉 港 か ら 瀬戸 内 シー ライ ン 「 小 用 港 』 行き 11 分 の 
「 小 用 港 」 下船 タク シー10 分 。8 時 一 16 時 、 ラ ンチ 11 
時 一 14 時 、 月 ・ 第 2 日 休 。 江田 島 市 江田 島町 江南 1-1-37 
会 0823・40・0170 


まる で 映画 の ワン シー ン 
地元 民 促 用 達 ゆ 夫 上 食 堂 


手作り で や き さ し い 味付け 


の 様々 な 料理 。 印 象 的 な 
みはら し 食 富 空間 で 懐か し い 味わい を 。 
どう 


創業 より 60 年 以上 。 地 元 民 か ら 愛 され る 大 衆 食 
堂 だ 。 店 内 は 、 まる で 映画 の ワン シー ン に 出 て く 
る 村 の 食 営 を 思わ せる 雰囲気 。 料 理 は 近海 で 獲 
れ た 魚介 を は じ め 、 総 菜 100 円 一 が ショ ー ケ ー ス 
に 並び 、 自分 好み に 選ぶ スタ イル 。 リー ズ ナ ブル 
に 食事 、 地 元 民 と の 交流 に ぜひ 利用 し て みて 。 
今 竹 原 港 か らし まな み 海 運 高速 船 「 大 長 ] 行き 45 分 
の 「 御 手洗 港 ] 下船 徒歩 2 分 。11 時 一 14 時 ・17 時 一 
20 時 、 日 休 。 呉 市 豊 町 御手 洗 242-3 
0B2 コ 56・ ら 056 


mLH 受 な 気候 が 1 到 を だ 
貴 動 感 あ ふれ る 寺 た も Mc 2Ay 


陶 キ ャ フ リー 10 サ ンジ こぶ 本 し 出す 瀬戸 内 の 海 9 よ うに 


稲 や か 空 所 に ほっ と する 。 
ンク の 


芸 作家 の 若狭 祐介 さん と 蓮 尾 寧子 さん が 夫婦 
で 営む ギ ャ ラリ ー。 週末 の み ア トリ エ の 2 階 を 開 
放し 、 作 品 を 展示 販売 し て いる 。 豊か な 江田 島 
の 自然 の 中 で 育ま れ た 作品 は 、 温 も り に あふ れ 
た も の ば か り 。 イ ベン ト に 出店 し で て いる こと も 
ある の で 、 出 か ける 前 に 気軽 に 問い 合わ せ を 。 
韻 呉 港 か ら 瀬 戸 内 シー ライ ン | 小 用 港 ] 行き 11 分 の 
「 小 用 港 」 下船 タタ シー20 分 。 10 時 一 1 時 、 月 一 金 体 。 
江田 島 市 大 柿 町 柿 滝 2074-1 アト リエ 2F 
会 0823・57・6020 


江戸 時 代 の 古い 街並み を 今 に 残す 御手 洗 と 、 
新た な 歴史 を 紡ぐ 江田 島 。 

瀬戸 内 海 の 流 の よう に 緩やか に 流れ る 時 間 と 
そこ で 暮 6 す 人 々 の 暮らし に 身 を 委ね れ ば 、 
少し だ け 、 新 し い 目 分 に 出会え を る か も し れ な い 。 


いつ うま: で 5 居 続 け ヵ _ー 一 
スロ ー か 時 間 が ご 2 店 内 に は ユニ ー ク な 形 


船宿 cafe 若 長 が 印 氏 的 尋 亀 須 必 宮 の 


作品 が 展示 され て いる 。 
ふ な や ど かふぇ 。 わか ちょ 


時 代 に 奏 て ち れ た 和合 利用: 量 の 関 や 組 
な ど に 、 ゆっ くり と し た 時 の 流れ を 感じ る 。 2 階 は 、 
眼下 に 海 と 瀬戸 の 島々 を 見 渡せ る 絶好 の ロケ ー シ 
ョ ン 。 大 崎 下島 や 近海 で 採れ る 特産 物 を 使っ た 冷 
や し 極 栗 ぜ ん ざい 500 円 な ど ご 当地 スイ ー ツ と と 
も に 非 日 常世 界 ヘ へ トリップ し よう 。 

人 竹原 港 か らし まな み 海 運 高速 船 「 大 長 」 行き 45 分 
の 「 御 手洗 港 」 下船 徒歩 5 分 。11 時 一 17 時 、 月 一 金 
休 。 呉 市 豊 町 御手 洗 325 

黄 050 3368・5512 


過去 と 未来 に 


軍港 具 の 歴史 を 望む 
歴史 の 見 える 丘 


明治 以降 に 発展 し た 異 の 海辺 
に 広がる 歴史 的 建造 物 を 一 望 
で きる 丘 。 ここ か ら は 、 当時 の 
まま 残る 戦艦 「 大 和 」 を 建造 
し た ドッ ク の 骨組 みや 、 旧 呉 針 
守 府 店 舎 、 現 在 の 海上 自衛 隊 
虹 地 方 総監 部 庁 告 な と が 望め 
る 。 ま た 、 造 船 船 芝 記 念 碑 や 、 

「 大 和 」 の 主 秦 徹 甲 弾 、 正岡 子 


思い を 馳せ 、 


規 の 句碑 な ども ある 。 


JR 暴 線 呉 駅 か ら 異 探訪 ルー プ バ ス 10 分 の 「 子 規 句 碑 前 ] 下車 1 分 。 見 学 自由 。 異 市 宮原 5 
合 0823・25・3309( 呉 市 観光 振興 課 ) 


現役 潜水 艦 を 間近 に 見 る 、 緑 あふ れる 海辺 の 公 園 
アレ イ か ら す こじ ま 


海上 自衛 隊 の 潜水 艦 や 護衛 艦 
を 目 の 前 で 見 る こと が で きる 、 
国内 で 唯一 の 公園 。 大 正 時 代 に 
魚雷 発 射 訓 練 場 と し て 埋め 立 
て られ た 「 か ら す こじ ま 」 と い 
う 島 の 名 前 と 、 英語 で 小道 を 意 
味 する 「 ア レイ 」 か ら そ の 名 が 
付け られ た 。 上 海軍 工 席 の レン 
ガ の 建物 が 並び 、 レ トロ な 雰 囲 
気 が 漂 う 。 

を JR 呉線 呉 駅 か ら 呉 探訪 ルー プ バ ス 10 分 の 「 潜 水 隊 前 」 下車 1 分 。 見 学 自 由 。 異 市 昭和 町 
合 0823・25・3309( 呉 市 観光 振興 課 ) 


| 具 広 域 | ! 縛 RA な 内 道 因 7 需 
机 健 先 島 
交流 ソー ン 二 」 
< 陣 来 来 安寺 0 
海辺 の 新鮮 市 場 人 
訂 FT 
本 呈 
旬 の 還 聞 
宿 cafe 若 
1 2 し 有人 
トー NE ee 奏 
うと ん の 一 や ーー 聞 誠司 酒 屋 
本 貞 り < 赤玉 商 店 メロ ン バ ン 本 店 
褒 。 歳 本 通り の 屋台 ( 赤 ち ょ うち ん 通り ) 一 、 | 所 長迫 公 国 
に カリ ー レ スト ラン 本 本 へ | | < 屋上 ああ 
ミン の 生 信 の タン 福住 ララ イデ ニキ (| の さ 
MSSS パー 御 菓 子 負 宴 屋 an 
トス 2 人 A ど 高田 峠 子 店 
ペイ 3 ヽ て 人 
海上 自衛 隊 具 史料 館 が 
て つの くじ ら 館 市 船山 和 信 3 骨 
寺 和  。 市立 美術 錠 生 こ き 原 
大 和 ミ ュー ジア ム 竹山 公 園 。 。 計 計 セ ンタ ー 2 き 
内 洪 中 国 が ん セン ター 
海上 自衛隊 * 
諾 叶 き 四 地 方 夫 監 部 
石川 島 打 症 
自 重 エ * 呉 市 
8 歴史 の 見 ぇ s 丘 
ま @ 
バ レム 
フレイ か 69 こじま 
事 山 公園 = fO) 9 400m 


陸揚げ きれ た 巨大 な 潜水 艦 
実物 の スケ ー ル に ピッ クリ ! 


海上 自衛 隊 呉 史料 館 て つの くじ ら 館 


みい じょう じ えい た いく れ し り ょ う 
実際 に 使わ れ た 巨大 な 潜水艦 を 展示 する 、 日 本 で 初め て の 博 
物 館 。 潜水艦 の 発達 と 現状 や 、 潜 水 艦 の し くみ 、 異 市 と 海上 
自衛 隊 の 歴史 的 な 関わ り 、 掃 海 の し くみ な ど を 紹介 。 実 際 に 
艦内 に 入る こと も で き 、 館長 室 や 発令 所 な ど が 見 学 で きる 。 ま 
た 、 潜 水中 の 環境 や 生活 を 疑似 体験 で きる コー ナー も ある 。 

JR 思 線 異 駅 徒歩 5 分 。9 時 一 17 時 (入館 は 一 16 時 30 分 )、 火 ( 祝 の 場 


合 は 翌 ) 休 。 入館 無料 。 思 市 宝町 5-32 
人 0823・21・6111 


海軍 さん の 
足跡 を た どる 


山本 五 十 六 も 愛 
高田 帽子 店 
SAN うし て ん 
大 正 2 年 (1913) 海軍 御用 
達 の 軍 幅 製造 店 と し て 食 
業 。 山本 五 十 太 の 軍 帆 を 制 
作 し た こと で も 知ら れる 。 
現在 は 、 そ の 技術 を 三代 目 
由子 職人 の 高田 勝 晴 さん が 
受け 継ぎ 、 今 も 海上 自衛隊 
の 制 帆 を 一 つ ひと つ 手 仕事 
で 仕上 げ て いる 。 制 四 は 海 
上 自衛 隊員 の み の 販売 だ 
が 、 海 軍 の 歴史 に 棚 れ よう 

と 訪れ る 人 も 多い 。 
JR 呉線 所 駅 徒歩 10 分 。 9 時 一 


19 時 、 火 休 。 中 市 中 通 1-4-10 
合 0823-21・5026 


愛し た 、 海 軍 さ ん 御用 入り 帽 店 


一 般 の 人 は 実物 を 購入 する こと が で き な い が 、 実物 より 小さ い 海上 自衛 隊 ミ 
ニチ ュ ア 帽子 3950 円 を お みや げ 用 に 販売 する 。 も ちろ ん 、 こ れ も 手 作り 。 


94 


上 呉 きん ぽ 


き 未 の 来 な 努 た 歴 了 国造 世 れ 
名 米 素 を が 力 科 賜 閣 へ す 界 て 
環 に 晴 担 らち や ー 邊 発 る 最 き 
人 し 4 人 コ いま を の 
備 茹 き と す の 科 造 るい 2 釘 た 東 
し きき さく を ギン コミ ョ ン を 人 ご 
行 を 理 た 。 活 扱 ム 翼 本 ヵ 発 信和 
っ 多 解 もち ま ・ 術 軸 ご こ を が 民生 
て 現 や うた 一 鋼 < 拍 世 き 戦 生 っ 8 
いく て に いい 文 を を さき う 界 を 前 
こ て 税 化 人 始 は つ 数 いか と 和仁 上 
人 も 日 化 い 始 計 て 間 
"と B 学 本 に 先 め つい の 多 戦 らし や 
の いい 技 の 触 人 と 上 箕 > 造 く 後 培 て た 
で ヽ 術 将 れ の し の や $ 船 建 は わ 栄 ヽ 


設計 図 や 写真 、 潜水 調査 水中 映像 な ど を も と に 可 
能 な 限り 詳細 に 再現 され た 、10 分 の 1 戦艦 大 和 ] 
は 全長 26.3m も ある 。3 階 か ら 見 る と 人 力 満点 。 
ミュ ー ジ アム の シン ボル 的 存在 に な っ て いる 。 


呉 湾 艦 船 めぐ り 


0 異 滴 に 隣接 し て お り 、 建 物 周辺 に は 、 潜 水 調 船 を 中 心 と し た 科学 技術 の 原理 を 、 体 験 ・ 体 
海上 自衛 隊 中 基地 や 、 埋 穫 大 和 下 査 般 や 、 戦 能 の 主砲 身 、 ス クリ ュー な どの 引 感 を 通し て わか りや すく 紹介 。 操 船 シミ ュ レ ー 
造 ド ッ ク 跡 地 芝 り が で きる 、 能 始 ク 揚 品 を 展示 。 大 和 波 止 場 は 、 実 物 大 の 戦艦 ター や 実験 水 模 の ほか 、 サ イエ ンス ショ ー や ワ 
ルー ズ が ある 。 そ れ が 「 四 湾 艦 船 「 大 和 」 を イメ ー ジ し た 公園 と な っ て いる 。 ー ク ショ ッ プ な ど で 楽 し く 学ぶ こと が で きる 。 


めぐ り 」 だ 。 海上 自衛 隊 OB が ガイ 
ド を 務め 、 艦 船 の 装備 品 に つい て も 
詳し く 説明 を し て くれ る 。 乗 船 時 間 
は 約 30 分 。 潜水 艦 な ど を 間近 で 見 
られ 、 人 迫力 満点 の クル ー ズ を 楽し む 
こと が で きる 。 天気 の よい 日 は 、 ぜ 
ひと も 2 階 デ ッ キ か ら の 眺め を 堪 
能 し た いも の だ 。 


10 時 一 14 時 (毎時 発 の 5 便 。 水 一 
金 は 10 時 ・11 時 の み )、 月 ・ 火 休 。 ca 
乗船 料 1300 円 。 思 市 宝町 4-44( 貴 実 2 こ 3 と た 目 


中 央 機 橋 タ ー ミ ナル ) 店 _ 
計 082251.4354( パ バン カニ 1 階 の 大 型 資料 展示 室 に は 、 電 式 衝 上 電 機 4 階 に ある 、 思 湾 を 一 望 で きる 展望 デッキ 。 


及 ラ 7) 間 760RSHRETSSCOn7 62 型 や 人 間 魚 雷 「 回 天 」、 特 殊 潜 航 租 海 戦艦 「 大 和 ] を 建造 し た ドッ ク 跡 や 、 異 湾 
龍 ] な ど 、 貴重 な 実物 資料 を 展示 し 、 戦 争 の を 行き 交 う フェ リー な ど 、 思 ら し さ を 感じ る 
悲惨 さや 平和 の 大 切 さ を 伝え て いる 。 景色 を 一 望 で きる 。 
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ア 
アフ 


で だ)】 
トー ホホ で KーS 嘱 * 


hpmso 細 で NG リー 


ルリ 


の NN 呈 く 当る で 兵 に 
Nm 江 り 居 つ ^ 配合 の 
ドー 7 
IE に に シード 
SEA 寺谷 弄っ 誤 ぶ っ 
そこ と 全く OU 
生生 雪 で ボン G 平 
ロ mRSSw" 振 べ 以 公 
本 委 鬼 りり ポ で で 交 り 選 
き 守 頑 のり 認 Sxe 以 ズ 


"「 富 堂 た 所 」 め 字 こ で 
マニ 「 完 詞 」 を S 甘 玉 


漠 昧 り 尿 狗 選 " 
っ 写 央 寺島 や 家 S 号 " 
ポン S や べ 肥 所 つね 


へ K ふ さ AN ふ 宮 擬 さこ Gto 
寺 り 層 ) 羽 半 G 嘱 


脱 々 だ 窯 称 東 や へ KN さ 公 公記 所 時 
ぷー ン 


) 肖 xpG 史 己 め や 0 りつ 8 計っ 


w つ し 「 潤 家計 和 凌 
全 や QS へ KT「 め や つく 名 人 の 中 
狂人 明 十 の つい 十 S さ 民 控 舞 麗 詞 
尊 : ら つ 全 " 

環 走 3" 室 束 天天 埋 や 形 
は キュ トーf こ CE くだ りく こ に 
り p 層 補 品 りゃ 軍 志 定規 憧 
玩 つ ロー のり 会 惑 人 る つく 味 
宮下 や @ 写 つつ ポン % で G 
守 沢 得 り ロ 字 で で Po as お 7 
貞 卓 や や で ふっ ベー や や G 昧 晴 
つつ い S 有 宮 op? 巡 つ 三 ロ 革 が で 
「 押 G 写 」 史 著 つぐ や“ 
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尾道 さん ぽ 
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| K な 石門 と 
印象 深い あじ さい 寺 
持 光 寺 

た 
石 の 町 と し て も 名 高い 尾道 の 象徴 と も いえ る 堂々 
た る 構え の 石門 。 境内 は 四季 折々 の 花木 が 多く 、 別 
名 「 あ じ さ い 寺 」 と も 呼ば れ て いる 。 中 ・ 四 国 、 九 
州 を 含め 、 俳 画 で 唯一 の 国宝 「 絹 本 著 色 普 賢 延命 
像 1( 非 公開 ) を 伝え て いる こと で も 有名 だ 。 ほ か 、 
「 尾 道 七 備 め ぐり 」 の 寺 の ひと つ で も ある 。 
JR 山陽 本 線 尾 道 駅 北口 徒歩 5 分 。 拝 観 無料 。 尾 道 市 西 土 


堂 町 9-2 
0848・23・2411 


くさ り 山 の 上 か ら 
は 本 堂 と は また 培 
う 素 晴らし い 眺 め 
を 場 能 で きる 。 


岩山 に 寄り 添い 建立 きれ た 、 尾 道 を 代表 す 
千 光 寺 

せん に うら 
弘法 大 師 の 開基 と され る 真言 宗 の 寺 。 眼下 に は 尾道 水道 と 市 街 地 、 そ し て 向島 を 一 
望 する 絶景 スポ ッ ト と し て も 有名 。 「 赤 堂 」 と 呼ば れる 本 堂 や 、「 残 し た い 日 本 の 音 
風景 100 選 ] の 鐘楼 の 位 ま いも 印象 的 だ 。 境内 に は 様々 な 形 の 巨石 が あり 、 中 で も 
千 光 寺 の 寺 名 の 由来 と 伝わる 「 玉 の 岩 ] は 、 シ ン ボ ル 的 な 存在 だ 。 


JR 山 隅 本 線 尾道 駅 北口 徒歩 15 分 の 千 光 寺山 ロー プ ウ ェ イ で 山頂 駅 下車 10 分 。 拝観 料 志 納 。 尾 
道 市 東 土 堂 町 15-1 
人 0848・23・2310 


歴史 を 今 に 伝 える 
尾道 らし い 建 造物 の 数 々 


| 尾道 空き 家 再生 プロ ジェ クト | 


真言 宗 の 寺 


1. 自 分 で 粘土 を 握っ て 仏 を 作 
る 「 に ぎり 仏 ] 1500 円 (送料 
別途 )。2. 一 度 拝む と 3 年 寿命 
が 延び る と いわ れ て いる 国宝 
「 絹 本 著 色 普 賢 延命 像 」。 


5 つの 柱 を ベー ス に 


家 を 再生 。 尾 道 ら し い 町 づく り を 
海 と 山々 に 囲ま れ た 町 並み の 尾道 。 そ ん な 尾道 で 建築 的 価値 が 高い も の 、 不 思 議 で 個性 的 な も 


縁 の 作家 ・ 詩 人 が 刻む 
25 基 の 文学 碑 
文学 の こみ ち 


の 
ロー プ ウ ェ イ 山頂 駅 を 降り る と 
千 光 寺 公 園 。 そ の 山頂 か ら 続く 
遊歩 道 に 自然 石 に 刻ま れ た 25 の 
文学 碑 が 立つ 。 尾道 めか り の 作 
家 や 詩人 の 名 作 で つづ られ た 道 
だ 。 特 に 林 美 美子 文学 碑 と そこ 
か ら 望 む 尾 道 水道 の 風景 は 、 尾 
道 を 代表 する 風景 と し て 有名 。 
の ん びり と 散策 し な が ら 、 様 々 
な 作品 を 楽し ん で 。 


文学 の こみ ち を 行け 
ば 、 千 光 寺 に た どり 着 
く 。 作家 た ち が 愛 し た 
尾道 の 情景 を 思い 浮 
か べ て みて 。 


JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 15 分 の 千 光 寺山 ロー プ ウ ェ イ で 
山頂 駅 下車 1 分 。 散策 自由 。 尾 道 市 東 土 堂 町 


合 0848・38・9184( 尾 道 市 観光 課 ) 


の 、 景 観 が 優れ て いる も の な ど 様 々 な 魅力 を も っ た 空き 家 を 再生 し 、 尾道 らし い 町 づく り を 展開 
する 「 尾 道 空き 家 再生 プロ ジェ クト ]。 建築 、 環 境 、 コ ミュ ニテ ィ 、 観 光 、 ア ー ト の 5 本 柱 を べ 


侍 尾 道 市 三 軒 家 町 3.23 谷 080・6323・9921 


尾道 ガウ ディ ハウ ス 


尾道 の 領 斜 地 に お ける 空き 家 
再生 の シン ボル 。 随所 に 見 ら 
れる 装飾 や 日 本 建築 に は 珍 
し い 多 様 な 曲線 美 に は 目 を 
見 張る 。 特徴 的 な 南京 下見 板 
張り の 外壁 や 、 洋 館 の 部 分 に 
は ドイ ツ 壁 の 技法 が 使わ れ 
る な ど ハ イカ ラ な 建築 物 だ 。 
介 尾 道 市 三 軒 家 町 9-17 


あな ご の ね と こ 尾道 ゲス ト ハ ウス 


奥行 き の ある 尾道 の 町 家 を 
再生 し 、 旅 人 や 地元 人 と の 出 
会 い 、 交 流 の 場 に 特 化 し た ゲ 
スト ハウ ス 。 リー スナ ブル に 
宿泊 で きる セル フサ ービス 
の 宿 だ 。 入り 口 に は カフ ェ & 
バー『 あ く び カ フェ 』 も 。 手 
作り の 温か さ を 感じ て 。 

先 尾 道 市 土合 2-4-9 

合 0848・38-1005 


家 に 新しい 命 と 個性 を 生み 出し て いる 。 


三 軒 家 アパ ー ト メン ト 


昭和 の 古い アパ バート を モノ 
づく り の 発信 拠点 と し て 再 
生 。 工房 や 事務 所 業 ギ ャ ラリ 
ー、 さら に は カフ ェ 、 マ ッ サ 
ー ジ な ど 、 入 居 者 自身 に よる 
DIY で 造り 出さ れ た 自由 な 空 
間 は 、 それ ぞ れ に 個性 ある 世 
に 3 界 を 展開 し て いる 。 

侍 尾 道 市 三 軒 家 町 3-26 


美術 家 の 創 作 支 援 を 
行う AIR Onomichi の 
活動 拠点 を 開か れ た 場 
に 。 旬 の 果物 を 使用 し 
た 手作り メニ ュー が 人 
気 の カ フェ が あり 、2 
階 展示 室 は アー ティ ス 
ト 作品 と の ふれ あい の 場 と し て も 展開 中 。 

発 11 時 一 18 時 、 火 ・ 水 休 。 尾道 市 東 土 堂 町 2-1 
会 050-1537-5353 


テ 広島 県 産 レ モン で いた だ 
く 、 シー フー ドレ モン 焼 バ 
スタ 700 円 と ボリューム 
満点 の カン パチ カツ サン 
ド 700 円 。 


イタ リア ン + 和 で いた 
日 々 変わ る 旬 の 小 人 
MINNOW 

ミン ウ 
朝 獲れ の 新鮮 な 瀬戸 内 の 小 魚 を 、 イ タリ アン と 和 の 融合 スタ イル で 供 
する シー フー ドレ スト ラン 。 店 内 に は 、 暖色 系 の ライ ト に 照ら し だ され 
た 大 き な 木 の テ ー ブ ル が 1 つ 。 シ ンプ ル で スタ イリ ッシュ な 空間 は 、 温 


トン 2 


地 ア ナ ゴ と 自慢 の 日 本 酒 
胃袋 が だ わり 料理 
短 船 酒蔵 


ペッ チャ ー の 胃 ぶ くろ 


尾道 を 代表 する 祭り 「 ベ ッ チ ャ ー 
侍 ] に ちな み 、 活 気 あ ふれ る 店 内 。 
お 造り や 白 焼き な ど 、 尾道 で 水 揚 
げ さ れ た 地 ア ナ ゴ を 中 心 に 、 人 魚介 
類 や 帝 釈 峡 の 軍鶏 地 鶏 を 使用 し 
た 料理 を 提供 する 。 広島 を メイ ン 
と し た 選りすぐり の 日 本 酒 も 20 
銘柄 ほど 用 意 。 日 曜 の ラン チ 時 の 
み 、 穴 子 の 蒸し お に ぎり 200 円 も 
登場 。 


ョ 3 


店 内 に 水橋 が あり 、 生 きた アナ ゴ の み を 使用 する 。 
活き 造り な ども 0 K。 下 右 は 穴子 の 蒸し お に ぎり 。 


か み が あ り 心 地 よ い 。 仕 入れ に より 日 々 変わ る 旬 の 料理 を 楽し も う 。 


を JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 10 分 。1 1 時 30 分 一 14 時 ・17 時 30 分 一 22 時 LO0、 
不定 休 。 尾道 市 土 堂 2-8-15 
合 0848・24・4213 


を JR 山陽 本 線 尾 道 駅 南口 徒歩 15 分 。 
17 時 一 翌 1 時 (日 は 11 時 30 分 14 
時 ・17 時 一 22 時 )、 火 休 。 尾道 市 十 四 
日 元 町 5.9 な 0848・37・3730 


純 喫 思わ せる 空間 で 
こだわ り の ワッ フル を 
茶房 こも ん 

さ う 
千 光 寺山 ロー プ ウ ェ イ 山麓 駅 そば 
で 37 年 と 歴史 ある ワッ フル の 専 
門 店 。 レ トロ な 仁 ま い は 純 喫 茶 の 
雰囲気 を 感じ させ 、 懐 か し さ を 感 
じ さ せる 。 ワ ッ フ ル は 季節 の フル 
ー ツ や 瀬戸 内 の 相本 類 な ど 地元 産 
の 素材 を 使っ て 彩 ら れ て いる 。 す 
べ て 手作り され て いる アイ ス や カ 
スタ ー ド クリ ー ム と の 相性 も 抜群 
移 JR 山 陽 本 線 尾 道 駅 南口 徒歩 15 分 。 9 
時 一 19 時 、 火 休 (3・8 月 は 無休 )。 尾道 
市 長江 1-2-2 
人 き 0848・37・2905 


クロ ワッ サン に ペー 
グル や キッ シュ を 
尾道 散策 の お と も に 
ぜひ 。 


長 時 間 発 本 & 熟 成 が 生む 、 
パン 屋 航路 

PA 
長 時 間 発酵 させ 、 熟成 させ た こだわ り の 生地 を 使用 し て 作ら れ た 70 
種類 ほど 並ぶ で パン に は 和 驚 き と 発見 が 詰まっ て いる 。 特 に 力 を 入れ て 
いる の は ハー ド 系 の パン 。 食 感 や 口溶け まで 計算 され た バ パケット を 
求め 、 正 午前 に は 多く の 来店 客 も 。 周 り を ガラ ス で 囲ま れ た 店 内 か 
ら は 、 職 人 の 作業 風景 も 見 る こと が で きる 。 
JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 5 分 。7 時 一 18 時 (売り 切れ 次 第 終了 )、 木 ・ 金 


休 。 尾道 市 土 堂 1-3-31 
人 な 0848・22・8856 


彩る 感動 の 味 


Ce 2 


マン 


天気 の よい 日 に は 心地 よ 
い 風 を 感じ な が ら 外 の テ 
ラス 席 利用 も お すす め 。 


ここ 
で 


9w 田 著 油 IS 党 骨 茸 肝 昌 糸 


尾道 バラ 寿司 を 手軽 に 

エビ お ぼろ た っ ぷり いな り 
尾道 いな り や す も と 十 四 日 元 
3 の みち で よ 06 と まる て ん 

し っ か り と 炊い た ゴボウ や ニン ジン 、 シイ タケ 。 これ ら の 
具 を 入れ た 尾道 の バラ 寿司 を 食べ や すい よう に と 考え ら 
れ た の が 「 尾 道 いな り 」 1 個 130 円 だ 。 い な り の 上 に は 
手作り の エビ お ぽ ろ を た っ ぷり と まぶし 、 全 体 的 な 甘 め 
で や さ し い 味わい に 仕上 が っ て いる 。 手軽 に 食べ る こと 
が で き 、 み や げに も 最適 。 

を JR 山陽 本 線 尾 道 駅 南口 徒歩 15 分 。 9 時 一 17 時 (売り 切れ 次 第 終 


了 ) 、 木 休 。 尾道 市 十 四 日 元町 3-32 
合 0848-37・8811 


当 婚 > 


チャ ーシュ ー、 シ ナチ ク 、 
刻み ネギ 。 シ ンプ ブル な 構 
成 が 懐か し い 味 わい を よ 
り 促 進 させ る 。 


どこ か 懐か し い 老 舗 の 味 


尾道 ラー メン の 歴史 を 守る 、 


つた ふじ 本 店 


尾道 を 代表 する グル メ の ひと つ 、 尾道 ラー メン 。 古く か ら 尾 道 ラー メン の 文化 を 
守り 続け 、 平日 で も 行列 が で きる ほど 人 気 だ 。 店 内 は カウ ンタ ー の み 。 中 華 そば 
550 円 は 、 た っ ぷり の 背 脂 に し っ か り と し た 味わい を 感じ る 醤油 味 の ス ー プ 。 細 
め の ス トレ ー ト 麺 と よく 絡み 合う 。 


を JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 8 分 。 11 時 一 19 時 (売り 切れ 次 第 終了 )、 火 休 。 尾道 市 土 党 2-10 
合 0848・22・5578 
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尾道 さん ぽ 
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招き 猫 は 国際 


に 活躍 し て いる 園山 春 二 さん の コレ クシ 


尾道 イー ハト ー ヴ ・ 
招き 猫 美術 館 in 尾道 
2 2 Opeo2 1 36 
大 正 時 代 の 民家 を 改装 し て 造ら れ た 美術 館 。1 階 
に は ショ ッ プ と 招き 猫 神 社 が 。 そ し て 2 階 に は 約 
3000 体 に も 及ぶ 招き 猫 コ レク ショ ン を 展示 し て 
いる 。 江戸 時 代 に 生ま れ た 年 代物 か ら 、 ほ か で は 
見 る こと の な い 一 点 物 、 サ イズ も 大 小 様々 。 福 を 
呼び 込む 招き 猫 に 、 し っ か り と あや か り た い 。 
JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 20 分 。11 時 17 時 ( 土 ・ 
日 ・ 祝 は 10 時 一 )、 木 休 。 入館 料 200 円 。 尾道 市 東 土 党 


町 1936 
全 0848・25・2201 


サイ クル プロ ショ ッ プ 「GIANT」 で は 、 レ ンタ ル サ イ クル も 。 尾道 の 風 を 感じ て 走り 
た い 。2. 活 気 に 満ち た オ ー プ ン キ ッ チ ン の 「The RESTAURANT」 で は 、 瀬 戸 内 の 食 
材 を 使っ た ビッ ツァ や シー フー ド 料 理 が 味わえ る 。 


ONOMICHI U2 


ゅ ー ラ ー 
尾道 駅 より 西側 、 海辺 に 隣接 する 倉庫 群 の 中 に 平成 26 年 月 に オー プン し た 
全国 初 の サイ クリ スト 向け 複合 施設 。 客室 に 自分 の 自転 車 を 持ち 込め る ホテ 
ル 『HOTEL CYCLE」 の ほか 、 瀬 戸 内 の 食材 を 楽し め る 「The RESTAURANT] 
や 「Yard Cafe] な ど 、7 つ の 店 舗 が ひし めく 。 尾 道 の 新 た な 活動 拠点 に 。 
JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 5 分 。 HOTEL CYCLE は 1 治 素泊まり 1 万 7000 円 一 。 28 


室 。 尾 道 市 西 御所 町 5-11 
きき 0848-21・0550 


店 内 に 並ぶ 雑貨 た ち は 、 店 主 の セン ス の よさ が うか が える キラ リ と 輝く も の ば か り 。 


千 区 寺 公 園 


尾道 市 立 美術 館 * 


尾道 秒 


Zakka gajumaru 

さっ か が じゅ まる 
小 ち ん まり と し た 空間 を 埋め 尽く す よう に 、 思 わ ず 笑 
顔 に な る よう な ユニ ー ク な アイ テム や 存在 感 ある 雑貨 
が 並ぶ 。 店 名 を 思わ せる お うち プラ ンタ ー 入 り の ガ ジ 
ュ マ ル の 木 や ビア ス 、 ブロ ー チ と 、 店 主 を は じ め 、 様 々 
な 作家 の 手 仕 事 ア イ テ ム の クオ リティ に は 目 を 見 張 
る 。 尾 道 みや げ 探 し に ぜひ 。 

JR 山陽 本 線 尾道 駅 南口 徒歩 10 分 。12 時 一 19 時 、 月 ・ 第 3 火 


休 。 尾道 市 土 堂 1-17-14 
合 0848-36-6227 
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三原 さんぽ 


栄 共 に 咲い た 旧 山 陽 道 
歴史 の 胎動 を 感じ て 
旧 山 陽 道 町 並み 

うま ん よう どう まち な 
二 く は 、 西 国 大 名 の 参勤 交代 な ど に も 使用 され た 
西国 街道 三原 駅 北側 を 東西 に 走り 、 街 道 沿い に 
は 商店 街 を は じ め 、 以 前 は 酒屋 や 旨 商 家 で あっ た 
で あろ う 家 屋 が 残っ て お り 、 当 時 の 華やか さ を 物 
語っ て いる 。 また 、 歴史 ある 寺 や 標 石 な ども 多く 、 
今 に 至 る 街 の 移り 変わ り を 感じ 取り た い 。 


」… 


人 証 ロ 
今昔 が 混ざり 合っ た 現在 
の 上 山陽 道 。 の ん びり と 究 

園 気 を 楽し みた い 。 


三原 駅 北側 に あり 、 春 を 告 
げ る “三原 神明 市 " の シン 
ボル 「 石 ダル マ ]。 


町 散策 の 大 き な 味 方 

ポラ ンティア ガイ ド や クー ポン で 

「 便 利 ] で 「 お 得 ] に 楽し も う ! 

員 三 原 観光 ボラ ンティア ガイ ド 
「 ア ゼリア ガイ ド 」 

三原 城中 や 旧 山 陽 道 町 並み な ど を 案内 

し て くれ る 。 


委 DISCOVER WEST ハイ キン グ 
地元 ガイ ド と まち 歩き 

「 浮 城 」 三原 城 の 面影 と 三原 駅 の 誕 

生 を 探訪 する コー ス 

開催 日 平成 27 年 月 まで の 土 (8 月 16 日 ・ 

12 月 27 日 ・1 月 3 日 を 除く ) 

集合 場所 : うき し ろ ロ ビー 観光 案内 所 


日 本 酒好き に 愛 
され る 酔 純 米 
吟醸 酒 (720ml) 
1442 円 。 


集合 時 間 : 10 時 30 分 あの 横山 大 観る 7 

0 多幸 の まち グル メ を 食べ る な ら ! 日 本 を 代表 する 質 の 酒 
「 タ コ の まち 三原 得 得 マ ッ プ 」 酔 心 山 根本 店 

三原 名 物 の タコ を 使っ た 料理 店 や お み NR 


や げ 店 な ど 、 約 30 店 舗 の お いし い & う 
れ し い 特典 満載 の クー ポン 付 マ ッ プ も 
あり 、 散 歩 の お と も に いか が 。 


問い 合わ せ : うき し ろ ロビ ー 観 光 案内 所 


人 0848・67・5877 
三原 観光 navi 
http://www.mihara-kankou.com/ 


山陽 新幹線 か ら 見 える 三原 の シン ボル の ひと つ で 
ある “ 酔 心 " の 煙突 。 万 延 元 年 (1860) 創 業 の 酔 必 
は 、 稀 に みる 軟水 を 仕込 水 と する 独自 の 酒造 り が 特 
徴 。 キ メ 細 か く ス ッ キ リ と し 、 上 品 な 甘味 と 旨味 そ 
し て 軽やか で 香り 高い 酒 は 、 日 本 画 の 巨匠 ・ 横 山大 
観 が 終生 愛飲 し た 酒 と し て も 知ら れる 。 

を JR 山陽 本 線 ・ 叶 線 三 原 駅 北 ロ 徒歩 10 分 。9 時 一 20 時 、 
土日 休 三原 市 東町 1-5-58 

全 0848・62・3251 


裾 を 広げ た よう な 

美しい 石垣 が 歴史 を 語る 

EhYGt や 

駅 の 北側 に 位置 し 、 毛 利 元 就 三男 ・ 小 早川 隆景 に よ 
り 永 禄 10 年 (1567 ) に 築 か れ 、 国 の 史跡 に 指定 され 
て いる 城跡 。 天 主 台 は 広島 城 の 天守 間 が 6 つも 入る 日 
本 有数 の 広 さ を 誇る 。 満 潮時 に 城 の 姿 が 海 に 浮か ぶ 
よう に 見 えた こと か ら 別 名 “ 浮 城 " と も 呼ば れ て い 
る 。 三原 駅 を 挟ん だ 南側 に は 船 入 模 跡 も 。 

JR 山陽 本 線 ・ 呉 線 三原 駅 北口 徒歩 すぐ 。 6 時 30 分 一 22 時 、 
無休 。 見学 無料 市 城 町 

全 0848・64・9234 (三原 市 教育 委員 会 文化 課 ) 


歴史 を 介 ぶ 街道 を 行く 
悠久 の 時 を 感じ て …… 


1 肌 hh 
1.P H 室 に は 、 酔 心 の 酒 や 三原 の 街並み な ど を 写し た 貴重 
な 写真 も 飾ら れ て いる 。2. 祝 い 事 に は 樽 酒 も おす すめ 。 


F 日 も 売り 切れ 必至 ! こだわ り の スイ ー ツ パン 
八 天堂 三原 港町 本 店 
は っ て ん どう は ら み な と まち ほん て ん 

創業 より 81 年 。 毎 日 約 4 万 個 の スイ ー ツ パン を 手作り 、 手 包み 、 
手渡 し に こだわ り 提 供し て いる 。 サ クッ と と ろ け る よう な 味わい 
の メロ ン バ パン や 、 フ ルー ツ を 食べ て いる か の よう な ジャ ム パ ン も 
も ちろ ん いい が 、 イ チ 押 し は し っ と り と し た 食 感 が 人 気 の く リー 
む パ バン 。 種類 も 豊富 に 展開 中 。 


JR 山陽 本 線 ・ 異 線 三原 駅 南口 徒歩 2 分 。 9 時 17 時 (売り 切れ 次 第 終了 ) 、 
水 休 。 三原 市 港町 1-5-20 
合 0848・67・1077 


二宮 


お は ぎの 店 こだま 


三原 の 歴史 と と も に 歩み 42 年 。 
懐か し い 味わい で 評判 の お は ぎ 
の 店 で あり な が ら 、 な ん と いっ て 
も 人 気 な の は 、 特 大 の タコ 天 510 
円 。 三 原 の タ コ を 使用 し 、 サ イ 
ズ 、 食 べ 応え と も に 満足 度 は 高 
い 。 ほか 、 イカ 天 170 円 や か ら 掲 
げ 130 円 な ど 、 食 べ 歩き の お や つ 
に も 手みやげ に も 好適 だ 。 

JR 山陽 本 線 ・ 思 線 三原 駅 南口 徒歩 
2 分 。7 時 一 21 時 (売り 切れ 次 第 終 


了 )、 不 定休 三原 市 城 町 1-6-1 
人 な 0848・63・4275 


お は ぎ 1 個 130 円 の 
あん こ に は 十勝 小豆 
を 使用 。 絶 氷 な 甘 さ 
は クセ に な る ほど 。 


学生 か ら 主婦 、 観 光 客 
と 、 多 く の リ ビー ター 
に 愛さ れ て いる 。 


お すす め は タコ コー ス A 
(3456 円 )。 全 8 品 か ら な 
し り 四 向 を 凝ら し た タコ 料 
理 の 数 々 に 思わ ず 天 父 。 タ 
コ の イメ ー ジ が 変わ る ほ 
と の 味わい を ぜひ 。 


い ITt2 リズ 

和食 処 人 本 店 

も し ょ く と ころ と きしょう GA て ん 

御影 石 と ケヤキ で 彩 られ た 店 内 。 瀬 戸 内 の 旬 
の 味覚 を 楽し め る 会 席 や 鍋 料 理 を 提供 し て 
いる 。 特に 活 タ コ の 刺し 身 や タコ の 天ぷら な 
ど タ コ づ くし の コー ス に は 目 を 見 張る 。 カウ 
ンタ ー 後 ろ の 生 深 か ら 生き た タコ を 揚げ て 、 
その 場 で 調理 。 身 が し まり 歯応え も コリ コリ 
と 本 物 の タコ の 味 を 楽し め る 。 

JR 山 則 本 線 ・ 異 線 三 原 台 口 徒歩 5 分 。11 時 0 分 


ー13 時 30 分 ・17 時 一 22 時 、 月 休 。 三原 市 城 町 3-2-7 
人 き 0848・62・7393 


原 八幡宮 
ゃ 順 勝 寺 (9 


貞和 因 メ ーー リー 


お 好み 擦 し ず ) 1 5 
j 三 タ 時 ng 
| + 和食 処 
』。 つ 南小 三原 リー ジョ ンプ ラ ザ 登 喜 将 本 店 


素材 の 味わい 、 そ し て 一 体感 。 行 列 
が で きる ほど の 人 気 に も 賃 ける 。 


手 包み 包装 の 優し さ が 伝わる よう な 
懐か し い デ ザイ ン も 特徴 の ひと つ 。 


真っ 赤 に 上 ま る 、 三原 の カー プ フ ァ ン 
お 好み 焼 し ず 

上 か ら 押 さえ ず に ふん わり と し た 仕上 が り と 、 キ ャ ペ 
ツ と 麺 を 一 緒 に 炒め る 独自 の 焼き 方 が 人 気 の お 好み 焼 
き 店 。4 種 の トッ ピン グ を 自由 に セレ クト で きる モダ ン 
焼き スペ シャ ル 950 円 は 、 ボ リュ ー ム 満点 だ 。 店 内 に 
は 、 壁 や 天井 一 面 に 多く の カー プ グ ッ ズ が 。 三原 で の 
カー プ フ ァ ン の 聖地 と し て の 一 面 も 。 

JR 山陽 本線 ・ 思 株 三原 駅 南口 か ら 車 5 分 。11 時 21 時 30 分 


L0、 火 休 。 三原 市 皆実 1-23-26 
合 0848・63・8686 


の 聖地 


カー プ が 試合 に 勝っ た 翌日 の 来店 者 に は 、 700 円 以上 の 飲食 で 
割引 チケ ッ ト プ レ ゼ ント も 。 
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王女 坂 o 達 うこ 


等 家 錠 る で 写 
人 全 ちい 6 超 更 球 全 
に SS 
た に まい NIS と こい 3 
回 ・ モ 宮本 G 還 惑 所 民放 


綴 江 中 尋 因り p 肌 誠 で ビス 8 福 
祭 宣 8” 認 団 りら ※※ 突 年 ぐ 
に ミキ ー ト Si が を 
へ つつ 半 やめ つっ 静 人 る さ べ 年 全 つ 
史記 や ピン Sno" 財 民 密 定 3 
福 末 全 モ い 把 | 記さ の 記 べ 和 
史 選 て 窟 三 " 写 べ 全 補記 写 


つつ しゃ 長 で で ざ ピ っ 7 oO 有 


つい っ 


園 也 G 隈 っ 公 画 IJNho 
取 押 @ る で 選 騙 


つ 三 江 ww で お さ へ G 挟 や っ 仙 
ム " 間 細 GS へ 許 民 め 光 わ 
合 慌 昌 を ベー 和 SS 和 7 握 消 つ お 
直さ り G 層 福 で や べ 史 週 
和 0 や 守ら? 球 守 ちせ NX 上記 
人 で 」G 戦 旬 つ つり 明 忌 写ら 
斉 還 人 旨 らく もり 和 信和 束 
ゃ PSxeP nwG 半 合 ロ zo7 定 口 壮 
本 中 SKo で を 呈 加 を 環 束 - 捉 父 
還 w で ね 更 や 村 つ の” 皿 認 HH っ ト 乱 
人 用 々 で HH A ペ ー ト で へ ヘー 
罰 * や @ 足 堂 " 坦 S 記 錠 届 出 わ 計 倒 


で 。 人 G 賠 移 近 つ >pxn 
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竹原 さん ぽ 


重要 文化 財 を 祀る 


竹原 の 町 4 


終 する 
西方 寺 ・ 普 明 閣 
きい うじ うら い か く 
長い 石段 の 上 に あり 、 特 徴 ある 堂 の 姿 が 竹原 の 街 な 
か か ら も 見 える 浄土 宗 の 寺 ・ 西 方 寺 。 県 の 重要 文化 
財 で ある 木造 十 一 面 観音 立像 が 祀 られ た 普 明 閣 は 、 
方 三間 宝 形 造 、 本 瓦 苦 の 二 重 屋根 、 舞 台 造 り の 観音 
堂 で 、 京 都 の 清水 寺 を 模 し て 建立 され た と 言わ れ て 
いる 。 無 台 か ら は 竹原 の 町 が 一 望 で きる 絶景 スポ ッ 

ト で も ある 。 
JR 過 株 竹 原 駅 徒歩 20 分 。 境 内 自由 。 竹 原市 本 町 3.10-44 
合 0846・22・7745( 竹 原市 役所 建設 産業 部 産業 振興 課 


PE 


(た 


き 


ン 共 


ここ 
ンク 


災 
の 歴 
小 史 
京 
者 


H 
り 
カ ゝ 
け 
る 


こだわ り の 酒造 り 


に まつ わる 資料 が 


どっ さり 。 竹 玲 の 
酒 を 存 分 に 学ん で 


わる 酒 器 や 道具 


全 五 こだわ り の 伝 8 清河 
H 竹 鍛 酒 造 ・ 小 管 屋 酒 の 資料 館 


「 日 本 の ウイ スキ ー の 父 」 と いわ れ た 「 ニ ッ カ ウキ キス キー の 
創始 者 竹 鶴 政 地 氏 の 生 家 で あり 、 自然 の まま に し っ か り 発酵 さ 
せ た 個 性 的 な 味 の 日 本 酒 「 竹 准 ] を 醸造 し て いる 。 江戸 時 代 か 
ら 残 る 蔵 を 改築 し た 資料 館 に は 、 代々 伝わる 酒 器 や 酒造 り の 道 
具 な ど 約 50 点 を 展示 。 

や JR 異 線 竹原 駅 徒歩 15 分 。10 時 一 12 時 ・13 時 一 16 時 、 月 一 金 休 。 入 


館 無料 。 竹 原市 本 町 3-10-29 
人 き 0846・22・2021 


上 の 写真 が 普 明 間 。 大 林 監 督 の 
映画 「 時 を か ける 少女 」 の ロ 
] ケ 地 と し て も 有名 だ 。 


に っ こり と 笑っ て いる よう な お 抱え 地蔵 。 き 
願い が 叶い ます よう に …。 


江戸 期 の 華 * 
松阪 邸 

まつ きか て い 
塩田 の 必需 品 で ある 新 問屋 や 石 
炭 問 屋 な ど を 生業 と し た 豪商 の 
家屋 。 座敷 は 全体 が 数 寄 屋 風 の 
意匠 で 統一 され 、 波 うつ よう な 
独特 の 大 屋根 、 う ぐい す 色 の 漆 
喰 、 塗 り 込め の 窓 額 つき 茅 格子 
の 出窓 と 、 竹 原 の 町 並み の 中 で 
も 独特 の 雰囲気 を 放っ て いる 。 
中 庭 か ら は 普 明 痢 も 見 られ る 。 


それ は お 抱え 地蔵 の みぞ 知る 


お 抱え 地蔵 


じ そ う 


1 お や YO 本 町 通り の 修 景 広場 脇 の 路 地 を 抜け 、 石 段 を 上 っ た 
JR 中 | 15 分 。 9 時 一 17 3 含め 、 ー 派 な ea ーー 所 え 
浩和 ま 油 人 先 に ある 立派 な 地蔵 堂 。 そ こ に は 「 お 抱え 地蔵 」 が 


し て いる 。 鎮座 する 。 願い事 を 胸 に 祈り な が ら 地蔵 を 抱え 、 自 
分 が 門 像 し て いる より も 音 い と 感じ あこ と が で きれ 
ば 願い が 叶う と され て いる 。 人 竹原 を 訪れ た 際 に は ぜ 
ひ チ ャ レン ジ し て みて 。 
を JR 呉線 竹原 駅 徒歩 15 分 。 竹 原市 本 町 3 


町 3-9-22 
合 0846-22・5474. 
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訟 凍 気 が 非 日 常世 界 へ と 誘う 
喫茶 プリ ンス 

きっ 8 
創業 より 56 年 。 マ スタ ー と マダ ム が 営む レト ロ な 音楽 喫茶 。 洋館 
風 の 外 観 に 、 昭和 の 薫り を 感じ る 山小屋 風 の 店 内 。 ク ラシック な ラ 
ンプ や ソフ ァ な ど 、 非 日 常 的 な 雰囲気 楽し むこ と が で きる 。 定番 
人 気 の 焼き サン ド や ケー キ 、 コ ー ヒ ー ゼ リー が 付く ケー キ セ ッ ト 
650 円 と と も に 安らぎ の ひと と き を 。 
人 JR 思 線 竹原 駅 徒歩 15 分 。9 時 一 17 時 30 分 、 日 休 ( 祝 の 場合 は 営業 )。 竹 原 


市 本 町 3-1-20 
合 0846・22・2415 


昭和 レト r 


古い 民家 を 利用 し 、 カ ウン ター 
と 座敷 を 備え た 店 。 新鮮 か つ 旬 
の 海 の 幸 、 山 の 幸 を 女将 さん が 
家庭 的 な 味付け で 一 品 一 品 丁寧 
に 仕上 げ て いく 料理 の 数 々 。 特 


に 人 竹原 産 の プリ プリ と し た 食 感 

の アナ ゴ 料 理 は 必 食 。 前 日 まで マス ター に お 願い すれ ば 、 過 

の 予約 で いた だ ける 竹原 の 郷土 去 に 人 形 作 り を し て いた 時 の 
人 ぱ 

料理 「 魚 飯 」1200 円 も ぜひ 味 作品 を 見 せ て くれ る こと も 。 


わい た い 。 カウ ンタ ー で 女将 さん 
と の 会 話 を 楽し みな が 
JR 異 線 竹原 駅 徒歩 20 分 。11 時 一 ら の 食事 も 一 算 。 


人 情 味 あ る 人 々 と 
に 誇る 竹原 の 趣 


自家 製 ん と 味わう ご 当地 ダレ メ 竹原 7 
めん 処 宗良 褒 

じっくり と 寝かせ た コシ が あり 、 切 り た て 、 茹 で た て の 自家 製 
麺 を 味わえ る うど ん の 店 。 定 番 の 釜 あ げ う どん は 不変 的 な 人 気 
を 博 し て いる 。 ほ か 、 竹 原産 の タケ ノコ の 押し 寿司 と 瀬戸 内 海 
で 獲れ た 新鮮 な 魚介 類 な ど で 作ら れる 「 竹 原 た け めし ]( 季 節 限 


車 で の 来店 の 場合 は 、 駐 車場 は な い 


の で 近隣 の パー キン グ に 駐車 し て か 定 ) も 人 気 。 竹 原 の 味 を し っ か り 味 わっ て 。 
ら 歩い て 行こ う 。 JR 呉線 竹原 駅 徒歩 25 分 。11 時 一 14 時 30 分 LO( 夜 は 要 予 約 )、 日 休 。 
竹原 市 下野 町 3181-1 


人 な 0846-22-1601 


祖母 か ら 父 へ 、 そ し て 息子 へ 。 創業 以来 60 年 以上 続 

く 、 二 重 焼 の テイ クア ウト 専門 店 。 二 重 焼 1 個 110 円 の 和則 下 ラガ ケ グ : 抽 0 
者 に ノコ の 押し 寿司 に 瀬戸 内 の 魚 料 理 、 サ ラダ カッ プ 。 創意 工 た 

は 科 飯 の 1 種類 の み な が ら 、 休 日 信行 列 あ で きる ほ 「 竹 氷 た け め し 」 1200 円 は 絶品 。 の 

どの に ぎわ い を みせ る 。 焼き た て の 二 重 焼 は 、 外 が ジン | 

カリ ッ と 中 は あん こ た っ ぷり で 、 ど こ か 懐か し い 味 

わい 。 食べ 歩き に も 、 み や げに も 最適 だ 。 

を JR 呉線 竹原 駅 徒歩 5 分 。 10 時 一 17 時 (売り 切れ 次 第 終了 ) 、 

水 休 。 竹 原市 中 央 2-20-33 

人 な 0846・22・0875 


介入 
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これ で あな た も ジャ ム 通 
竹原 が 誇る ジャ ム プ ブラ ンド 
アヲハタ ジャ ム デ ッ キ 


ジャ ム を 製造 し て いた 旧 工 場 を リニュ 
ー ア ル し 、 ジ ャ ム の 歴史 を 知る こと が で 
きる シア ター や 、 ア ヲ ハ タ を は じ め 世 界 
の ジャ ム が 並べ られ た ギャ ラリ ー を 備 ーーーーーー 


えた ビジ ター セン ター。 1 日 2 回 行わ れ 庄 思 


る ジャ ム づ くり 体験 ( 要 予 約 ) で は 、 自 分 
だ け の オリ ジ ナ ル ジ ャ ム を 作れ る 。 工 場 
見 学 も あり ( 要 予 約 )。 


を JR 呉線 忠海 駅 徒歩 5 分 。 9 時 30 分 一 16 時 30 
分 、 日 ・ 月 ・ 祝 休 。 見学 無料 (ジャ ム づ くり 体 


験 は 800 円 )。 竹 原市 海中 町 1-2-43 1. ジ ャ ム づ くり 体験 は 、 い ちご ジャ ム 、 ブ ルー ペリ ー ジ ャ ム 、 オ 
全 0846・26・1550 


レン ジマ ー マ レ ー ド の 3 コー ス を 用 意 。 


29 語 を を 証 来 伝わる 共 し 風呂 は 
の 最 か た 部 屋 自然 の 力 を 取り 入れ 元気 ! 


8 
ame。 石 風呂 温泉 

目 の 前 に は 大 久野 島 や 大 三 どの 瀬戸 内 の 島々 。 
抜群 の ロケ ーション で ある 海岸 沿い の 洞窟 で は 、 73 
歳 の 主人 が 採っ て くる アマ モ を 敷き 詰め た 日 本 古来 
の 蒸し 風呂 を 楽し め る 。60 一 90 度 、40 一 60 度 と 2 
種類 の 風呂 が あり 、 汗 が し た た り 落 ちる ほど 新 陳 代 
謝 を 促す 。 自 然 の 力 で 元気 な 身体 に 。 

JR 呉線 忠海 駅 徒歩 15 分 。 11 時 30 分 一 21 時 、 月 ・ 第 3 日 休 。 


入 深 料 1200 円 (16 時 一 は 1100 円 )。 竹原 市 員 海 床 浦 1-12-30 
全 0846・26・0719( 旅 館 岩 力 屋 ) 


心 落 ち 着 く 優 美 な 世界 
最高 の お も て な し を …… 


湯 坂 温泉 郷 HOTEL 賀茂 川 蘭 


か 624 どん 8 と う 
筐 か な 緑 の 中 に 倍 む 風情 ある ホテ ル 。 本 折々 の 
様々 な 表情 を 楽し め る 純 日 本 庭園 や 抽 田 元 宋 が 描い 
た 日 本 画 や その 夫人 で ある 奥田 小 軸 女 の 作品 の 展示 
な ど 、 く つろ ぎの も て な し を 楽し め る 。 料 理 に は 旬 
を 感じ る 会 席 、 信 楽焼 花園 起 天 風呂 を は じ め と する 
胃 向 を 凝ら し た 天 状 温泉 と 安らぎ の 時 間 を 。 

を JR 山陽 本 線 白 市 駅 か ら 車 15 分 。1 泊 2 食 1 万 3110 円 一 。 


50 室 。 単 純 放射 能 泉 。 竹 原市 西野 町 西 湯 坂 445 
人 き 0846・29・0211 


苑 れ の 茶室 宿 、 瀬 戸 
内 の 幸 を 炭火 焼 で 
いた だ く 囲 炉 裏 山 
荘 も お スス メ だ 。 


計 *”。 。 お 抱え 地蔵 
頼 惨 清 旧宅 * 歴 史 民 俗 資料 館 
と お 食事 処 の ん びり 亭 
gafa。 に 西谷 明 間 
初代 郵便 局 跡 < 竹 鶴 
、 松 孤 司 ゴ ッ 生還 の 交 人 
つぼ み 公 国 * 喫茶 プリ ンス 太 本 名 ACE) 
| ma ・ 和 人 温湯 泉 導 原市 ) 
Nm 席 Ts 道 の 駅 た け は ら HOTEL 賀茂 川 科 9 
NNE 1: ” 衝 原 市 


安 

基 

2 上 

@ | 


内 
= 竹原 キリ スト 教会 
本 川 局 〒 
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角 持 避 届 代 つ 脳 損 ^ 

SS 宙 合 Me 較 錯 称 窓 つ レ 
4HF 
Z の ヤー 

選民 家 己 表 舞 絹 四 福 選 せ 

差出 穫 つ 層 全 

親 実 激 さ つつ の 呈 召 ご 思 Yo 


や 慌 さ っ 要 冨 油 つ じ 
まく まこ だ 


ュー ロ 刀 呪 章 写 て 
直史 吾 や en? 


林 G 更 で 写 民 
つじ らち 次 所 捧 抵 
。 江 G 左 お る で つき 
生れ っ 要 二 や 現 つ つ 
Rm お"SS 居 計 王 信二 
還 G 補 りら 所 下 つ " 太 宮 
油 呈 宰 % そ 糧 ス G 窟 
G 更 一 つ つ し 補選 に 
ポー 0 に 電 欠 " 規 
に 胡 S「 電 避 了 
「 当 実 」「「 補 吉 」7 
マコ い 『 うた さく ルリ 


ポン 


AnS 斉 較 め っ ゅ 刻 現 ぐつ 准 つ 
っ "687 折っ 軸 涯 で 8 「 最 玉 宗 叶 
ー ご ご 紅 」「 沢 つっ 呈 G 映 慌 宮 
富 ゴ ーー ご 早 」 ロ p 員 守 さり se? 
思 弓 叶 全 提 っ りく や 刀 臣 療 公 
吐 式 つじ っ 「 2 で 8 称 世 G 
完 寺 り 完 脱 衝 や で G で だ の つい 湖 到 
介 完 問 和 めで で 工 和 人 Se 8 会 
に に コル ・ の 0 さ う Y1 間 に に Y 
Im SG 疫 固 め 貢 \ い で 合 り ” 舞 裕 
袋 望 定 全 骨 定 つ お りつ や p 胡 で で 
いっ? 委 宇 め 維 の 守 会 QS で や 
だ さこ 


輔 の 浦 さ ん ぽ 


本 堂 に は 、 平 安 、 鎌倉 
室町 、 江 戸 と それ ぞ れ 
の 時 代 の 仏像 が 祀 ら 
れ て いる 。 


1. 本 みり ん 本 来 の 米 の 甘み 
と 業 味 の 香り の バラ ンス に 
優れ た 賠 重 保 命 酒 。 2. 巨 大 な 
備前 焼 の 圭 。 


先々 代々 の 味 と 伝統 
日 本 古来 の 酒 文化 が ここ に 


広がる 景観 美 を 目 の 前 に 
心 洗 われ る 上 間 を 


岡本 亀 太 郎 本 店 


お か も と か め た ろう は ん て ん 
江戸 時 代 に は 中 村 家 の み が 製造 ・ 販 売 を 許さ れ て いた 保 命 酒 
の 技 と 味 を 受け 継ぎ 、 日 本 古来 の 酒 文化 を 今 に 伝え て いる 。 
店 の 建物 は 福山 城 の 長屋 門 を 移築 し た も の で 、 市 の 重要 文化 
財 に 指定 され て いる 。 保 命 酒 は 16 種 の 薬味 と 本 みり ん に 漬け 
込ん で 製造 。 悠久 の 味 を ぜひ 。 

を JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か ら ト モテ ツバ ス 納 線 「 績 港 」 行き 37 


分 の 「 病 港 」 下車 10 分 。9 時 一 17 時 、 無 休 。 福 山 市 病 町 績 927-1 
人 084・982・2126 


福 禅 寺 ・ 対 潮 楼 
導き ・ 対 清 

平安 時 代 の 創建 と 伝え られ る 福 禅 寺 。 そ の 本 常に 
隣接 する 対 潮 楼 は 、 国 の 史跡 に 指定 され て いる 。 
特に 座敷 か ら 仙 酔 島 を 望む 眺望 は 素晴らし く 、 正 
徳 元 年 (1711) に 宿泊 し た 朝鮮 通信 使 よ り 「 日 東 
第 一 形 勝 ] と 哲 さ れ て いる 。 現在 で は その 景色 を 
眺め な が ら の 写経 道場 (奉納 料 1000 円 ) な ども 行 
われ て いる 。 


を JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か りら トモ テツ バス 納 線 「 納 
港 」 行き 37 分 の 「 靖 港 ] 下車 3 分 。8 時 一 17 時 、 無 休 。 
振 携 料 200 円 。 福 山 市 績 町 輌 2 

全 084・982・2705 


3 の 竹 隔 * 


8 さ 
許 が 
ぶさ ざ 芝 苦 そ 88 る 寮 


潮 の 満ち 引き に よっ て 現れ る 
波止場 。 多 く の 漁船 が 停泊 し 、 
今 な お 輌 の 生活 の 一 部 だ 。 


清 待ち の 港 に 由来 する 
歴 史 深い 処 の 只 
波 直 場 ・ 座 本 


粋 な 空間 が 広がる 非 日 常世 界 へ と トリ ッ プ 


御 舟 宿 いろ は 
潮 待 ちの 港 と し て 栄え た 輌 の 浦 。 そ の 名 も 22 
残 が 見 て 取れ る の が 波止場 と 麻木 だ 。 江 幕末 期 、 坂 本 龍馬 ら 海 援 隊 の 船 「 い ろ は 丸 ] の 沈没 事 
戸 時 代 か ら 造 営 を 繰り 返し で き 上 が っ た 件 時 に 談判 の 場 と し て 使わ れ た 町 家 で あっ た 「 御 角 宿 
の が 、 防 波 堤 の 波止場 。 船 を 着け 、 荷 揚 いろ は ]。 宮崎 駿 監 督 の デザ イン 画 を 元 に 改装 され た 建 
げ を する 麻木 の 最上 段 に は 、 明 治 か ら 昭 物 は 、1 階 に カフ ェ & 食事 処 、 2 階 に 3 つ 客室 を も つ 。 ベ 
和 期 に 造ら れ た 円 柱 形 の 航 還 石 が 等 間隔 ン ガ ラ 格 子 や 、 赤 土 の 壁 、 太 い 切 と それ ぞ れ に 個性 ある 
で 並ん で いる 。 今 で は どちら も 頼 の 浦 の 空間 は 必見 だ 。 
代表 的 な 景観 だ 。 JR 山陽 本 線 ・ 福 者 線 福山 駅 か ら ト モテ ツバ ス 凌 線 「 灯 港 ] 行 
き 37 分 の 「 条 港 」 下車 5 分 。10 時 一 17 時 ( 殖 茶 )、 カ フェ は 火 っ 
休 。1 治 朝食 付 9500 円 一 。3 室 。 福山 市 困 町 納 670 手作り & 日 替わり で 楽し め る 料理 & ケ ー キ 。 コ ー ヒ ー も 
会 084・982・1920 日 替わり で 豆 を 変え る こだわ り よ う 。 
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心地 よい 風 が 流れ る 場所 … 
癒 や し の 空間 で 輌 の 名 物 を 
潮 待ち 茶屋 

し = ま eo 
政 年 間 (1789 一 1801) の 商家 を 改装 し た 店 舗 。 入り 
口 すぐ に は みや げ 物 店 が 。 そ し て 店 舗 奥 に は 畳 の 間 と 
土 問 に 配置 され た テー ブル 席 が 印象 的 な 食事 処 が あ 
る 。 人気 の メニ ュー は 、 鯛 茶漬け 御膳 1620 円 。 ま ず 
は 手作り の ゴマ ダレ に 漬け た 衣 の 切り 身 で 期 井 に 。 そ 
し て 締め は 薬味 を の せ 、 出 汁 を 注い で 魚 茶 漬け に 。 
発 JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か の ら ト モテ ツバ ス 納 線 「 婁 港 」 行 
き 37 分 の 「 尊 港 ] 下車 5 分 。11 時 一 15 時 (食事 と 喫茶 は ー14 


時 LO)、 不 定休 。 福 山 市 輌 町 績 808 
人 き 084・970・5245 


1. 井 、 茶 漬け と 2 度 楽 し め る 鯛 茶 
漬け 御膳 。2. 大 き な 梁 や 調度 品 、 
そし て 座敷 か ら 望む 中 庭 。 心 地 よ 
い 癒 や し の 空間 が 広がる 。 


旬 と 歴史 が 入り 混じる 
両 ら し い 総 品 グ グレ メ 


カウ ンタ ー に 並ぶ お ば ん ざい 

両 の 魚 を 存 分 に 味わう 
食事 処 お て び 

て ょ くも を < ち 
地元 漁師 か ら 仕入れ る 新鮮 な 小 魚 を 使っ た 料理 と 、 肉 じゃ が を は 
じ め と する 総 葉 が カウ ンタ ー に ずら り と 並ぶ 。 季節 を 感じ させ る 
料理 の 数 々 は 日 替わり で 、1 品 300 円 ー て と リー ズ ナ ブル 。 す べ て 
手作り され る 料理 の 味 は や さ し く 、 夜 に は 酒 の つま み と し て も お 
すす め 。 
を JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か ら ト モテ ツ パ ス 還 線 「 病 港 ] 行き 37 分 の 
「 輌 港 」 下車 8 分 。11 時 30 分 15 時 ・17 時 一 21 時 30 分 、 月 ・ 第 3 日 休 。 


福山 市 困 町 績 838 
合 084・982・0808 


笑顔 の 優し い お 母さん と の 会 話 も 一 
異 。 肥 囲 気 を 味わい な が ら 楽 し い 食 


懐か し くも 新しい 空間 で ハヤ シラ イス を 
茶房 田渕 屋 
まほ た ぶち や 

江戸 期 に 油 問屋 を 営ん で いた 商家 を その まま 利用 
し て 店 舗 に 。 ご 飯 メ ニュ ー は こだわ り の ハヤ シラ 
イス 1300 円 。 国産 和牛 に 大 量 の タマ ネギ や コン デ 
ンス ミル ク を 加え 、 じ っ くり と 泰 込ん だ ハヤ シラ 
イス は 味 に 深み が あり 、 ど こ か 懐か し さ を 感じ さ 
せる 。 一 度 口 に すれ ば クセ に な る こと 間違い な し 。 
JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か ら ト モテ ツバ ス 病 線 「 困 
港 」 行き 37 分 の 「 半 港 ] 下車 5 分 。12 時 一 17 時 、 水 休 。 


福山 市 輌 町 畔 838 
合 084-983・5085 


お ば ん ざい は 常時 15 一 16 品 ほど 。 エ 
夫 の 凝ら され た 小 魚 料理 は 必 食 だ 。 
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輔 の 浦 きん ぽ 
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1 店頭 で 焼 か れ て いる 保 命 酒 入 り の みた ら 
し 団子 300 円 が 食 飲 を そそ る 。 2. シ ー カ ヤ 
ッ ク 体験 に は 時 間 ご と に 様々 な コー ス が 
用 竜 され て いる 。 軸 の 海 を 楽し も う 。 


ラフ な スタ イル で 楽し みた い 
カフ ェ & シ ー カ ヤッ ク 


瀬戸 内 屋 大 船 幸太 郎 
KayakesCAFE YO 


繁 150 年 以上 の 建物 を 改装 し た 店 内 は 、 海 の 家 を 思わ 
せる 開放 的 な 空間 が 広がる 。 お すす め は 瀬戸 内 海 で 獲 
れ た ワタ リガ ニ を 使用 し た 絶品 の 渡り 角 バ ー ガ ー。 高 
圧 炭酸 の 福山 コー ラ & ポ テト と の セッ ト 800 円 で い 
た い 。 ま た 、 シ ー カ ヤッ ク の ガイ ド も 。 海 か ら 
見 る 軸 の 浦 は また 違っ た 紛 囲 気 を 感じ させ る 。 

JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か ら ト モテ ツバ ス 壮 線 「 縮 港 」 
行き 37 分 の 「 納 港 ] 下車 8 分 。10 時 一 18 時 、 水 休 。 福 山 市 


輌 町 輌 849 
人 な 090・8718・4141 (村上 ) 


何 十 年 も 変わ ら な い 
輌 の 浦 唯一 の パン 屋 きん 全 
村上 製 パン 

で 5 か の せい い 

レト ロ な 紛 囲 気 が 印 象 的 な 外観 。 
ジブ リ 映 画 の 宮崎 駿 監 督 も 輌 の 
浦 滞在 時 に 足 繁く 通っ た と いわ 
れる 頼 の 浦 唯一 の パン 屋 。 ア ゲバ 
ン 、 か す て ら パン 、 ネ ジリ パン 
"トラ イン ナッ プ は 何 十 年 も 変 
わら な い 。 年 配 の 人 に は 懐か し 
く 、 若い 人 に は 新しい 。 世代 を 超 
えて 楽し め る 味わい 深い パン は 
いか が 。 

JR 山陽 本 線 ・ 福 塩 線 福山 駅 か ら ト 
モテ ツバ パス 納 線 「 困 港 ] 行き 37 分 の 
「 尊 港 ] 下車 10 分 。8 時 一 19 時 、 日 


休 。 福山 市 病 町 後 地 1437 
人 で 084・982・2349 


畔  e 効 夢 寺 


績 の 清 克 民 人 史料 馬 仙 評 仙 
市 営 江 場 時 爺 


四 保全 
ーー 人 団 保全 
CO 人 病 公 園 
だ 烏 仙 
市 営 渡 場 3 岳 計 WW 

人 の 財 あ 介 且 3262 
平賀 源内 生 条 ・⑰ g 貴 浦 そ ビニ ー ル の 包装 デザ イン も か 
い 2 は 民 親 寺 想 [撮ら わい らし い 。 焼き 上 げ は 朝 1 
人間 め ーーー 氷 プ 回 の みな の で 早め の 来店 を 。 ネ 
っ 。 腸 証 ジリ バン 、 アゲ バン 各 140 円 。 

の 症 。 江 后 鳥 


広 量 
品 健 
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石井 明日 香 


広島 に は 美味 いる ん と 、 
味 の あ る 街並み と 、 
素敵 な 笑顔 が た くさ ん 
楽し みな が ら 歩 いて 
探し て みて くだ さい ね , 


岩岡 すみ れ 


生ま れ も る 育ち も 広島 で す が 、 
改め て 広島 の 
奥深 さ を 知り まし た 
や っ ぱり 広島 は アツ い 場 所 
大 好き じゃ 


竹村 里 実 


情報 を 提供 する の る 
楽し いけ れ ど 、 

この 本 を 持っ て 

出掛け る の も 楽 

ライ ター と 読者 、 両 方 で き て 幸せ 


ウ に な れ そ う で 
ワク ワク し て ます . 


毛利 信行 


広島 県 人 も 、 県 外 の 人 も 、 
この 本 を 持っ て 広島 を 

~ さ ん ぼ " し て みて くだ さい 
そし て 新た な 広島 の 野 力 を 
発見 し て くだ さい ね 


出会っ た 方 
約 100 人 。 多 大 な る 協力 と 
温か さ に 胸 打 た れ ま し た 
そん な 温もり が いっ ぱい 
語 ま っ た 本 で す . 


新庄 谷 隆 


場所 、 食 べ 物 、 人 … 

広島 の あら ゆる 良さ を 
知っ て 欲し いか ら 、 
た くさ ん 詰め 込ん 
あー、 で も も っ と 詰め 込み た い . 


谷内 紀子 


弥山 山頂 で 見 た 

大 パノラマ が 、 

今回 一 番 の 想い 出 で す 
自分 の 知ら な い 広 島 を 

も っ と 知り た いと 思い まし た 


森本 記子 


抱き し め て 、 

くち ゃ くち ゃ に し た いく らい 、 
この 街 が も っ と 好き に な り ま し た 
あな た も きっ と 、 
好き に な る は ず . 


高 洋 京 

行く た びに 発見 が ある 広島 

ホル モン 天ぷら に 魂 を 奮 わ され 、 
西条 の 酒蔵 で ほろ (どろ ) 酔 い 、 
広島 の “濃い” 人情 ・ 店 ・ 味 … 
山賊 むす び ( 本 誌 P80) く らい 
ぎゅ っ と 詰め 込み まし た 

お 好き な と ころ か ら 召 し 上 が れ ! 
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